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皿　調　　査　　結　　果

　Ergebnisse　der　Untersuchungen

1．植生単位
　　Vegetationseinheiten

　神奈川県下34の市町村にわたって選定された199社寺の現地調査の結果，約140の植生調査資料が

得られた。これらの資料はテーブル操作のくり返しによって診断種が抽出され，これによって局地的

な群落単位が決定された。さらに，すでにに発表された神奈川県下および隣接地の研究成果と比較検

討した結果以下の群集および群落単位が決定された。

　組成表上で把握された社寺林の森林植物群落は，今圓の調査から自然植生11，代償植生9が記録さ

れた。

　a）自　然　植　生
　　Nat貢rliche　Vegetatio職

　社寺林は人間の生活域にあって幾分の人為的干渉下にはあるが，種の組み合わせを基礎として，群

落組成表で比較・考察の結果，自然植生として以下の10群集1群落が記録された。

　　1）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ardisio－Castallopsietum　sieboldH
　　　（Tab．6．　Fig．4）

　　　エ）　群落の相観

　常緑広葉樹のスダジイが優占する高木林。

　　　2）　標徴種および区分種

　スダジイ，イヌビワ，クスノキ，ツルグミ

　　　3）　主な構成種

　高木層一スダジイ

　低木層一一アオキ，ヤブッバキ，モチノキ，シロダモ，イヌビワ，ピサカキ，ヤブニッケイ，ネズ

　　　　　　ミモチ

　草本層　　テイカカズラ，ヤブコウジ，ビナンカズラ，ヤツデ，ジャノヒゲ，キヅタ，ベニシダ，

　　　　　　ヤブラン

　　　4）　主な社寺林

　瑞泉寺

　新善光寺

　諏訪神社

　東福寺

　熊野神社

法性寺

福泉寺
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岩殿町

　御嶽宇申社

　阿弥陀寺

　三浦神社

　桂林寺

　寒川神社

　松石寺

　勝国寺

　浅間神社

　若宮八幡宮

　宝生寺

　普門寺

　浄滝寺

　熊i野神社

　春EI神社

　室勝寺

　総持寺’

　　　5）　群落の形態

　ヤブコウジースダジイ群集は，神奈川県下の社寺材くとして広く各地に生育がみられるスダジイが優

占する常緑広葉樹林である。

　発達した林分では20mをこえる高木第1層は高い植被率でスダジイが優占する。林分によりタブノ

キ，モチノキ，カクレミノなどを混生することもある。高木第2層および低木届の構成種は，アオ

キ，ヤブツバキ，ヒサカキ，シロダモ，カクレミノ，トベラ，ネズミモチなどヤブツバキクラスにま

とめられる常緑広葉樹が大部分である。率本層には，キヅタ，ヤブコウジ，ベニシダ，テイカカズ

ラ，ヤブラン，ヤマイタチシダなどが高い常在度で生育する。

　県下の26地点で植生調査資料が得られたヤブコウジースダジイ群集は，トベラ，カクレミノ，イタ

ビカズラ，ツワブキ，ヤマハゼ，オオバグミを区分種とするカクレミノ亜鮮集と特定の下泣単位区分

種をもたない典型亜群集とに下位区分される。また，典型亜：膵集はタブノキ，ムラサキシキブ，ミズ

キなどイノデータブ群集の構成種をもつ植分と，伴わない植分とに下位区分される。さらに各下位単

位は，アズマネザサ，チヂミザサ，ノイバラ，コナラ，ガマズミなど代償植生の構成種の混生の有無

によっても区分される。

　　　6）　群蓄の立地・分布

　ヤブコウジースダジイ群集は，海岸に比較的近い，海抜300m以下の低海抜地で土壌の堆積が浅い

尾根部や凸状斜面を中心に広がりをもつ自然植生である。ヤブコウジースダジイ群集は，東海地方東

部以東の臨海域に広がるスダジイ林の大部分が含まれ，河川などに沿って，より内陸域まで生育域を

広げている。

　カクレミノ亜群集は区分種であるカクレミノ，オオバグミ，イタビカズラ，トベラ，ツワブキの生

育からも判定されるように，典型亜群集の立地より，より温暖な臨海域で入為的擬乱の比較的少ない

植分を中心としている。
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　ヤブコウジースダジイ群集は，神奈川衆の南部一帯から東部にかけて広い生育域をもつ自然植生，

潜在自然植生であり，社寺林として残されている林分も少なくない。

　　　7）　群落の保全

　ヤブコウジースダジイ群集は，その大部分が尾根筋や斜面に多く残されており，斜面保全林，立地

保全林としての性格も強い。自然環境の維持，斜面などの立地保全，災害防止林として，これからも

群落とその立地の十分な保護保全が強く望まれる植生である。
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Fig・4　ヤブコウジースダジイ群集謙譲模式

　　　Vegetationsprofildes　Ardisio－Castanopsietun
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9：アラカシ

10：モチノキ

11：シロダモ

12：テイカカズラ

13：カクレミノ

14：ヤブツバキ

15：ヤブニッケイ

16：オオバグミ

17：ッノレグミ

18：ヤツデ
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　　2）　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　Polystichopso－Castallopsietum　sieboldii
　　　　（Tab．7）

　　　1）　群落の相観

　スダジイ，タブノキが優占する常緑広葉樹の高木林。林床に常緑のシダ植物であるホソバカナワラ

ビが特微的に繁茂する。

　　　2）　標微種および区分種

　ホソバカナワラビ，イタビカズラ，スダジイ，タブノキ

　　　3）　主な構成種

　高木層　　スダジイ，タブノキ

　低木層　　モチノキ，アオキ，イヌビワ，ヒメユズリハ，トベラ，ヤブニッケイ

　草本層　　イタビカズラ，テイカカズラ，ホソバカナワラビ

　　　4）　コ三な制二寺1＝木

　神武毒（逗子市）　　　　　　　　　　三島宇申社（横須賀市）

　富岡八幡宮（横浜τ1二∫金沢区）

　　　5）　鮮落の形態

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，発達した林分では高さが15mを超える常緑広葉樹の高木林を

形成する。スダジイまたはタブノキが林冠を広く榎い，優占する林分を形成することが多い。神武寺

では高木第！層の植被率は30％にとどまるものもみられる。

　高木第21轡および低木層は植被率50～80％で，モチノキ，アオキ，カクレミノ，ヒメユズリハが比

較的高い被度で生育し，構元種の大部分が常緑広葉樹である。高さ0．5～1．Omの草本層は，ホソバカ

ナワラビ，アスカイノデ，イタビカズラ，ヤブラン，テイカカズラ，キヅタ，ビナンカズラ，ジャノ

ヒゲなどが30～80％の植被率で繁茂する。ヤブコウジースダジイ群集と比較してホソバカナワラビー

スダジイ群集は草本層の種類組成および植被の高いことが特徴的である。また，出現種数は，植生調

査資料が得られた4地点で28～37種（平均33種）を数える。

　　　6）　群落の立地・分布

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，高木第2層，低木層，草本層が発達しており，比較的水分条

件にめぐまれた谷あいやテラス状の緩傾斜地，斜面下端付近に生育域をもつ。したがって，神奈川県

下の自然植生あるいは潜在自然植生としての広がりが限られている。また，ホソバカナワラビースダ

ジイ群集はヤブコウジースダジイ群集と岡様に海抜400m以下の海岸地域を中心に分布する。

　　　7）群落の保全
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Phot，5　三島神社（Nr．103）のホソバカナワラビースダジイ群集の外観。林内にはシダ植物が繁茂する。

　　　PhysiogllomiedesPoユystichopso－Castanopsietuln　sieboldii
　　　（Shinto－Schrein　Mishima）

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，神奈川県下において，他の地域と岡様に，小面積の残存林分

しかみられない，今1ヨでは貴重な常緑広葉樹の自然林である。林内の環境が高い湿度に保たれている

ことによって安定した群落を形成する。したがって，神武寺，富岡八幡宮に残存するようなホソバカ

ナワラビースダジイ群集は，水分条件の著しい悪化などの影響を最少限にとどめ，隣接域も含めた形

での林分の保全が必要とされる。

　　3）　イノデータブ群集

　　　　Polysticho－Machiletum　thし1nberg11
　　　1）　群落の相観

　タブノキが優凝する常緑広葉樹の高木林。

　　　2）　標徴種および区分種

　イノデ，エノキ，オオベニシダ，ホウチャクソウ

　　　3）　主な構成種

　高木雇トー．一一タブノキ，ケヤキ，　（スダジイ）

　低木層一一一アオキ，ヤブッバキ，シロダモ，イヌビワ，ヤツデ，ピサカキ，トベラ，モチノキ

　草木層一一…ジャノヒゲ，キヅタ，ベニシダ，ヤブラン，イノデ，テイカカズラ，ヤブコウジ

　　　4）　主な社寺林

　諏訪大神社（横須賀市）

　大松寺（横須賀市）

　蓮生寺　　（ノ享フ1く肩了）

　東福寺（横浜市西区）
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Ph。t．6宝生寺の裏1⊥iにひろがるヤブコウジースダジ群集の林分は横浜了階地内の有数の自然林である・

　　A，di、i。．C。、t。。。P・i・t・m・i・b・ldii　mit・ei・h・・St・a・・hschi・ht・
　　d。、in　d，，　St。dt　Y。k。h。ma　eine。　de・auff・11e・d・t・・nat・mahe・W銭1d・・darst・llt（H・・ho｝」1

　　－Tempelwald）．

　福泉寺（三浦布）

　宝生寺（横浜市）

　妙秀寺（横浜市戸塚区）

　本覚寺（横浜市神奈川区）

　熊野利1社（横浜布磯子区）

　善行寺（横浜市中区）

　南金［ヨ神社（∫1盆塚1二1了）

　＿1二f諏言方ネ申者ヒ　（ヨ1嗣丁）

　八幡神社（横浜Ti了磯子区）

　目．卜神社（横須賀市）

　新善光寺（葉山町）

　称名寺（横浜τi二∫金沢区）

　　　5）　群落の形態
　イノデータブ群集は，めぐまれた立地条件を反映して，20mをこえる高木第1層以下，高木第2層，

低木層，草本層までヤブッバキクラスにまとめられる常緑植物が繁茂して生育する多層群落の自然林

である。高木第11曹はタブノキが優占し，林分によってケヤキ，スダジイなども混生している。高木

第2層および低木層は，必ずしも階層構造が明確に区分されないが，アオキ，ヤブツバキ，シロタ

モ，キヅタ，ヤブニッケイ，ピサカキ，モチノキ，ネズミモチなどヤブツバキクラスの種が多数生育

している。草本腰には，イノデ，オオベニシダが特徴的に生育する。人間の侵入による擬乱の少ない
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イノデータブ群集においては，特徴的にイノデが林床を広く被っている。

　イノデータブ群集は，ケチヂミザサ，イボタノキ，トコロ，ミズヒキ，アケビ，ドクダミを区分種

とするイボタノキ亜群集と特定の区分種をもたない典型．亜群集とに下位区分される。

　　　6）　群落の立」也・分布

　イノデータブ群集は，神奈川県下の？中積心あるいは台地斜爾下部で，土壌が厚く堆積した適湿ある

いは湿潤な立地が生育域となゲ（いる。内陸側の対応立地でローム層に被われている環境などではシ

ラカシ群集ケヤキ亜群集が（潜在）自然植生として生育域をもつ。

　下位単位であるイボタノキ亜群集は典型亜群集と比較して湿潤，民訴な立地条件下に生育する。

　　　7）　群落の保全

　林冠を広く被うタブノキは，壮璽な樹形と幹から神社林の主要樹木とされ，保護されてきた。イノ

データブ群集は，神奈川帰下に残されたヤブツバキクラスの常緑広葉樹の中では，最も，温暖で湿潤

な立地に，群落構造上からも多彩な安定した森林を発達させるものである。神奈川県下にとどまらず

広く常緑広葉樹林帯沿海部一一帯の社寺林の基本的な位罷を占めている。

　　4）　モクレイシ～タブノキ群落

　　　ルfガ。70云70ρガsブαρo競α一Pθ7sθσ魏〃ηδθ78かGesellschaft

　　　　（Tab．8）

　　　1）　群落の相観

　神奈川県西部の臨1な域に限って生育する常緑広葉樹の自然林。タブノキが優占する高木林。

　　　2）区分種．

　カゴノキ，モクレイシ，カラタチバナ，サイハイラン

　　　3）　主な構成種

　高木層～一タブノキ，ミズキ，カゴノキ

　低木層一アオキ，シロダモ，イヌビワ，ピサカキ，モクレイシ

　草本層一キヅタ，ジャノヒゲ，カラタチバナ，サイハイラン，ヤブコウジ

　　　4）　主な社寺林

　鷹取神社（大磯田，り

　　　5）　群落の形態

　モクレイシータブノキ群落は，高さ18mの高木第1層にタブノキが被度・群度4・4～5・4で優占し，

カゴノキを混生する。高木第2層および低木層の構成種はTab，8からも判定されるように，大部分

が，イノデータブ群集と共通種であり，モクレイシが低木層に生育することによって特徴づけられ

る。草本層は植被率が20～30％と貧弱であり，ヤブコウジ，テイカカズラ，ヤブランなどが生育す

る。出現種類は25～27種目他のヤブツバキクラス林と比較して少ない。

　　　6）　群落の立地。分布

　モクレイシータブノキ群落は，神奈川県下でも西端にあたる大磯町の鷹取神社で植生調査資料が得

られるにとどまる。高木層には二八に特徴があるカゴノキを混生し，神奈川環がほぼ北限あるいは東

畑といわれているモクレイシが低木層に生育するモクレイシータブノキ群落は，今圏の神奈川県下の

社寺林調査で新たに明らかにされたヤブツバキクラス林のタイプである。東海地方以西には，カゴノ

キ群集その他として類似の植生の報告もみられるが，神奈川県下では，明瞭な報告は，まだ行なわれ

ていない。
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　　　7）　群落の保全

　モクレイシ一躍ブノキ群落は，県下では残存する林分も少なく，植生学的にも貴重なものといえる。

タブノキの高木にカゴノキを混生するため林内景観上からも特徴的なものといえる。

　　5）　マサキートペラ群集

　　　Euony鵬。－1）ittosPoretum　tobirae
　　　　（Tab．9）

　　　1）　群落の相観

　トベラ，ヤブツバキ，オオバグミなど常緑広葉樹で構成される風衝低木林・クロマツが高木層に限

られた被度で生育する林分もある。

　　　2）　標徴種および区分種

　クロマツ，トベラ，オオバグミ，ツワブキ，マサキ

　　　3）　主な構成種

　高木層　　クロマツ

　低木層一一トベラ，ヤブニッケイ，イヌビワ・オオバグミ，マサキ

　草本層一ツワブキ，キヅタ，ヤブラン

　　　4）　主な社寺林

　小坪寺（逗子市）

　　　5）　群落の形態

　高さ15mの高木層にクロマツが被度・群度1。2で生育し，高さ6mの低木揺｝に植被率90％でトベ

鑛 熱
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譲搬嚢
　　　麟簿

　　　旧弊謬

　　　騒

縫纏
Phot．7　シラカシに匪iまれたわらぶき屋根の社殿にはふるさとの社のおもかげが残る（Nr．159南足柄神社）。

　　Von　immergr甑en　Qκβκκsηηr∫加αψ）」ゴαumgeheuer　Shint◎一Schrein　Minami－ashigara．



Tab．9．マサキートベラ群集

　　　　　　　Euony蜘ko－P主ttosporet二u孤　tobirae

蔚r．　d．Aufnahme：
GrδBe　d。　Probeflache　（m2）：
　　　　　コ　　　　　　　ロ

Exposユ．t■Qn：

Neigung　（0）＝

Hδhe　d。　Baumschicht　（m）：

Deckung　d。　Baumschicht二　（Z）：

Hδhe　d．　Strauchschicht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（Z）：
Hδhe　d．　1（rautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

Artenzah1＝

調査番号
｛調望韮一二責

方位

傾斜
濤1オく層のi萄さ

高木屠の牢直被率

f氏木層の高さ

1氏木暦直直被率

草本層の高さ

鱒二本1爵の非直裡華

嵩現種数

　　1

750

　SW
40

　15

20
　　6

90

0．5

30
31

Kenn－　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　pinus　亡hunbergii

　Pittosporum　tobira
　Elaeagnus　macrophyIla
Farfigium　japonicum

　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　EuonymUS　Japonエcus
Kenn－　u．　Trnnar亡en　d．　Veτb．，　Ord．

　．勧賞目標徴租1および［ヌ：分・科1

　　　クロマツ

　　　トベラ

　　　オオバグミ

　　　ツワブキ

　　マサキ

U．　Klasse：

B
S

S

K
S

1．2

3．3

　十

2．2

　十

i．：二位単位の標三彩韮及び；メ．分種

Castanopsis　cuspidata　var．
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　

Cmnamomumコapon■cum
　　　　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

Fats■a　Japon■ca
　　　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　け

Aucuba　Japon■ca
　　　　　　コ　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Came11■a］aponエca

　　
F↓cus　erecta

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　Persea　thunberg■■
　Neolitsea　sericea
　Hedera　rhoτnbea

　Liriope　platyphylla
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dryopter■s　bエsset■ana
Cyrt二〇miunm　fortunei

Begleiter：

Fagara憩antchurica
塾1alloむus　japonicus

Arun．р薗ｼaria　chino
　　　　　　　　　　　　頽orus　bo澱byC■s

Ligustru冊ovalifolium

Zelkova　serrata
Vitis　ficifolia　var．　10bata
Fagara　ailanthoides
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　の　　　サLon■cera　Japon工ca
Deut二zia　scとLbra
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Lycor■s　sangU■nea
Arist二〇10chia　de1）ilis

Rosa　multiflora
Arisaelna　serratum

siebo工diiヌ、ダジイ

！

ヤブユツケイ

ヤツデ

アオキ

ヤブツバキ

イヌビワ

　タブノキ

　シロダモ

　キヅタ

　ヤブラン

　ヤマイタチシダ
　　　タ　　　　　　　の

　ヤフソアツ
目病1劇画宜

　イヌザンショウ

　ア平目ガシワ

アズマネザサ

ヤマグワ

オオバイボタ

ケヤキ

エビヅル

カラスザンショウ

スイカズラ

マルバウツギ

キッネノカミソリ

ウマノスズクサ

ノイバラ

ヵントウマムシグサ

S

S

S

S

S

K
S

K
S

S

K
K
K
K

S

S

K
S

S

S

K
S

S

S

K
K
K
K
K
K

L2
L2
L2
L2
L2
＋．2

条．2

　十

　十

　十

1．2

十

十

十

．2

．1

十

L2
十

＋．2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

Fundort 調査地1小坪寺　（134）Temp．　Kotsubo－j　i　am　1．　Dez．王974．
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ラ，ヤブニッケイ，スダジイ，ヤブッバキ，オオバグミ，マサキなど常緑広葉樹がマッキー状に繁茂

する。草本層にはツワブキを中心にキヅタ，ヤブラン，ヤマイタチシダ，アオキ，ヤブッバキなど常

緑広葉樹の芽生えがみられる。．植．生調査資料が得られた小．坪寺では，出．現種数31種を数え，イヌザン

ショウ，アカメガシワ，アズマネザサなど代償植生の構成種の侵入もみられている。

　　　6）　群落の立地・分布

　マサキートベラ群集は，神奈川夢穀下の海岸線沿いの直接海に面した風衝地に生育する常緑広葉樹の

低本林である。海からの強い風，塩分を含んだ風をまともに受けるため，スダジイ，タブノキなどの

高木が優占する常緑広葉樹林の成立が困難な極端な立地となっている。したがって，高い被度で樹冠

をそろえている低木層の構成種，優占種は，三分により変動がみられ，出現するヤブツバキクラスの

種も少ない。

　土壌の堆積が少なく，乾燥した立地条件になる傾向がみられる。

　　　7）　群落の保全

　マサキートベラ群集は，海岸前線に成立する常緑広葉樹林である。四季を通じて，より内陸側の耕

作地，住宅域への海からの影響を最少限にとどめる環境保全林としての性格をもっていたものであ

る。したがって，臨海域の社寺林においても，…・部に断片的であるがマサキートベラ群集がみられ

る。

　　6）　シラカシ群集

　　　Quercetum　myrsinaefoliae
　　　　（Tab．10）

　　　1）　群落の相観

　常緑広葉樹のシラカシが特徴的に高木1曇｝に生育するヤブツバキクラス林。それぞれの亜群集により

モミ，シラカシ，ケヤキなど優占種が異なる。

　　2）　標二種および区分種

　シラカシ，ヒイラギ，チャノキ

　　3）主な構成種
　高木層一一一シラカシ，モミ，ケヤキ，アラカシ，アカガシ

低木罵一一ヤブッバキ，アオキ，ピサカキ，シロダモ，ヤブニッケイ，ネズミモチ，チャノキ

　草本層一一一．．．ジャノヒゲ，キヅタ，ベニシダ，ヤブラン，ヤブコウジ，ビナンカズラ

　　4）　主な社寺林

　万福寺

　ヨ三子神社

極楽寺

南足柄神社

　　　　　　　　　　　　　〆正法寺

　春1ヨ神社

青蓮寺

汁守神社

団顕寺

本興寺
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樹源寺

神明社

浄性院

八幡神社

へ

。）．

ヮﾎ

　凶
@6島

ｴ36b∩
召（

鰯笏へ笏＠め

＼へ，

^へ◎（ゐ

．」

璽

o

123（4）56ユ718973（10）11762127（ユ3＞3 ユ415ユ6171871932011！7

Fig．5　シラカシ群集断醸模式

Vegetationsprofil　des

　　！：ピサカキ

　　2：タブノキ

　　3：シラカシ

　　4：テイカカズラ

　　5：ベニシダ

　　6：アラカシ

　　7：チャノキ

　　8：アカガシ

　　9：オオバジャノヒゲ

　10：ヤブコウジ

　11：ヒイラギ

　12：ナンテン

　13：キヅタ

　14：イヌツゲ

　15：ヤブラン

　16：ヤブツバキ

　17：アオキ

　18：モチノキ

　19：ガマズミ

　20：ヤブニッケイ

Quercetum　myrsinaefoliae
　Eκ7ニソσゴσρ0π此α

　Pθ1’εθσ地κ7．めθア9蕗

　Qκ8κあs〃zyγs～ηα吻〃α

　Tγα0乃8♂OSρθη％κ初σア’α〃0μ〃2

　Z）り70ρf87’εθ7ッ酌70SO7α

　Q躍θγc躍s81ακoα

　7「ぬθα　εゴπ9πsお

　Qκθ70κsαo〃’α

0ρ痂oρogo銘ρ1α痂soα1ウκ∫

ノ4γ4’Sノαゴαρ0π’Cα

0∫〃zα7z漉κs乃θ∫θ70」ウ乃ツ〃〃s

翫π4∫ηα40〃ZθSあ0σ

1ノθ4θ7α7乃0〃Z6〔～σ

ノ」θκoプ（3πα≠α

エ，〃ゴ0カθカ1α’瓶yρ乃ツ〃α

磁〃Zθ〃ゴαゴα♪0π’0α

孟κCκ6αブαρ0η20α

z1θκゴ1πθ97σ

レ「めん77π4〃z4〃α≠α’〃〃3

αππσ〃ZO〃Zκ〃Zノαρ0πノ0κ〃Z
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　西方寺

　妙伝寺

　白旗神社

　ia城寺

　稲荷社

　　　5）　群落の形態

　シラカシ群集は，ヤブツバキクラスにまとめられる常緑植物を主な構成種とする常緑広葉樹林であ

る。発達した林分，自然度の高い林分では20mをこえる高木林を形成する。高木第’1層は，亜群集ご

とに群落構成種，とくに優占種が異なり，モミノキ，シラカシ，アラカシ，アカガシ，ケヤキなどを

あげることができる。高木第2層は，高木第1層と共通の樹木の他にヤブッバキ，シロダモ，イヌツ

ゲ，タブノキなども生育している。林分によって高さに差がある低木層には，アオキ，ピサカキ，ヤ

ブニッケイ，チャノキ，モチノキ，ネズミモチ，ヒイラギなど常緑広葉樹が主な構成種である。ハリ

ギリ，マユミ，コバノガマズミ，ムラサキシキブ，ヤマグワなど夏緑広葉樹の混生もみられる。草本

層には，ベニシダ，ヤブコウジ，テイカカズラなどが生育している。

　シラカシ群集は，モミ，ウラジロガシが高木層に生＝下し，モミ，ウラジロガシ，コバノガマズミを

区分種とするモミ亜群集と，ケヤキが高木屠を中心に繁茂し，ミズキ，ハリギリ，マユミ，イボタノ

キ，ムクノキを区分種とするケヤキ亜群集およびシラカシが高木町に優占し，特定の姫群集区分種を

もたない典型亜群集に下｛立区分される。

　　　6）　群落の立地・分布

　シラカシ群集は，ローム層に被われた内陸側の台地．しおよび台地斜面を中心に広い而積を占める

（潜在）自然植生である。神奈川県下の内陸llllの古くからの集落の羅敷林としてのシラカシ，（ケヤキ）

は現在でも多くみることができる。したがって多摩丘陵，相模原台地，大磯丘陵の．…部などにある社

寺林の多くが，シラカシ群集およびその断片的林分である。

　シラカシ群集は3亜群集に下位区分される。モミ亜群集はローム層の堆積がほとんどみられない凸

状地に生育域をもち，相観的にシキミーモミ群集に類似する。ケヤキ至臣群集は，亜群集区分種からも

判定されるように，土壌の堆積が多くみられ，水分条件にめぐまれた斜面下部，凸状地を主な坐育地

とする。典．型亜群集は，ローム台地上のシラカシ群集であり，広く耕作畑としてま＝地利用されてきて

いるQ

　　　7）　群落の保金

　神奈川県下の図案莫原台地を始めとするローム層に被われた内陸域は，今回化することによる飛砂や

土砂の侵食，斜面崩壊など立地の不安定化を生じやすい。そのため，社寺林，屋敷林として自然植生

であるシラカシ群集を直接，間接に利用してきたし，今後とも，“生きた緑の構築材料”としてシラ

カシ群集を積極的利用することが望まれる。

　　7）　イロハモミジーケヤキ群集

　　　Acero－Zelkovetum
　　　　（Tab．11）

　　　1）　群落の相槻

　高木第1層にケヤキ，イロハモミジなど夏緑広葉樹が優占する。高木第2届以下にはヤブツバキク

ラスにまとめられる常緑植物が多く生育する。



Tab．11．イロハモミジーケヤキ群集

　　　　　　Acero－Zelkovetum

Nr．　d．　Aufnahme＝

EXPOS■t工on：
Neigung　（o）：
Gr6βe　d．　量robef1と…che　（m2）＝

Hδhe　d．　Baumschichヒー1　（m）：

Dec裟ロng　d．　Baumschic…｝t－1　（％）：

Hδhe　d．　Baumsc烈ic簑t－2　（nt）＝

Deckung　d．　Baロmschic鼓t－2　（ス）：

Hδhe　d．　Sしrauchsc圭｝ich仁　（m）：

Dec隆くung　d．　Sしrauchschichヒ（Z）：

Hδhe　d．　Kraし1tsc｝証ch仁　（m）：

Deckung　d。　Krauじschicht（Z）：

Arしenzah1：

；悶査番号

方位

傾斜

講査面積

高木第1層の嵩さ

高木第．1層植被率

為木第2層の高さ

高木第2屑論蔵率

低木層の高さ

抵木1爵植破率

草本層の高さ

草本摺植妓率

1丘観小数

　I

　lO

】00

　12

30

　8
40

　3
60

0．7

30
42

Ken捻一　u．　Trn漉arten　d．　Ass，：

ZeU（ova　serraしa

Acor　pa1狽atum

Lon玉ceτa．　gracilipes　var．　91abra

決einecl（ea　carnea
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　

Conエogra㎜e　japonlca
髭eun－　u．　Trennarten　d，　Verb．》

群撫票徴種および区分穣

　ケヤキ

　イロハモミジ

ウグイスカグラ

キチジョウソウ

イワガネソウ

B－1

B－I

B－2
S

K
K
K

2．2

L2
3．2

2．1

十

十

÷

Ord轟．u。　Kla3se；クラス’オ皿ダー’．群翻標徴種および

Casじanopsis　cuspidaヒa　vaτ．　sieboldiiスダジイ
Torreya　nuclfera　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カヤ

F■cus　erecta

Eurya　3a碧QnLCa
Neo11ヒsea　serλcea

Aucuba　japonica

Osman亡hus　heterQphyllus
De痘紅ropanax　trifidus

Elaeagロus　glabra
C■nna搬。頒u皿　ユaPQn］．cu皿

Ophiopogon　PlaniscaPus
TraChe　losparumum　asエaL乳cum
…｛edera　rhombea

Ard重sia　japonica
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ

Ophエopogo漁3apon■cus
Arachnoides　arisじata
Dam捻acanthus　major
piper　kadzura　　　　　　L㌧

Begleエter＝

Pourthiaea　villosa　var。　1aevis

Zan仁hoxylum　piperiしロm

Acer　palmatu雛　var，　糖armQraしu｛R

Euscaphis　jap。nica
Ca！licarpa　japonica
viburnum　dila仁atum

V■burnum　erosum
Podocarpus　macrophyllus
Disporum　sessile
葦）エoscorea　Japon】一ca

　リエr■5japo肌ca
AしhyriUln　japonicu職

Polygona加m　falcaしum
Houじtuynia　corda亡a
Ap翫aロanthe　aspera

PGIystichu皿polyblepharum
Akebia　亡rifoliata
viola　verecunda
　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　レ　　のLonエcera　japon■ca

イヌビワ

ピサカキ

シロダモ

アオキ

　ヒイラギ

　カクレミノ

　ツルクミ

　ヤプニッケイ

　オオバジャノヒゲ

　テイカカズラ

　キヅタ

　ヤブコウジ

　ジャノヒゲ

　ホソパカナワラビ

　ジュズネノキ

　フウトウカズラ

随伴種

　カマツカ

サンショウ

エンコウカエデ

ゴンズイ

ムラサキシキプ

ガマズミ

コバノガマズミ

イヌマキ

ホウチャクソヴ

ヤマノイモ

シャガ

シケシダ

ナルコユリ

ドクダミ

ムクノキ

イノデ

ミツバアケビ

ツボスミレ

スイカズラ

B一｝　　LI　　i乳分種
B司　　　】．】

K　　　＋
B－2　　1．l

S　　　＋

B－2　　1．l

S　　　＋

K　　　＋

S　　3．3
K　　＋。2

S　　1．I
S　　　＋

S　　　＋

S　　　L2
K　　　＋

K　　2．2
鼠　　　L2

K　　　＋

K　　　＋

k　　　L2
K　　2．2
K　　÷。2

B－2

S

S

S

S

S

　S

K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K

　S

1．1

十

1．1

十

十

十

十

十

十

十

L2
十

÷．2

÷

十

十

Furldorh調森地：神証t寺 （132）τ即．Ji㎜u－ji，　S亡adt　Zushi　am　23溺ai　I969
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　　　2）標徴種および区分種

　ケヤキ，イロハモミジ，ウグイスカグラ，キチジョウソウ，イワガネソウ

　　　3）　主な構成種

　高木層一ケヤキ，イロハモミジ，カヤ

　低木層一ヤブニッケイ，アオキ，ウグイスカグラ，ヒイラギ，サンショウ

　草本層　　ジュズネノキ，フウトウカズラ，キヅタ，テイカカズラ，キチジョウソウ

　　　4）主な社寺林

　神武寺（逗子市）

　　　5）群落の形態

　イロハモミジーケヤキ群集は，ヤブッバキクラス域の渓谷林である。高さ12mに達する高木第1属

および高木第2層には，ケヤキ，イロハモミジの夏緑広葉樹を中心にカヤ，スダジイなどヤブッバキ

クラスの種を混生する。低木層は0．7～3m，植被率60％，アオキが被度・群度3・3で繁茂する他

に，イヌビワ，ヤブニッケイ，ツルグミ，カクレミノ，ヒイラギ，シロダモ，サンショウ，カマツカ

などが生育している。草本層はテイカカズラ，キヅタ，ジュズネノキ，ホソバカナワラビ，フウトウ

カズラ，ドクダミ，シャガなどが植被率30％で生育している。

　　　6）　群落の立地・分布

　ヤブッバキクラスにまとめられる常緑広葉樹林は，高木層から草本層まで構成種の大部分が常緑植

物からなる植生である。しかし，イロハモミジーケヤキ群集は，林冠を形成する高木第1層および高

木第2層に：夏緑広葉樹が，特徴的に繁茂する。自然植生あるいは潜在自然植生としてのイロハモミジ

ーケヤキ群集の生育域は，谷あいなど日射量が少ない湿半な斜面を中心に線状あるいは細長い帯状に

みられるにとどまる。

　　　7）　群落の保全

　イロハモミジーケヤキ群集は，秋季に紅黄葉がみられ，冬季に落葉があるなどヤブツバキクラス林

としては季観の変化のある林分となっている。したがって，社寺林の一都として積極的に残されてき

た傾向もみられるが，全体として生育域は数，面積共に少ない。

　　8）　コクサギーケヤキ群集

　　　Orixa　laponica－Zelkova　serrata－Ass，
　　　　（Tab．12）

　　　1）　群落の相観

　春季に林床植生が特徴的なケヤキの優占する夏緑広葉樹林。

　　　2）標徴種および区分種

　コクサギ，ミズキ，ケヤキ，ニリンソウ，ムラサキケマン

　　　3）　主な構成種

　高木層　　ケヤキ，ミズキ，アラカシ

　低木層一アオキ，ピサカキ，チャノキ

　草本層一ニリンソウ，ムラサキケマン，ジャノヒゲ，ベニシダ，ヤブラン，ヤブコウジ

　　　4）　主な社寺林

　無量：光寺（相模原市）



Teb。ユ2． コクサギーケヤキ群集

Orixa　japonica－Zelkova　serrata－Ass．

Nr．　d．　Aufnahme＝
Grδ偲e　d．　Probeflache　（m2）
　　　　　の　　　　　　サ

Expos■t■on：

Nejgung　（0）：

Hδhe　d．　Baumschicht－1
Deckung　d．　BauInschicht＝一1
Hδhe　d．　茎3aumschicht；一2

Deckung　d．　Bau磁schicht－2
H6he　d．　St二rauchschicht二

Deckung　d．　Strauchschicht
Hδhe　d．　Krautschicht
Deckung　d．　Krautschicht
Artenzah1：

：

（m）＝

　　　　（箔）＝

（m）：

　　　　（鬼）：

　　（m）：

　　　　　（露）：

（m）：

　　　（露）：

調査番号

調査面積

方位

傾斜

高木第1層の高さ

高木第1層植被率

高木第2厨の高さ

高木第2層植被率

低木層の高さ

低木層濁酒率

草本層の高さ

草本層植被率

出現玉山

　　1

150

NE
　10

　17

50
　　6

60
　　2

4Q
O．8

60
42

Kenn一．　u．　Trenn母rten　d．　Ass．＝ 群集標徴証および区分種

　Zelkova　serrata

　Cornus　controversa
Anemone　flaccida
　Corydalis　incisa
Sonst■ge　Arten：

Cryptomeria　jap。nica

Quercus　glauca

　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Pourth■aea　v■110sa　var．　1aev■s

Hedera　rhombea
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Aucuba　Japon■ca
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Eurya　3apon■ca
Thea　sinensis
Arundinaria　chino
工1ex　integra
viburnu田　dilat：atu磁
　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

Kerr■a　japon■ca

TQrreya　nucifera
biriope　platyphylla
Ardisia　japonica
　　　　　　　　　　　　　　　　Oph■opogon　Japon■cus
Dryopt二eris　eryt二hrosora

Carex　conica
　ロ　　　　　　ひ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　

C■mエ。■fuga　Japonエca

Disporum　sessile
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

Lon■cera　コaponエca

Reineckea　carnea
Viola　hondoensis
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　の

At；hyrエum　n■ponエcum

At：hyriu窪1　coτ1ilii

Equisetum　aruvense　var．　boreale
C■nna臓omu磁　J　apon■cum

HemerOCalliS　fulva　f．　kwanSO
Viola　keiskei　f．　okuboi

Rosa　multiflora
Gynoste㎜a　pentaphyllum
Coniogra㎜e　intermedia
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Cyrtom■um　fortune■

Euonymus　sieboldianus
　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

Kadsura　」apon■ca
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Ar↓saema　urash工槻a
Selagiエ1e11a　re願otifo工ia　var・　．

Bercheπ江a　racemosa

Chrysospleniu皿japonicum

　ケヤキ

　ミズキ

　ニりンソウ

　ムラサキケマン

その池の種

　スギ

アラカシ

カマツカ

キヅタ

アオキ

ピサカキ

チャノキ

アズマネザサ

イヌツゲ

ガマズミ

ヤマブキ

カヤ

ヤブラン

ヤプコウジ

ジャノヒゲ

ベニシダ

ヒメカンスゲ

イヌショウマ

ホウチャクソウ

スイカズラ

キチジョウソウ

アオイスミレ

イヌワラビ

ホソバシケシダ

スギナ

ヤプニッケイ

ヤプカンゾウ

ケマルバスミレ

ノイパラ

アマチャズル

イワガネゼンマイ

ヤブソテツ

マユミ

ビナンカズラ

ウラシマソウ

3apon■caクラマゴケ
　　　　　　　　クマヤナギ

　　　　　　　　ヤマネコノメソウ

B－I

B－2

　K

　K

B－l

B－2

B－2

　S

B－2

B－2

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

K
　K

K
K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

2．2

1．1

2．2

　十

3．3

3．3

2，2

1．2

1．1

　十

2．2

2．2

12
＋．2

　十

　十

　十

1．2

L2
2．2

L2
＋．2

＋．2

＋．2

＋．2

＋．2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

Fundort　調査土也：　無茸嚇 （136）　Te皿p．　Muryoko－j　i　　am　I　4。　Apr，　1974．
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　　　5）　群落の形態

　コクサギーケヤキ群集は，関東地方のヤブッバキクラス域に生育する夏緑広葉樹林である。構成．種

としてアオキ，チャノキ，ヒサカキ，アラカシ，ジャノヒゲ，ベニシダ，ヤブラン，ヤブコウジなど

ヤブッバキクラスにまとめられる常緑植物が多く混生している。林床を形成する草本層には，春季を

中心に生育するニリンソウ，ムラサキケマン，夏緑性のイヌショウマ，ホウチャクソウ，キチジョウ

ソウ，ヤマネコノメソウウ，ウラシマソウ，アマチャヅル，ケマルバスミレ，ヤブカンゾウなどがみ

られる。出現種数は，無量光寺の林分を4月中旬に調査した時点で42種を数えた。

　　　6）　群落の立地・分布

　コクサギーケヤキ群集は，神奈川累のやや内陸側にあたるローム1蕾に広く被われている地域でも，

小河川で一部が侵食されたような凹状地で，肥沃な土壌が厚く堆積した湿潤な立地を生育地とする。

したがって耕作畑，モウソウチク林，スギ植林として古くから利用されてきたところである。また入

の侵入により，圃粒構造の発達した」二壌が嗣結化しやすいため，林床植生の消滅，変化が生じやすい

林分である。

　　　7）　群落の保全

　コクサギーケヤキ群集は，周辺から養分を多く含んだ土砂が集積しやすい立地であり，斜面下端の

比較的傾斜角がゆるやかとなっている。

　　9）　シキミーモミ群集

　　　Illicio－Abietum　firmae
　　　　（Tab，13）

Phot．8尾根部にはシキミーモミ群集，谷部にはイロハモミジーケヤキ群集の配分がみられる大山寺。
　　Buddistischer　Tempelwald　Daisenji（500　m　N聾）・Auf　dem　Hallg　wachsen　das　I　l　l　i　c　i　o－

　　Abietum　firmae　mldimTaldas　Acero－Zelkovetum
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　　　1）　群落の相観

　高木第！層に常緑針葉樹であるモミを混生またはモミが優占する常緑広葉樹林。

　　　2）標徴種および区分種

　モミ，　ミヤマシキミ，アカガシ，イヌブナ，ヒイラギ

　　　3）　主な構成種

　高木層一モミ，アカガシ，ウラジロガシ，カヤ，イヌブナ

　低木層一一ピサカキ，アオキ，マルバウツギ，ウラジロガシ，アラカシ

　草本旛一一ヤブコウジ，テイカカズラ，カンアオイ，マメヅタ，コアカソ

　　　4）　主な社寺林

　大山神社

　　　5）　群落の形態、

　シキミーモミ群集は，群落の高さが18mで，高木第1層，高木第2層，低木層，草本層の4層から

なる森林植生である。

　高木第ほ層から林床を形成する草本履まで構成種の大部分がアラカシ，アオキ，テイカカズラ，ア

カガシなど，ヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹からなっている。高木第1屑を中心に常緑

針葉樹のモミの特徴的な生育が兇られる。

　ウラジロガシ，　シキミ，カヤ，シラカシなどサカキーウラジロガシ群団　Sakakieto－

Cyclobalanopsio11の標徴種および区分種が混生する。
　　　6）　群落の立地・分布

　シキミーモミ群集は，神奈川県下の丹沢山塊で海抜400～800m付近の尾根筋，斜面上部を中心に生

育域をもつ自然植生であり，丹沢大山，札掛に天然記念物として保護された残存林分がみられる。モ

ミノキは神奈川県下では，かつて比較的内陸の尾根筋などに点々とみられ，社寺林のシンボル的な樹

イくとして，積極的に保存または移植されてきた歴史がある。しかし，都市の発達などとともに，単三

的に生育していたモミの枯死した例が多い。

　　　7）　群落の保金

　シキミーモミ群集の残存林分は，丹沢大山，札掛にまとまって見ることができる。最近までは，社

．￥林および三殿の周匿1に，シキミーモミ群集の構成種であるモミ，シキミ，ミヤマシキミ，サカキな

どが積極的に植栽されてきた。神奈川県下のヤブツバキクラス域でも，最も高海抜地，貧養立地に生

育域をもつのがシキミーモミ群集であり，借景’的に裏山に残されていたシキミーモミ群集および単木

的にモミノキを社寺林として利用してきた傾向もみられる。

　　10）　アラカシーウラジロガシ群落

　　　Qκθ70κsμακcσイ？κθ70κssσ〃。ガηα一Gesellschaft

　　　　（Tab，14）

　　　1）　群落の相観

　アラカシーウラジロガシ林。常緑広葉揖の高木林。

　　　2）　1互ζ分賦’

　ウラジロガシ，アラカシ，シキミ，ヤブソテツ

　　　3）　主な構成種

　高木屑一ウラジロガシ，アラカシ
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Tab. 14, '7'77b lx-rt77>' v. h"i-il-l':'i'tt

         Quercus glauca-Quercus salicina-Gesellschaft

Nr'. d. AuEnahme:
Gr6Be d. Probe£1tiche (m2):
Hb'he d. Baumschicht-l (m):
Deckung d. Baumschicht-l (%):
H6he d. Baumschicht--2 (rn):
Deckung d. Baumschicht-2 (%):
Hb'he d. Strauchschicht (m):
Deckung d. Strauchschicht (%):
H6he d. Krautschicht (m):
Deckung d. Krautschicht (%):
Artenzah!:
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  1
2SO
 16
 30
  8
 60
  4
 50
O.3
 30
 25

Trennarten d. Gesellschaft: #Sll'i'X{XIoMik

Quercus salicina

Quercus glauca

 Illiciura religiosum
 Crytomium fortunei
Kenn- u. Trennarten d. Verb.,ordn

OV V" cr h"Y

77 de V
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+
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CaTnellia japonica

 Aucuba japonica
 Eurya japonica
 Nandina dome$tica
 Neolitsia sericea
 Podocarpus macrophyllus
 Ternstroenia gymnant'hera
 Thea sinensis
      . Ilex mtegra
 Fatsia japonica
 Dryopteris erythrosora
 Ardisia crenata
 Dryopteris bissetiana
 Trachycarpu$ fortunei
 Liliope platyphylla
 Trachelospermum asiatieum
Begleiter:
 CTyptomerla japonica
      . Deutzza scabra
 Reineckea carnea
 Carex lenta
 Pteris multifida
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　低木／曹一一アラカシ，アオキ，ピサカキ，ヤブツバキ，シキミ，ナンテン

　草本層一ベニシダ，キチジョウソウ

　　　4）　主な社寺林

　紹太寺

　　　5）　群落の形態

　アラカシーウラジロガシ群落は，アカガシ亜属C夕。♂06副απoρsガsのアラカシ，ウラジロガシが優

占する常緑広葉樹の高木林であり，いわゆるカシ林といわれる。

　アラカシーウラジロガシ群落は，高さ8～16m，植被率30％の高木第1層以下，4～8mの高木第

2属，0。3～4mの低木層，0．3m以下の革本丁の4層群落を，紹孤寺の面分では形成している。

　高木第1摺，高木第2層にはアラカシ，ウラジロガシが被度・群度2・2～3・3で繁茂し，低木

層には，常緑広葉樹のヒサカキ，アオキ，ヤブッバキなどが50％の二七率で生育している。草本1習

は，ベニシダ，マンリョウ，イタチシダ，ヤブラン，テイカカズラなどヤブツバキクラスの常緑植物

が限られた二度，群度でみられるにとどまる。

　　　6）　群落の立地・分布

　アラカシーウラジロガシ群落は，神奈川県下の海抜400～800m付近の急傾斜地，岩盤地，土壌の堆

積のほとんどみられない立地を中心に生育する自然麺生，潜在自然植生であり，一部が二次的に，よ

り低海抜地まで生育域を広げている。

　　　7）　群落の保全

　アラカシーウラジロガシ群落を潜在自然植生とする立地には，社寺を始め住宅，耕作畑としての土

地利用が積極的に行なわれておらず，一部がヒノキ，アヵマッの植林地とされ，一部が河川沿いなど

の岩盤地，急傾斜地保全林として残されているにとどまる。

　　11）　ヤマボウシーブナ群集

　　　Corno－Fagetum　 crenatae
　　　　（Tab．15）

　　　1）　群落の相観

　ブナクラス域にあって林床にササをもつ表日本型の夏緑広葉樹林。ヒメシャラが優占する。

　　　2）標自邸および区分種

　ヒメシャラ，マメザクラ，ニシキウツギ，イヌシデを群集及び群団の毒心種および区分種とする。

　　　3）主な構成種

　高木／轡一ヒメシャラ

　低木層一一マメザクラ，ヤマモミジ，ニシキウツギ

　華本命一一シキミ，フッキソウ，ッルマサキ，ハコネダケ，ッルマサキ

　　　4）　主な社寺林

　箱根神社

　　　5）　群落の形態

　ヤマボウシーブナ群集は神奈川県の丹沢山地及び箱’根山地に見られるブナを優占する夏緑広葉樹林

である。構成種としてはブナ，イタヤカエデ，ミズナラ，アオダモ，スズタケ，マメザクラ，オオ

モミジなどブナクラスにまとめられる落葉広葉樹からなる。箱根神社のヤマボウシーブナ群集はヒメ

シャラ純林として知られている。ヤマボウシーブナ群集域で平坦地あるいは緩傾叙地で土壌の深い立
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Tab. I5 Jc'-?it(rtT ii-7"i-1}V':#t'

        Corno-Fagetum crenatae

Nr. d. Aufnahme:
Exposition:
Neigung (O):
Gr6Be d. Probeflljche (m2):

H6he d. Baumschiaht (m):
Deckung d. Baumsehicht (%):
H6he d. Strauehschicht (m):
Deckung d. Strauchsehicht' (%):
H6he d. Krautschicht (m):
Deckung d. Krautschicht (Z):
Artenzahl:
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 Prunus incisa
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 Kalopanax pictus
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 Acer palmatus var. matsumurae
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 Thea sinensis
 Carnellia japonica
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 Pachysandra terminalis
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地にしばしば見られるヒメシャラの優占林分と判定され，岡様な林分は天城連山にも知られている。

林床にはハコネダケが高い被度で生育するが林内に風が入るようになったために侵入したとされる。

出現種数は群落の最盛期で33種が記録された。冬季樹林の落葉後もヒメシャラの赤隅色の樹幹が特徴

的な相観を示す群落である。

　　　5）　：群落の立地・分布

　ヤマボウシーブナ群集は県内の丹沢山地，箱根山地の標高約800m以高の土壌のやや厚い斜面に分

布する。神奈川垣下では火山性の箱根と変成岩起源の丹沢では立地条件が異るために，それぞれの立

地に対応した下位群落が多く報告されている。箱根では硫気あるいは火山起源の酸性土壌の影響を受

けた下位群落の生育が知られている。

4・

《
《、

／

　　〃、
公

認1＼偲

溶＼

エ　2 13

Fig・6　ヤマボウシーブナ群集の植生断面模式
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1：ヒメシャラ

2：ハコネダケ

3：マメザクラ

4：フッキソウ

5：ニシキウツギ

6：イヌツゲ

7：イヌシデ

8：カマツカ
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　　7）　群落の保金

神奈川県では神社・仏閣のほとんどは海抜750m以下のヤブッバキクラス域に集申している。ブナ

クラス域の社寺は数えるほどにすぎない。ブナクラス域の社寺林は大山神社の山頂と，この籍根紳社

2か所だけが知られている。保全については，林内への立入りを熱しして，ニシキウツギなどの補植
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によるマント群落（林縁群落）を形成し，周辺部からの風や直射日光の侵入を防ぐ方策が挙げられる。

b）代　償植生
　　Ersatzgesellschaften

　数百年あるいは千年以上の歴史をもつ社寺の森林は長い年月の問には大なり小なり入為的影響を受

けている。伐採，植林，下草刈り，皆伐といった強い人為的干渉のもとでは自然植生はおきかえられて

代償植生となる。今回の植生調査は自然植生に重点がおかれ，代償植生の調査資料は少なかったが，

それでも11の群落単位がみとめられた。

　これらの代償植物群落は漿内のすべての地域にわたって生育し，人為的干渉の種類，程度あるいは

干渉からの時閥的経過によって多様な形態を示している。広大な境内の中に自然植生と代償植生がそ

れぞれ適当に配遣されることによって，寺院の壮厳性を維持しながらある程度の経済を支え，しかも

多彩な自然に近い景観を示す神武寺境内林のような例もある。また，代償度の高いアズマネザサース

スキ群集やシバ群落などの草本群落も植生保金や崇観保持上のはたらきが大きい。

　　1）　オニシバリーコナラ群集

　　　Daphno　pseudo－mezereum－Quercetumserratae
　　　　（Tab．16）

　社寺林にはコナラで特徴づけられる林分は比較的少ない。神武寺で記録された二次林は夏緑広葉樹

のコナラ，マルバアオダモ，ヤマザクラ，カマツカ，ツクバネウツギ，ムラサキシキブなどイヌシデ

ーコナラ群団の種が多く生育している。オニシバリはみられない林分もあるが，スダジイ，ジュズネ

ノキ，オオバウマノスズクサ，トベラ，イヌビワなどの区分種によって愚図シバリーコナラ群集の林

分と判定される。神武寺のオニシバリーコナラ群集はスダジイやウラジロガシが亜高木属および低木

層に高い植被率で生育している特色がある。そのほかにもアオキ，ヤブツバキ，モチノキ，アカガ

シ，アラカシなどが姫高木層，低木層に刷立つ。

　この事実は，神武寺の二次林が，鼓近津十年間は薪炭林としては利用されず，林内の下草刈り，落

渠かきなどもあまりされなかったため，自然植生への回復がかなり進んでいることを示している。

　　2）　クヌギーコナラ群集

　　　Quercetum　accutissirno－serratae
　　　　（Tab，16）

　横浜市の社寺林のうちコナラを主とした林分の槙生調査資料はクヌギーコナラ群集としてまとめら

れた。逗子市の二次林と比較するとスダジイ，トベラ，イヌビワなど沿海性の母親を欠き，シュロ，

エゴノキ，イヌワラビなどの区分種によって，クヌギーコナラ群集にまとめられた。調査された場所

がいずれもシイ一段ブ林下とシラカシ林域の境界域であるためか標質種のクヌギ，キンラン，ホソバ

ヒカゲスゲ，ヤマコウバシを欠いている。また神社や寺院の所有林であるために，下草刈りや落葉か

き，あるいは皆伐といった一般的な薪炭林の管理が行われていない場合もある。そのために，時には

高木層にクロマツやアラカシが20～30％の被度で混生している場合もある。クヌギーコナラ群集の生

育域は一般にローム層の厚いしかも黒ボク土壌の肥沃な立地である。

　クヌギーコナラ群集やオニシバリーコナラ群集は神奈川梨の社寺林の裏山に一般に広くみられる二

次林である。その中には二次的進行遷移が進んで自然林に近いほど圓復している林分もある。また，

自然植生の隣接域にあって，自然林保全のための緩衝林やマント群落の機能をもつ林分もある。
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　　3）　イヌビワーミズキ群落

　　　Fガ。κsθ7θo渉α一Co7ηκs　ooπオγozノθγsα一Gesellschaft

　　　　（Tab．17）

　横浜市南部の2寺院から調査’されたミズキ林はイヌビワーミズキ群落としてまとめられた。高木層

にミズキが10～30％の植被率を占めており，イヌビワ，タブノキが特徴的である。さらに，常緑広葉

樹種のシロダモとアオキが高い被度で生育している。このような種構成からみると逗子市から報告さ

れたアオキーシロダモ群落に類似している。〔12〕善行寺の寺林では高木層の被度がきわめて高く，林

床は貧弱であり，種類も少ない。〔14〕無：量寺の寺林は本堂の後部にあってイヌビワ，ケヤキ，ミズ

キが高木層を占めており，低木層以下にヤブッバキクラスの種が多い森林である。イヌビワーミズキ

群落はイノデータブ群集域における代償植生と判定され，善行寺の場合のように隣接する自然度の高

いイノデータブ群集の森林植生へと遷移が進行するものとみられる。

　　4）　イヌシデ群落

　　　Cαゆ加κs∫soぬ。ηosん露一Gesellschaft

　　　　（Tab．18）

　神奈川梨の東部の神社には，イヌシデの植樹がしばしばみられる。参道とか鳥居の両側などには，

灰白色の樹幹に縦に隆起のめだつイヌシデの大木が生育し，時にはそれを中心にして群落が形成され

ている。Tab．18にまとめられたイヌシデ群落のうち，　Aufn．　Nr．1と2は丘陵の向陽の凹状斜面の

二次林であり，3と4は，沖積面の微高地に植栽されたイヌシデを中心に形成された群落である。種

組成的には，県内のスダジイ～タブ出域とシラカシ林域の境界近くに広くみられるイヌシデーコナラ

群落に類似している。神社の境内ということで特別な入為的作用をうけたためかコナラの生育が少な

い。落葉広葉樹のイヌシデが優占し，他にスイカズラ，ガマズミ，ヒカゲスゲ，ミツバアケビを伴

う。神社林としてのイヌシデ群落の特徴は常緑広葉樹種が高い被度をもって生育している。特にヤブ

ッバキ，タブノキ，アラカシ，シラカシ，アカガシなどがめだっている。このような種の構戒を示す

のは，イヌシデ群落がかつては択伐をされていたことによるものと判定される。イヌシデやケヤキは

残しながらも他の落葉広葉樹は択伐し，さらに常緑樹一ときわ木一を残すように管理されてき

た。〔81〕春日神社と〔89〕汁出田1社では常緑広葉樹林への團復が進んでいる。

　　5）　スギ・ヒノキ植林

　　　Cノッμo〃26磁ノ砂。κ吻一〇四脚60ツ勿〃30か嬬¢Forst

　　　　（Tab．19）

　スギ，ヒノキ，サワラの植樹は県下の神社や仏閣に広くみられる。〔120〕円覚寺や〔197〕根小屋

神社のようにスギが境内に列植されたり，〔164〕御嶽神社の例のように馬木として臣樹になったもの

もある。樹高30mから40mに達する大木のまっすぐに伸びた樹幹やもりあがった樹姿は境内に独得の

景観をつくりだしている。

　スギ，ヒノキ，サワラはその生長の速さと材質の良さによって他の樹木よりすぐれた，古くから有

絹植栽樹とされてきた。神社や仏閣ではときわ木として境内の神秘性を保つと同時に経済的な価値が

高かった。

　累内の社寺について調査するとアカマツやクロマツの植林よりも，スギ・ヒノキ植林の数がはるか

に多い。植生調査が行なわれた19の林分はTab．18にまとめられた。多くの場合，高木層は20mほどで

4履の森林構造を形成しており，管理の状況にもよるが低木層の被度は低い。スギや，ヒノキの植栽
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道

Fig．7　スギ植林の断面模式図
　　Schernatisches　Vegetationsprofil　des　Forestes　von　C7ッ1》’o規θrθブσρoノ～～6α

1：ケヤキ

2：タブノキ

3：シロダモ

4：アズマネザサ

5：ス　ギ

6；ウラジロガシ

7：ヤブツバキ

8：ケンポナシ

9：フユイチゴ

10：アオキ
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地は湿性ないし適湿地の緩傾斜地が多く，林床へは光がはいらないのにもかかわらず林床の植被率は

高い場合が多い。

　スギ・ヒノキ植林は，種組成的に2つに下位区分される◎シラカシ林域の植林地はキヅタ，シラカ

シ，ムラサキシキブ，シュロなどによって一ド十分区される林分で県北，県火，小田疹峯地区などのスギ

・ヒノキ植林地がこれにあたる。他の下位単位はタブノキ，ヤブニッケイ，ニワトコで区分される林分

でスダジイ林域に生育している。タブノキ下続1単位はさらにジュウモンジシダ，フウトウカズラ，イ

ズセンリョウ，オオバイノモトソウ，イヌビワなどの沿海性の種群からなる下位群落に区分される。

　社寺林としてのスギ・ヒノキ植林地の管理状態はさまざまであり，〔195〕普門寺のように下草刈

り，枝打ちなどが整然とされた典型的な植林もあれば，低木や下草が繁茂するにまかせた林分もあ

る。高木層の高さは最高30mで推定樹令は100年を越す林分もあるが，伐採方式は間伐ないしは択伐

とみられる。

　日本の東北地方および中部地方のブナクラス域では社寺林は多くの場合スギ植林であり，常緑広葉

樹林は少ない。廉下でも県北，南足柄市，籍根などの山地部にスギ植林をした社寺林がめだつ。

　　6）　マテバシイ植林

　　　Pα3απゴα64〃〃s－Forst

　　　　（Tab．20）

　マテバシイ植林はスダジイに似た半球状の樹冠を密閉させて，一見自然林と見誤ることがあるQマテ
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バシイは現在市街地の緑化にも利用されているように，乾性立地に適応力が強く，萌芽再生力もあ

り，小枝はまっすぐに斜上して密な林冠をつくる。〔112〕大松寺で観察されたマテバシイ林は自然林

にかなり近いものと考えられる。高木層はマテバシイのほかにモチノキ，ヤブッバキ，スダジイが，

亜高木層にはカクレミノとアカガシが加わって常緑広葉樹の優占する林冠をつくっている。高木層の

樹冠は90％の植被率を占めるので林内は暗く，未分解の落葉層が厚く堆積し，林床植物は貧弱である。

　マテバシイ植林は神奈川県内では三浦半島南部に見られ，多くの林分で亜高木層にマテバシイが優

占する。〔112〕大松寺の林分のようにモチノキ，スダジイ，ヤブツバキなどの常緑広葉樹の高木が混

生する林分の成立には混植されたものかまたは自然に芽生えたものを下刈りの時に残して育てたもの

かの2つがあげられる。大松寺の林分は代償植生とはいうものの，乾生スダジイ林に極めて近い種組

成を示している。

　神奈川県下の臨海域の温暖なところでは，㍗埋：立て地，造成地など乾燥した立地であってもマテバシ

イ植栽，生育は可能である。現在でも京浜東北線沿い，国道沿いなどに並木状に植栽が行なわれてい

る。今後は，マテバシイを並木的に植栽するのではなく，サザンカ，トベラ，シャリンバイなどを周

辺に混心していくことによって多様で安定した環境保全，景観保全の機能が高められる。

　　7）　アカマツ植林

　　　P加持s48η8げZo7研Forst

　　　　（Tab．21）

　紳社仏閣にはアカマツの植栽樹は比較的少なく，また植林もスギ，ヒノキに比べるときわめて少数

である。茅ケ崎市と津久井町の寺林から得られた2つの資料がTab．21にまとめられた。アカマツは

樹冠が開放的であり，林内が明るい。そのために，林内では陰樹は育ちにくく，常緑広葉樹種の種数

や被度が低いことが特微的である。下草刈りやつる切りなどの乎入れが最近行われないことと相まっ

て林内には草地性の植物やつる植物が多くなっている。ナツヅタ，フジ，ヘクソカズラ，アマチャヅ

ル，カラスウリ，トコロ，アオツヅラフジ，ツルウメモドキなどが特にめだち，〔198〕功雲寺では63

種の出現種のうち13種がつる植物である。

　アカマツは樹木の有用性もスギやヒノキに比較して低く，また最近まんえんしている病虫害にも抵

抗力が弱くて社寺林から姿を消しつつある。

　　8）　クロマツ植林

　　　P切κs劾κπδ6γ9〃一Forst

　　　　（Tab．22）

　社寺の境内には軸木のクロマツは多く植栽されているが，クロマツ植林地は比較的少ない。〔127〕

白糸寺と〔76⊃専称寺のクロマツ植林の植生調査がまとめられた。2つの植分ともにクロマツの樹高

は10m前後と低く，藻潮はすいている。〔127〕巨峯寺のクロマツ植林では植被率50％で，陽光は園内

にかなりはいっている。いずれの例でもあまり手入れはされていないようで，低木層，草本履の植被

率が高く，下草が繁茂するにまかせたという状態である。ヤブツバキクラスの種としてはアオキ，シ

ロダモ，ヤブラン，ピサカキなどの生育が著しい。また，シオデ，アオツヅラフジ，トコロ，ヘクソ

カズラ，アケビなどのつる植物が蔓延している。

　アカマツに比べて材がち密なクロマツもスギ，ヒノキよりは用材としての価値は低いため，利用度

は少ない。
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　　9＝）　クヌギ植林

　　　Qlκ670κsαoκガssガπα一Forst

　　　　（Tab。22）

　社寺の広い敷地には夏緑広葉樹の植栽樹林が2，3みうけられる。〔135〕新田稲荷のソメイヨシノ

（P7κ鰍s夕θ40θηsガs）の植栽地は境内の大部分を占める植栽林で鑑賞用としての機能をもつ。有用

木のクヌギ植林は〔41〕浅間神社にみられた。

　南向きの斜面に列植されたクヌギは樹高およそ18mに生育していて，その樹木の姿からみてかつて

1度も伐採されたことは無いらしい。クヌギの樹令は約40～50年ほどと推定される。極内は現在のと

ころ，下刈りや落葉かきなどの管理はまったくされず下草が茂るままに放置されている。ヤブツバキ

クラスの常緑広葉樹としてはスダジイ，アオキ，トベラ，テイカカズラなどが5～30％の被度で生育

している。また，オニシバリーコナラ群集とその上級単位の種も多く，コナラ，ムラサキシキブ，ガ

マズミ，トベラ，イボタノキなども生育している。低木層，草本麟の植被率は70～90％で出現種数も

多い。

　神奈川県内では19世紀の末から，木炭の需要が急増し，それにともなって各地でクヌギやサクラ類

の薪炭木の植樹が盛んになった。こうして造林された薪炭林は十数年から二十年に1國皆伐され，そ

の間に下草刈りや落葉かきなどの管理が十分にされていた。しかし，燃料の変換に伴って木炭の需要

が激減し，このようなクヌギ植林地はほとんど省みられなくなっている。

　　10）モウソウチク林

　　　P乃．y〃os如。んッs乃θオθ700．yo♂αf．ヵκ∂θsoθ7z翫Bestand

　　　　（Tab．24）

　199の調査対象のうち，境内の中やそれに続く境外にモウソウチク，マダケあるいはヤダケなどの

竹林を所有するものは10数か所あり，神社よりも寺院に多かった。このようないわゆるお寺の竹やぶ

はその管理面からみて種々の段階がある。寺の境内にあって，管理がきわめてよくゆき届き，低木も

林床植物もほとんど生育していない川崎市の〔93〕影向寺のような例もある。また〔4〕定光寺，

〔35〕長源寺のように全く放鴛されていて林内には高木が繁茂し，出現種類数も40種をこえる植分も

ある。

　調査された4植分についての組成はTab．23に示される。多くの場合，モウソウチクは被度70％以

上で林内をおおい，管理の行き届いた林分では低木層，草本層の発達が悪い。しかし，管理がおろそ

かになるとピサカキ，アオキ，ヤブツバキ，モチノキ，ナンテンのような常緑広葉樹種が多くなる。

モウソウチクは山足部のやや湿生地で，罷沃な土壌の立地に生育するとされている。アマチャヅル，

ミズヒキ，ムクノキ，アオイスミレなどで下位区分される竹林は特に黒ボクの土壌が厚い緩傾斜地で

湿潤な立地に生育している。

　モウソウチク林は代償植生であり，自然度は高くはないが常緑であり，守内で潜在自然植生の構成

種を保存する機能は大きいとされる。最近少なくなったクマガエソウ，エビネ，マンリョウなどの植

物を温存していくのも竹林の林床である。お寺の竹やぶとしての景観を保持すると共に，祉寺の自然

林の縁どりとしてのはたらきをも併せもつ群落として評価される。
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2．　単木について

　第1次調査の際に，県の天然記念物指定の希望がだされたものの大半は老樹，巨樹，稀少種などの

単木についてであった。これらの樹木について，生育状況などが記録された。

　対象とされた樹木には以下の樹種がある。

　Cツ。αsγθθoJκ彪　　ソテツ

　　ロ十　宇中　老L　　〔105〕

απんgoδ〃。δα

　常倫寺〔1〕
　貞昌院〔21〕
　工E二　率雷　≒歪　　〔29〕

　真福寺〔56〕

　薬王院〔75〕

　影向寺〔93〕

　長念寺　〔99〕

　白髪神寺〔108〕

　』口証i文ネIl巧ヨニ　〔172〕

イチョウ

　　中村八1幡　〔16〕

　　大仙寺〔28〕

　　称名寺〔47〕

　　東泉寺〔69〕
　　専　弔」く　寺　　〔67〕

　　泉福寺〔94〕
　　真　＝福i喫1三　〔113〕

　　白髪神社〔139〕

　　室烈三率申雀ヒ　〔178〕

　イチョウの大木は寺院に多く，山門の両側に対に植えられていることもある。影向寺のようにかな

りの大木になると枝が切り払われて開平が不整になることもある。

To77の，σπκ6〃診7α

　？青　葺ξ　嘩1き　〔37〕

　貧農里予宇申1囹二　〔51〕

　真福寺〔61〕
　室盈三門申案ヒ　〔178〕

カ　ヤ

＝ト爵　泉　遜1｝　〔38〕

　目三1城寺　〔60〕

　白・髪宇申肇ヒ　〔139〕

　神社にも寺院にも植栽されていて，神木としての扱いをうけている木もある。比較的県の東部に多

い。

／1わかθs方7〃2α　　モ

　堆「多1⊥1宇申宅i二　　〔52〕

　E翁　1⊥【　率ヒ　　〔85〕

　【ヨ向薬自i11　〔153〕

　八幡神祉〔〔91〕

ミ

ヨ三子宇ql者ヒ　　〔59〕

一1一　こ＝二　牽ヒ　　〔90〕

八菅神社〔189〕

　モミの大木は内陸部の神社に比較的目だった。鳥居の両側や社殿裏の尾根部に植栽されている例も

ある。

　P加κS魏％ηろθ79ガ　　クロマツ

　　八幡神社　〔11〕　　　定泉寺　〔67〕

　クロマツの著しい大木は比較的少ない。祉寺の境内のクロマツは植木としての手入れがよくされて

いる。

　C7ツカ≠o乃z6万αブαρo厩6α　スギ

　　無：量光寺〔136〕　　　勝楽寺〔187〕



Phot．10〔69〕東泉寺のイチョウ

　　神奈川県内の寺院では山門の両側にイチョウが2本植えられる例が多い。

　　Groβe　O〃漉goδμ06α一Baume　am　Tosenj1－Telnpe1
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Phot．11〔16〕御嶽神社
　　　樹高40mを越す2本のスギが根元を接して生育している。
　　　Shhlto　Schrein　Mitake　mit廿ber　40　m　hohen　B瓢umen　von　C7ヅμo規θ磁ブ妙。〃～cα．
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　　普　門　寺〔195〕　　　御嶽神社〔164〕

　　根／」、屋轟御下　〔197〕

　県央から県の西北部の社寺にスギの大木が多くみられた。最も樹高の高かったのは御嶽神社の樹高

50mスギである。その他にCκπ泓πg加〃¢∫α♂απ0601α’αコウヨウザン　阿弥陀寺〔182〕，・47ακoσ一

γ如。〃ηκ鋭g肋雁ガナンヨウスギ　海蔵寺〔124〕などがスギ科の大木である。

　Cα5≠αη0カS鉛0多‘⑤切4α孟αvar．　S飽∂014猷　　スダジイ

　　御嶽神社　こ88〕　　　　白峯＝1申社〔1273

　　光照寺〔140〕　　　　五三神社〔170〕

　　普　「llコ　寺　〔195〕

　スダジイの大木は群落をつくっていることが多く単木は少ない。

Q多彦θ70κsαcκ地

　ヲミ三　率申　　二たヒ　　　〔263

ZθZ々0〃αSθ7アαガα

　プ＼こ　イi！1　三王孟　　　〔28〕

　遍照寺〔31〕
　三島神社〔128〕

αηπα〃zo規κ彫。σ吻ρ加7α

　ブく　　イi工［　寺　　　〔28〕

　真　芋語　寺　　〔56〕

　房《　蔵　寺　〔109〕

Pθγsθα魏娩δ679〃

　善行寺　〔12〕

　二者　丁丁　il完　　〔24〕

　延命寺　〔97〕

アカガシ

　　金失　ネ申　相二　〔58〕

ケヤキ

　　月券　匿訂　寺　　〔　3〕

　　三会寺〔54〕
　　湯一見宇申宅L　〔151〕

　　　　クスノキ
　　鋭延　宇扇　寺　　〔49〕

　　オ～こ　丁丁1　寺　　〔＝72〕

タブノキ

女川　香　寺　　〔19〕

最勝寺〔74〕
妙伝　寺　〔129〕

　海岸沿いの地域の社寺に多い。

　P7κηκ39ゆカεμαπα　　バクチノキ

　　海蔵寺〔124〕

　Tθ7κ謡7061痂α8ツ桝1¢ακ’加7α　　モッコク

　　延命寺〔97〕

　1雄κ70魏π4α　　クロガネモチ

　　東漸寺〔110〕

　乃「oθθ痂α（∫κ！0お　　ケンポナシ

　　定光寺　〔4〕

　大木や老樹は多くが境内庭園の植栽樹であり，まわりがきれいに掃き清められたり，あるいは木の

恨冗まで人が踏みつけるような環境にある。ただ弓木として生育する樹木は，かつて県文化財に指定

された真福寺（横浜市）のモミジのように枯死もみられる。現在では各地方の公共団体によって大木

や老樹の一部が保護さていれる。横浜市の古木名木指定や川崎市の環境保全指定がその例である。
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3．　各社寺の植生

　　Vegetation　der　einzelnen　Schrein　und　Tempel

　1．常君門　Telnpl　Jorin－ji

　　　　所在地　横浜市鶴見区駒岡町

　常倫寺は駒岡町のニッ池の付近にあり，下末吉台地の斜面に位置する。周辺部は新しく開けた住宅

地で，水田や畑も一部には残っている。寺の総面積は3，800㎡であり，寺林は山門の北側と基地周辺

に約1，200㎡がある。i⊥1門の北側から沖積地の畑に続く斜面の林はアカガシ，シロダモ，モチノキ，

ヤブツバキ，ヤブニッケイなどの常緑広葉樹にミズキ，ケヤキなどの混生する樹林でヤブコウジース

ダジィ群集の櫃分と判定される。低木層にはアオキが優占し，シュロ，ヤブツバキ，ヤツデなどが生

育する。林床にはキチジョウソウ，ベニシダ，シャガなどの植被率が高く，その他にも常緑のキヅタ，

シュロ，アカガシ，ヤブソテツ，オクマワラビ，オモト，マンリョウが生育し，一部には埴栽種のハ

ランやアジサイもみられる。この樹林は沖積地に接した傾斜地で，排水のよい適湿地であり，土壌は

黒ボクである。

　基地周辺の樹林はスダジイ，シラカシ，ケヤキ，ヤブツバキ，シロダモ，イヌガヤ，アカガシなと

の樹木からなる植生でヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集とされる。アオキ，ピサカキ，ヤツ

デ，キヅタ，オモト，ジャノヒゲ，マンリョウ，ナンテン，ヒイラギなどのヤブツバキクラスの植物

が多数生育している。ここでは一部母岩の搾出があり，土壌は褐色森林土壌である。

　常倫寺の樹林には高木層から低木層，草本麟にいたるまで，各階層にヤブツバキクラス構成種の植

物がきわめて多数生育して，それらがバランスよく保たれている。また，・傾斜が急なために林内への

人の立ち入りも少ない。多くの社寺林にみられるようなスギ，ヒノキ，サワラなどの常緑針葉樹の植

栽もほとんどみられない。この点から草平寺の樹林はかなり自然林に近いものと判定される。面積が

せまいので，面的な保全も考慮し，できれば周辺部も含める必要がある。平内へ墓地掃除の際に生じ

る塵芥を投棄しないこと，林内へ立ち入らないことなどがあげられる。なお駒岡町では常倫寺を中心

としてほかにも，自然林に近い常緑樹林が点々とみられる。これらは横浜市自然山林保存地区に指定

されている。

　2．宝生寺　Telnpe1　Hosho－ji
　　　　所在地　　横浜市爾区堀ノ内l11∫

　　ヤブコウジースダジイ群集

　　イノデータブ群集

　宝生寺は堀ノ内町の国．道16号線の西側台地斜爾から台地の上部にかけて約！，500㎡の面積をもつ。

県警本部堀之内町に続く一帯の常緑広葉樹林は，横浜・市内でも有数のまとまった林相を示している。

堀ノ内町の繁華な商店街から続く住宅地に接してヤブツバキ，タブノキなどの樹林が見られるが山門

までの面積は比較的せまい。

　本堂の裏手から基地にかけての樹林は主として3つのタイプに分けられる。それはクスノキ，シラ

カシなどの植栽樹種を中心とした樹林である。斜面のやや下部は適湿地であり，亜高木層以下の各階

層は50～70％の高い二度でミズキ，イヌビワ，クスノキ，アオキ，ヤブツバキ，ガマズミ，ムラサ

キシキブなどが繁茂している。この立地は本来，イノデータブ群集域とみられるが土壌がきわめて良

く発達しており，シラカシが繁茂して，一見シラカシ群集とみられる林をつくっている。しかし，イ

ヌビワ，トベラなどシイータブ林の種群によって構成されることから，植樹に伴う特異な群落と考え
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られる。

　台地の上部から尾根にかけては，土地がや・乾燥していて，スダジイを主とする林分となってい

る（Tab．6）。高木層に優附するのはスダジイで，樹令は特に高くはないが生育良好である。亜高木

層にもスダジイが多く，ヤブツバキ，イヌビワ，ミズキなどが生育している。種組成の上からはやブ

コウジースダジイ群集と判定され，各階層に常緑樹種の多いまとまった林分となっている。台地の上

部へ向かって小径が通じているが，現在のところ，特に林床植物に影響を与えるほどの町内立入りは

多くない。

　タブノキを主とした林分は李下罪状地に設けられた墓地の爾側に帯状に続いている（Tab，8）。ケ

ヤキが高木層に優占するが亜高木層にはタブノキが多く，ヤブツバキの被度も高く，まとまった樹林

を形成している。宝生寺のこの小支：谷部は面積はややせまいが種組成上からはイノデータブ群集と判

定される林分である。

　以上の点を総合すると1つの寺林に3つのタイプの常緑広葉樹林があり，そのいずれもが，かなり

良好な状態で保存されている稀な例である。現在この宝生寺を含む台地の林は横浜市緑政局の斜面緑

地保安林とされている。隣接する商店街や住宅密集地の中で，これだけ自然度の高い樹林が残されて

いることは現代の奇跡とも言えるほどで，宝生寺の林分が今後とも，自然度の高いままでの保護，保

全されるように十分な平門が望まれる。

　3．　勝　　圏　寺　　　Tempel　Shokoku－ji

　　　　所在地　　横浜市南区蒔田町932

　　ヤブコウジースタジイ群集　（Tab．6）

　勝園寺は南区と磯子区との境に近い台地の西縁部に位概している。周辺には学校などがあり，比較

的閑静な環境となっている。

　勝国寺の寺林は台地の中腹に南向きの斜面を被っている。寺の策側の基地には樹高20mをこえるス

ダジイやアカガシの大木が数本生育している。本堂北側は急な斜面となっていて，そこに常緑広葉樹

が密生しているが，瀕積はせまく，十分な植生調査区の設定はできなかった。本堂の西側にはスダジ

イを中心とする樹林がある。

　基地を中心とした樹林はTab。6に示される。タブノキ，ケヤキ，アカガシなどの樹高は22rnにも

及び，独立木としても市内で有数の大木である。基地であるために低木層，草本層はきわめて貧弱で

あって常緑広葉樹林とは言えない。ケヤキやタブノキは枝先が枯れて，樹形が著しくくずれているも

のがあり，本堂からその後背地に沿って枯れた枝先が目だっている。

　本堂の西倶1の樹林はスダジイを中心とした混交林である。植栽されたとみられる推定樹令200年前

後のスダジイを中心にミズキ，ヤマザクラ，ヤブツバキ，アカガシ，モチノキなどが生育している。

この樹林は中心部にあたる部分に高木層を欠くためにi呼野の弾入が多く，林床は草原状となってい

る。

　文化財の指定については墓地のタブノキ，ケヤキ，アカガシなどが横浜市街地で有数の大木である

ために全体をまとめた地域指定にして，保全策が講じられるべきである。本堂西側の樹林については

積極的な補肥をすることによって自然度の高い森林への復元を図ることが望ましい。また，この台地

全体をみると，無量寺，吉祥寺の寺林をも含めた台地斜面全体の植生を，周辺部ともに保全すること

が好ましいo
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　4，定光寺　Tempel　JokQ－li（Tab．24）

　　　　所在地　横浜市南区六ツ川町

　定光寺は六ッ川一丁目の南向台地斜面約4，0001㎡を占めている。背後の斜面約3，000冠が寺所有の

常緑広葉樹林であり，台地の．．ヒ部は新興の住宅地となっている。

　寺の本堂と基地をめぐってはモウソウチクの優占する混交林となっている。モウソウチクは亜高木

層を50％ほどの被度で占めているが，高木層にはアカガシ，モチノキ，ヤブツバキ，ピサカキなども

生育している。また夏緑広葉樹のケヤキ，ミズキ，イロハモミジも混生する。低木層にはモチノキ，

シュロ，ナンテン，ヤブツバキ，ヤツデ，シロダモなどの常緑広葉樹種がかなり多い。

　この林分に続いてさらに上部は，やや緩やかな傾斜地となっていて，スダジイの優占する林分があ

る。高木贋にはケンポナシ（厚。こ招η∫α（ジ〃〆。応Thしmb．）　が一本ある。ケンポナシはクロウメモドキ

科の植物で独得の果実をつけることで知られているが，近年みかけることが少なくなった。定光寺の

ケンポナシは樹高約16mで生育は良好である。秋から冬にかけて肉質の肥厚した枝が種子の下部に発

達する。ケンポナシを含むこの樹林はシロダモ，モチノキ，ヤブツバキ，トベラ，ヤブニッケイ，シ

ュロ，ヤブラン，ジャノヒゲ，ヤツデ，ベニシダなどの歯群が生育することからヤブコウジースダジ

イ群集と判定される。

　身内の保存については，嘉島のところ，林内への立ち入りや過度の管理もなく，林床はよく保存さ

れている。土壌も豊かで常緑広葉樹種の復元状態も良好である。

　5．若宮八幡宮　　Schrehl　Wakamiya…Hachima11（Tab．6）

　　　　所在地　横浜・市南区大岡1

　若宮八幡宮は大岡！丁目の元横浜国立大学工学部敷地の東側の台地斜面に約4，000㎡の広さを占

めている。前面の大岡川低地は住宅密渠地であるが，台地上にはまだ緑の樹林地も多く残されてい

る。

　石段の左右は植栽樹種の植えこみがあり，ところどころに台地をけずった平担地をつくって合祠社

などが造られている。社殿は台地のかなり．ヒ部にけずられてできた，平坦地に建てられている。

　参道から社殿にいたる台地斜面には，自然林の残存木とみられるタブノキをはじめとして植栽樹の

イロハモミジ，ケヤキ，ソメイヨシノ，アオキなどからなる樹林が茂っている。これらの言々はしっ

かりしたコンクリートの囲いの中で確実に保護されている。どの樹木も樹勢がよく，この一・角に美し

い緑地帯をつくっている。

　スダジイ林は祉殿の背後にまとまった形で生育している。高木層を占めるスダジイはいずれも樹高

が15m以．1＝で推定樹令は70年をこす高木である。アカガシの高木も数本生育している。これらの常緑

広葉樹を中心としてヤマザクラ，モチノキ，エゴノキ，アカガシ，カラスザンショウなどが混生し，

ヤプコウジースダジイ群集の林分と判定される。

　神社の青銅の屋根とこんもりと盛り上ったスダジイの林冠はかなり遠くからも望むことができ，特

徴的な鎮守の森の姿を見せている。相観的にはかなり立派に見えるこのスダジイ林も低木層と草本層

は，最近著しく撰：乱されている。林床の大部分はアズマネザサで被われ，しかもススキが10％の被度

で被っている。また，ヘソクカズラ，サルトリイバラなどの草地性の種も侵入してきている。現在こ

の林内には道が縦横につけられて，子どもたちの遊び場になっているらしい。下草は踏みつけられ，

低木は折られて林内へは日光がはいってきている。林床は踏み間められて一部にはオオバコ，チカラ

シバなどの踏跡群落の構成種も生育している。すなわち樹冠はよく繁茂している聖域として残されて
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きたヤブコウジースタジイ群集の林床は最近急速に荒廃させられている。建造物の後背斜面の森林全

体の保護が必要である。また若宮八幡宮の様に林床植生が破壊されている林分では，林床植物を守る

ために林内への自由な立ち入りを止めるべきであろう。そうして，立派な社殿と均整のとれた草本層

から低木層，高木層までバランスの整ったヤブコウジースダジィ群集の森林に復元されることが望ま

れる。その具体的な保護措置の一つとして保護すべき樹林のまわりにピサカキ，マサキ，ネズミモチ

などの常緑広葉樹や陽光の当るところではツツジ類を筋状に密植して，林縁保護のためにもマント群

落の形成が望まれる。

　6．神明社 Schrein－Shinmei

　　　　所在地　横浜市鶴見区獅子ケ谷町

　下神明社は獅子ケ谷町ニッ池の池畔の台地斜面にあり約3，300㎡の面積をもっている。樹林は台地

の谷に面した急傾斜地にあって，基盤の上のロームは比較的うすい。周辺は新開の住宅地だが，耕地

もまだ点々と残っている。

　樹林は社殿をとりまく急傾斜地に約2，300㎡の面積でひろがっている。高木層にはケヤキとアカガ

シが生育し，亜高木層にはシロダモ，ケヤキ，シュロ，ピサカキ，エゴノキ，クマノミズキが生育す

る。低木層以下にもアオキ，シロダモ，ナンテン，ピサカキ，テイカカズラ，キヅタなどのヤブツバ

キクラスの種が多い。横浜市北部では，このようにアカガシが優占する林分がまれにみられる。立地

は300の急傾斜地であり，面内にはきざはしがきざまれ，小道がつけられている。

　社殿の背後には常緑広葉樹を混生した二次林があってクロマツの大木（推定樹令450年，樹高24

m）が生育している。この樹林は現在横浜市の風致地区に指定されている。

　7・総持寺　Tempel　Soji－li

　　　　所在地　横浜市鶴見区鶴見田］’

　総持寺は曹洞宗の大本山であり，鶴見町の台地一帯に金面積189，500㎡を占める広大な寺院である。

その中に各種の建造物が点在し，広い墓地が配撮されている。建造物の間にクスノキ，スダジイなど

の高木が点々と植えられているが，社寺林としてまとまった林地はわずか500㎡程度である。植栽樹

林も樹令100年ほどで著しい古木，大木は無い。

　樹林は東北側の墓地のはずれにあり，平坦部の林分はスダジイ，クロマツ，マテバシイ，モチノキ

などの混生する林である（Tab．6）。種組成上からは一応ヤブコウジースダジイ群集とされるが，林

床にはアズマネザサ，ススキ，ノガリヤス，スズメノヤリなど草地生の種群が多く混生している。総

持寺のヤブコウジースダジイ鮮集の林内には子どもたちの遊び場として下草が踏まれている。この林

分地に続いた斜爾部にはミズキ，アカガシ，クロマツ，エゴノキなどの混生する二次林が帯状に配列

されている。

　総持寺はもと石川県に大本山があったが1907年に現在の鶴見町に新しく建’立された。

　総面積の広さでは総持寺は横浜布内でも有数の大寺院である。近年，大祖堂をはじめとする建造物

が次々と整備されて，大本山としての機能を備えてきた。全国から参集する儒徒に対応するための駐

車場，宿泊施設あるいは附属する教育施設なども充実されている。しかし，建立からの日が浅いこと

と寺林の面積が少い理由から，寺院の自然環境はきわめて貧弱である。大本山としての神品性をさら

に深めるためには，潜’在自然植生を基礎とした積極的な寺院林の創造が望まれる。



73

　8。正行寺　Tempe1　Shogyo－li
　　　　所在地　横浜市鶴見区駒岡町

　正行寺は鶴見川に面した下末吉台地の斜面に位置し，約3，300㎡の面積をもっている。周辺は新し

く開けた住宅地であり，耕地がまだ点々と残されている。基盤は下末吉層の泥岩で，ローム層の被覆

はうすく，台地の上部はやや乾燥している。

　参道左手の基地周辺には常緑広葉樹を主とした樹林がある。植生高は12mでミズキ，スダジイ，ケ

ヤキ，エノキ，ヤブツバキ，シロダモ，ピサカキ，モウソウチクなどが密生している。低木層は憩流

50％でアオキ，ヤブツバキ，アカガシが生育している。草本層は50％と被度が低くキヅタ，ジャノヒ

ゲ，ヤブニッケイ，さらにアオキの芽生えなどが生育している。やや湿生立地のスダジイ林で樹高の

低いことや密生の度合いなどから皆伐後の再生林ともみられる。

　寺林の南側はクヌギやコナラなどの密生する二次林となっていて，台地の上部にはクロマツが生育

している。

　泥岩層には岩上植物群落がみられる。横浜市南部の岩上植物群落と共通のミツデウラボシやコモチ

シダなどの優占する群落である。

　9．宝蔵院　Tempel　Hozo－in
　　　　所在地　横浜市鶴見区馬場町

　第二京浜道路の北側の台地の縁に位概して総面積約7，200㎡をもつ寺院である。周辺は密集した住

宅地であり，この寺院の一角だけに緑が保たれている。寺の本堂の左右にごく小面積の樹林があり，

本堂の裏にある墓地に続いてクヌギ，コナラ，エゴノキなどからなる工次林がある。

　本堂南側の常緑樹林の断片は高木層にモチノキ，アカガシ，シュロ，アラカシなどが生育してい

る。面積がせまく，構成種にも草原生のものやマント群落の要素がみられる。また墓地や境内を清掃

した際に出される塵芥の捨て場となっているために，林床植物の生育は貧弱である。

　文化財指定希望のある五色椿は境内の本堂と庫裏の問の庇陰地に生育している。樹高は約6mで根

張りは良い。白，桃色，赤，しぼり，斑入りなど五通りの花を咲かせるという。このツバキの指定に

ついては生育環境を併せて検討することが望まれる。

　｛0．下神明社　Schrein　Shimo－Shinmei

　　　　所在地　横浜市鶴見区駒岡町

　神明宮は鵤見区の下末吉台地の斜爾に面積3，200㎡を占めている。周辺は住宅地がひろがり，わず

かに耕作地が残っている。社殿の西側の25Qの急傾斜面に常緑広葉樹林がある。この樹林は高木層と

亜高木属にケヤキ，ミズキ，アカガシ，ヤブツバキ，ヤブニッケイなどがみられる。また，低木摺と

草本厨にはアオキ，マンリョウ，ベニシダ，キヅタ，オオイタチシダ，ヤブコウジなどが生育する。

林は南陶きのために十分な陽光を受けて，モミジイチゴ，ヤブムラサキ，ハリギリ，ゴンズイなど二

次植生の構成種も侵入してきている。林の中にはクロマツの高木も混生し，イチョウも植栽されてい

る。道内には小道がついていて，入の立ち入りもかなり頻繁なもようである。

　下神明社の樹林は現在横浜市の風致地区に指定されている。保全については，傾斜が急であるため

に，三内立ち入りによる林床破壊を防ぐことが必要である。

　11．八幡神社　Schrein　Hachiman

　　　　所在地　　横浜市鶴見区駒岡町

　駒岡八幡宮は鶴見川に葡した下末吉台地の台地縁に位置している。前諏には県道が通り，住宅地が
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続いているが，後方にはコナラを主とする二次林が広がっている。

　社殿の背後に，エゴノキ，コナラ，イヌシデ，カマツカにクロマツを混生した二次林がある。アカ

メガシワなどの種組成からオニシバリーコナラ群集と判定される。横浜市および川崎市南部の下末吉

台地では群集標地種のオニシバリ，カラスザンショウを欠く林分が普通である。群落構成種は43種で

比較的単純である，，

　境内は比較的せまくクロマツ（樹高約251n，胸高直径約60cm）がひときわ高くそびえている。その

ほかにはスダジイ（樹高22m，胸高直径45cm）が2本，クスノキ（樹高15m）が1本植栽されている。

社有林は横浜布の自然山林保存地に指定されているQ

　八幡神社は比較的古い神社で，かっては境内や所有林も広かったが，現在ではその社叢林の植生に

は特筆すべきものは見出らない。

　12．菩行寺　Tempel　Zengyo－li

　　　　所在地　横浜市中区西之谷田∫

　善行寺は西之谷町の台地の間にある谷頭を約15，000㎡を占める広大な寺院である。周辺は住宅地で

あり，特に裏山には最近開発された1：1三宅地がせまっている。谷間にひっそりと静まりかえった善行寺

の寺林は横浜市内でも最も自然度の高いイノデータブ群集を保っている。

　慕地の中にはタブノキの大木が数本散生している。樹高およそ22rnで胸高直径は0．7mから0．9mに

なり，タブノキ聯帯の積乱雲型の樹冠’がみごとである。

　墓地の北側にはケヤキ，エノキなどを主とする夏緑広葉樹の二次林がひろがっている。この樹林の

ケヤキは樹高約18mほどでかなり密な林となっている。谷の南側の緩斜壁にはタブノキとミズキの優

占する臼然林が帯状にひろがっている。谷頭に近い部分にはダブノキ，シロダモ，ヤブツバキ，ミズ

キ，エノキが高木層を被っている。低木層には常緑広葉樹種のアオキ，ヤツデ，シュロ，ピサカキな

どが生育し，草本層にはオオベニシダ，ヤマイタチシダ，オオィタチシダ，イノデ，ベニシダなどの

常緑シダ類が豊窟である（Tab，8）。

　関東地方の臨海域の沖積ま也および台地斜爾の潜在白墨植生と考えられるイノデータブ群集の典型ll勺

な林分はほとんど姿を消してしまっている。沖積地や台地斜海が長い間の人為影響を受けて，植生が

破壊されてしまった現撫では県下でもイノデータブ群集の残存林はきわめて稀である。その意味から

も善行寺の墓地の周辺のこの樹林は県内屈才旨のイノデータブ群集の白然林といえよう。

　イノデータブ群集に隣接する林分は高木層がミズキ，タブノキ，コナラ，アカマツなどの構成種か

らなり，二次林的な相観を示している。しかし，亜高木層はシロダモの密閉した樹冠で被われてい

る。シロダモがほぼ85％を占めているために林床は暗く，低木層，草本層の発達は悪く，被度も低く

く，種数も貧弱である。この林分は三浦半島などにみられるタブ林の皆伐後に再生した萌芽材くとみら

れるイヌビワーミズキ群落としてまとめられる（Tab．17）。このイヌビワーミズキ群落の林分では

林床の落葉かきが行われている。

　樹林とその立地の保全についての万雷としては，このイノデータブ群集は県内でも有数のすぐれた

自然林であり，厳11三保全地区として保護をする価値がある。現在，この群落の中へは，墓掃除の時に

出された落葉，枯草，古い卒塔姿などが捨てられている。また，台地．ヒの住宅地からは，ビニールな

どの廃棄物が投彙されているところもある。このような林分への投棄を厳重に禁止すると共に林内で

の落葉かきも中止して，自然度の高い植生への回復がはかられたい。善行寺の樹林は動物群集の生息

もきわめて多く，横浜帯街地内できわめてすぐれた自然と景観をもつ寺院として評価される。
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　13，妙香寺　Schrein　Myokoj
　　　　所在地　横浜市中区妙香寺台
　妙香寺は中区の妙香寺台の南端を占める。周辺は住宅や学校があって台地の下は住宅密集地となっ

ている。総面積は11，000㎡とかなり広くその大部分は墓地となっている。樹林は墓地と墓地の間とか

急傾斜地に帯状にあるいは点状に残されている。胸高直径約0。7mのクスノキ，タブノキ，ムクノキ

などが数本かたまって生育している。しかし，まとまった群落を形成すろにいたっていない。

　墓地の周辺部にはマント群落やススキ草原がある。全体として多層構造をなす自然度の高い植生と

はいえない。

　14，無量寺　Schrei11　Muryo－li

　　　　所在地　　横浜市南区li華田田∫

　無量寺は蒔田町の台地斜面に寺院の建造物があり・蒔田小学校のわきに墓地があって・全面積は約

2，000㎡とされる。周辺は住宅地であるが台地上はやや緑も多く閑静である。

　墓地は台地斜面に階段状に設けられていており，タブノキ，ケヤキ，スダジイが樹高18mほどで生

育していて，閑静なたたずまいをみせている。

　無量寺の寺院内には墓地はないが，現在幼稚園が設概されている。境内には種々の植物が植栽され

ており，管理もよくゆき届き，美しい庭園となっている。本堂の裏手には幼稚園の遊び場がつくられ

ている。遊び場の周辺の植栽地は台地斜簡の樹林へと続いている。この樹林は面積はおよそ500㎡で

夏緑広葉樹からなる雑木林である。高木履にはミズキ，ケヤキ・ムクノキが生育する・亜高木層には

タブノキ，ヤブツバキ，アカガシ，シロダモなどの常緑広葉樹が多くなる。低木層，草本層にもアオ

キ，ベニシダ，ヤツデ，キヅタ，シャガ，シュロなどのヤブツバキクラスの種油が多い。

難

Phot．13　無量寺〔14〕の本堂裏の急斜・面の樹林

　　Hangwald　am　Muryo－jトTempel　mit　P6γsθα吻〃～δθアg鵡Zθ」々。びαsθγγα如u．　a，
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　遷移が進んだ二次林，イヌビワーミズキ群落としてまとめられる（Tab．16）。このイヌビワーミズ

キ群落の樹林は平均傾斜35。の急傾斜地であり，林内への立ち入りもむずかしく，よく保存されてい

る。林内下部には基盤の岩石の悶から湧出する泉がある。

　樹林の面積としてはせまいが，寺院の静かな環境と相まって庭園と寺林がよく調和している。

　15．白山神社　 Schrein　Hakusan

　　　　所在地　　横浜市南区別所町小最戸

　白山神社は別所町の台地斜面から台地上にかけて全面積1，000㎡を占めている。周辺は住宅地に囲

まれ，神社の前面は商店街となっている。社殿は台地上の平坦面にあり，その南側の斜面に常緑広葉

樹の密生した樹林がある。

　この樹林は高木層の高さが18mで，被度は80％あり，スダジイとシラカシがほぼ半ばし，他にアカ

ガシ，ケヤキ，ミズキ，ウラジロガシ，クロマツが生育している。また病訴されたヒノキの被度も大

きい。ウラジロガシは樹高15mほどの高木で，横浜市南部では比較的めずらしい。低木層，草本層に

は常緑広葉樹種がきわめて多く，タブノキ，シラカシの芽生えもみられる。種組成の上からはいずれ

の群落にもまとめられず，寺院や神社に特有の植栽樹を中心に発達したものとみられる。白山神社域

の潜在自然植生はヤブコウジースダジイ群集とされている。このような潜在自然植生域においても，

土壌が黒ボクで富栄養なためにカシ類のドングリの発芽とその後の生育が良好なものと考えられる。

　現在，隣接域は宅地化が急速に進んでいるので，この多彩なヤブコウジースダジイ群集の樹林の保

全は，周辺部のマント群落の復元，発達も含めて積極的に行われなければならない．

　16．　中村八幡宮　　Schrein　Nakamura－Hachiman

　　　　所在地　横浜市南区八幡町
　中村八幡宮は台地の急傾斜地から下部の崖錐地にかけて位置している。周辺部は商業住宅地区で人

家が密集していて，緑はこの台地の斜面部に帯状に残されているだけである。

　神社域の全面積は約3，600㎡で，林の面積は約3，000㎡である。本殿の背後には北向き約50。の急

な斜爾となっていて夏緑広葉樹がまばらに生育している。斜面にはロームが厚く堆積し，一部土地崩

壊をおこしている。ケヤキ，ミズキ，エノキ，イヌビワなどを主とした横浜布内の台地斜而に一般的

な落葉広葉樹林である。低木層や草本層には崩壊地に多いマルバウツギが生育し，またマント群落構

成種のアカメガシワ，モミジイチゴなどが混生している。この斜擁τ林は相観的には自然林にみえるか

もしれないが，種組成からみると二次林であり，アカガシ群落ではない。この林分のさらに上部には

ススキ草原，低木類やクズを主としたマント群落が生育している。

　17，万福寺　Schrein　Manpuku－ji

　　　　所在地　　横浜市南区大岡町

　万福寺は上大岡駅の北西約800mの台地斜爾にある。周辺は密集した住宅地となっている、、

　墓地の周辺には森林を伐採した後に1掬芽がでてきた二次林がある。本堂から墓地にかけての斜面に

はケヤキ，カキノキ，サクラ，エノキ，ヌルデ，イヌビワなどから構成されている，密生した混交林

がある。常緑広葉樹はシロダモ，ヤブツバキなどで被彫も低く，特に自然度の高い森林とはいいがた

いQ

　本堂と墓地をへだてる斜面にはモウソウチクが植えられてのる。高さは4～5mで生育はあまりよ

くない。墓地の背面の二次林は伐採された跡で，樹高2～3rnのコナラなどが10数本生育している。

樹林の面積もせまく，また質的にもきわめて一般的であり，特別の保全措撮は現状では考えられな
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い。

　18．吉祥寺　Telnpel　Kichijo－li

　　　　所在地　横浜市南区大岡町

　吉祥寺は大岡町の横浜国立大学わきの台地の下部に位置する全三一約4，000冠の寺院である。周辺

はや・密な住宅地である。寺院は趣の深い草ぶきの本堂があって，それを取りまく樹林が帯状に配列

されているが面積はせまい。樹林は20mほどの高さのケヤキをはじめとしてミズキ，ハリギリ，イロ

ハモミジなど夏緑広葉樹の混生林である。本堂の裏手の林はモウソウチクを主として，それにケヤ

キ，モチノキ，イロハモミジなどを混生している。

　なお吉祥寺にはカキノキが多数植栽されていて生育も良い。柿の寺といった特徴をもっている。

　19・西光寺　Tempel　Saiko－ji

　　　　所在地　横浜市南区中里町・
　西光寺は南区中里町の台地をきざむ小さな谷戸に在り，本堂の東側に寺所有の林がある。周辺は新

しく開かれた住宅地で民家が密集し，宅地造成は社有林の境界線までせまってきている。

　寺の総面積は約4，000㎡あり，本堂の北西側の台地斜面にはコナラを主とした雑木林がある。また

谷の南顯側には立木の多い墓地がある。本堂の北西の雑木林は高木層にクヌギ，コナラ，イヌシデ，

ヤブッバキ，エゴノキ，アカガシなどが混生し，低木層から草本屠にかけてはアズマネザサが密生し

ている。林内には常緑広葉樹の種数と被度が比較的高い。種組成の上からはシラカシ群集に近いクヌ

合一コナラ鮮集と判定される。このクヌギーコナラ群集の二次林は昭和24年ごろまで皆伐してまきと

して使われてきた。以来30年近く伐採は行なわれていないという。自然林への回復が次第にすすんで

いる。樹林は現在有刺鉄線で囲まれて，林内への人の立ち入りはほとんど無い。

　20。普門院　Tampe1　Fumon－in
　　　　所在地　横浜市南区別所町
　普門院は別所町の住宅街にあり，周囲は次第に宅地化がすすんでいる。

　本堂および庫裏をとりかこむ境内には種々の植栽がされている。墓地周辺の斜面にはコナラの二次

林がある。樹高が約4mほどの若令林であって特筆すべきほどではない。

　21．貞昌院　Tempel　Teisho－i11

　　　　所在地　　横浜市南区上永谷1町

　貞駐車は上永谷町で柏尾川上流の台地斜面上に在る。隣接して天満宮があり，一帯に緑地が形成さ

れている。貞愚院の総面積は5，500㎡で社寺林面積は3，300㎡と記録されている。

　本堂の背後にはスギ植林やモウソウチク林があり，本堂の側から墓地にかけてはクヌギ，コナラ，

エゴノキなどの混生した雑木林がある。

　スギ植林はスギの樹令およそ30年で林床にはクマザサ，アオキ，ツルグミ，シラカシ，コナラ，ハ

リギリ，キランソウ，ドクダミ，ウラシマソウ，　イヌショウマ，フユノハナワラビ，ホウヤチクソ

ウ，ツルカノコソウ，ベニシダ，ヤブラン，キブシ，ウド，アカショウマ，タチツボスミレなどが生

育している。

　クヌギ，コナラ，エゴノキなどからなる二次林は林床にアズマネザサが多く，林内には人の立ち入

りのあとがみられる。この二次林の中に樹高18mほどのタブノキの大木が生育している。

　貞騒院の樹林は自然度も低く，現状では高い評価が与えられない。



懇擁

灘
Poht．14　吉祥寺の樹叢（Nr．18）

　Buddistischer　Kichijoji－Tempelwald　mit　Zθ1々。槻sθ77σ≠α，
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　22．神明社　Schrein　Shinmei－sha

　　　　所在地　　横浜市南区下永谷町

　神明社は柏尾川に沿って県道から200rnほどへだたった丘陵の上に位置する。周辺は畑地であり，

その中に新しい住宅が点在している。神社の全面積は1，860㎡あり，そのうち社寺林面積は590㎡で

ある。神社林は丘陵の小丘上にある。基盤地質は砂岩でその⊥をロームがかなり厚く被っている。

　高木層は萌芽再生をしたとみられるアカガシが優占して密閉した樹冠を形づくっている。ヤマザク

ラ，イヌシデ，ミズキがこのアカガシの樹林を縁どるように生育している。低木層は植被率が低く，

アカガシ，イヌツゲ，ヤブツバキ，ヒサカキ，アオキ，シロダモが生育している。草本層の植被率も

低くヤブラン，テイカカズラ，ジャノヒゲ，ヤブコウジなどが散：生し一ている。

　この樹林は丘陵上の高い土地にあるために遠方からもよく醤立つが常緑広葉樹の自然林とは言えな

い。過去に伐採された再生林であり，たまたま厚いローム層の⊥につくられた堅い土壌層の上で良好

な生育を示している。林内へは人の立ち入りが著しく，林床の荒廃を招く原因となっている。また，

卜1近の人家から出る塵芥の捨て場ともなっている。

　県の天然記念物として指定希望が出されているが，植物社会学的にみて，現状では，この林は高、、

評価は与えられなかった。

　23．春日神社　Schrein　Kasuga

　　　　所在地　　横浜市南区日野町

　葎目神社は日野川の支流に面し，鎌倉街道から約50m離れた丘陵の斜面下部に6，600㎡をi雪めてい

る。神社の歴史は古く，遠く11世記の記録が残っているという。周辺は鎌倉街道の交通量も多く，洋

光台を中心とした宅地開発が進められている。

　境内には植栽樹とみられるスダジイの大木を中心とした樹林がある。スダジイは樹高およそ18rnで

推定樹．令約200年ほどであり，他にケヤキ，ウラジロガシ，イロハモミジが高木層を占める。亜高木

層を構成しているのはやブツバキ，モチノキ，ヤブニッケイ，イロハモミジで，低木層にはピサカキ，

ガマズミ，ヤブツバキ，ヤプニッケイ，ヒイラギ，アオキなどが生育する。春財1瞳！二林は下刈りが，

しばしばされるようで草本層の種類数は少なく，踏跡群落の構成種などもみられる。市内から姿を消

しつつあるカンアオイが点々と生育している。

　鎌倉街道からもこんもりと繁った鎮守の森としてよくみられるが，歯内は荒らされていて，自然林

としては高く評価はされない。肉縁にマント群落を設定して，入の立ち入りを抑えて時間をかけて林

床塾生の回復が望まれる。

　24．福聚院　Tempe1　Fukuju－h1
　　　　所在地　　横浜市港南区港南

　福聚院は港南中学校のわきにあり，前面を日野川が流れている。周辺は比較的閑静な住宅地である。

　総歩積5，300㎡で，社寺林瀕積はおよそ4，000㎡とされている。墓地のまわりには，コナラ，ケヤ

キ，エノキなどの夏緑広葉樹からなる雑木林がある。庫裏にはヤブツバキ，ケヤキ，シロダモなどの

常緑広葉樹が群生しているところもある。これらはいずれも断片的あるいは帯状になっていて，まと

まった林分となっていない。

　山門を入るとすぐにタブノキの大木がある。胸高直径1。1m，高さ13mで，樹高は低いが形はよく

整っている。横浜市の古木名木（晦63）に指定されている。

樹林については特に高い評頷はされなかった，、
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Phot・15　福聚院〔Nr．24〕のタブの大木

　　　Ein　alter　und　groBer　Baum　von　Pθ7sθπ〃3κノめθプgガam　Fukujui卜Tempe1．
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　25．東福院　Tempel　Tofuku－in

　　　　所在地　横浜市港南区笹下町
　東福寺は笹下町の笹下川沿いの台地上にあり，全面積は3，000㎡である。洋光台の団地にも近く，

周辺には宅蔭地が最近増加してきている。

　境内から墓地にかけての台地斜面の林は高木にはスダジイ，タブノキ，アカガシなどの常緑広葉樹

の木々が樹高18mにも達している。墓地のせまい斜面を被っている低木のアオキ，モチノキ，ピサカ

キ，イヌツゲ，ベニシダ，ジャノヒゲ，キヅタ，クマザサなどが配置よく生育している。

　神奈川県下では，墓地の需要が増大しているためか，寺院でも墓地の造成や整理が大幅に行なわ

れ，それと同時に緑のない画一的なコンクリートの墓がふえている。そのような現状にあって，東福

寺のこの墓地は実に立地固有の植物との調和がとれた「霊ねむるおくつき」の感を深くする。墓参に

は多少不自由かもしれないがふるさとの緑にかこまれた静かな墓地の好例とされる。

　本堂の前面にはスダジイの古木がある。胸高直径1．2mで樹高は約8m，横浜市の古木名木指定

（66号）を受けている。樹高は低いがその直径からみて，かなり古い樹木とされている。

　26．天神社　Schrein　Tenjin唱ha

　　　　所在地　横浜市港南区上永谷町

　天神社は上永谷町で柏尾川沿いの台地斜面で，面積は5，500㎡である。1493年の建立といわれ，菅

原道真ゆかりの古い由諸をもつ神社として知られている。前面の柏尾川沿いの低地は新開の住宅地で

農地は点々と残っている程度である。台地の一角には貞愚院があり，一帯に緑地が続いている。

　社殿脇のスギ林は樹高22mで70％の植被率をもつ。平均傾斜25。と急傾斜ではあるが落葉層の厚い

譲．．

三鷹鍼欝

Phot．16　台地斜面の常緑樹を混生する二次林（横浜市天神社〔Nr・26〕）。

　　Tenjinja－ShiRto－Schreinwald　in　einem　aus　lmmergrUnen　und　sommergr茸ne皿Laubb試ume蒋

　　gemischten　Sekund譲re－W巨1der．
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黒ボク土壌で，スギの生育はきわめて良好である。姫高木膚以下にはシロダモ，ヤブッバキ，アカガ

シ，アオキ，ピサカキ，ベニシダ，ジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，キヅタ，ヤブコウジなどの常緑

樹種が数多くみられる。

　この樹林は現在児童の遊び場となっていて巌登りの跡があり，林床の構被ははがされて土壌の侵食

がはじまっている。社有林内とそれに続く湧水池「菅公の池」周辺を整理して立ち入り禁止の保全策

をとることが望ましい。

　社殿の裏側にはスダジイ，シロダモ，ミズキ，ケヤキ，エノキなどの混生林がある。

　27八幡神社　Schrei11　Hachilnan

　　　　所在地　横浜市保土ケ谷区瀬戸ケ谷ili∫

　八幡神社は保土ケ谷駅の南西にあたり国道から約300m南にはいった谷戸の奥にある。稠囲には住

宅が密集している。社殿の背後は幼稚園の庭となっていて，その上部の急傾斜地に社林が発達してい

る。

　社叢の林は高木第1層は夏緑広葉樹林であるが，高木第2層以下にはシロダモ，シラカシ，イヌガ

ヤ，ジャノヒゲ，ベニシダ，シュロなどが比較的高い常在度で生育している。これらの種組成から，

シラカシ群集と判定される。二次植生から遷移が進行して，1ξ1然植生に近い群落になってまだ年数が

？曳いものとみられる。

　林内には小道が設けられてあり，園児など子どもの遊び場もつくられている。

　周辺部を利用して，一戸への立入りをできる限り規制して，常緑広葉樹林への圓／夏をi言．「ることが期

待される。

　28．大仙寺　Tempel　Daise11－li

　　　　所在地　　横浜市保土ケ谷区霞台

　大仙寺は保ニヒケ谷駅の西方約500mの台地斜面に位置し，面積は15，000㎡とされるQ寺の前1了flには東

海道本線が通り，寺院との間は密集したイ主宅地となっている。本堂の裏側は駐東場となっていて，樹

林は慕地のまわりにシラカシを主とした常緑広葉樹林がみられる。シラカシの樹高は18mほどで30％

の被度をもつ。そのほかにもやブツバキ，イヌツゲなどが密生している。しかし，墓地となっていろ

ため低木層や草本層は貧弱である。醐積もせまく自然度も高いとはいえない。

　境内には数本の大木がある。クスノキ（樹高18m，胸高伯：径1．2m以下同じ），ケヤキ（22m，0．8

m），イチョウ（22m，0．8m）などである。

　29．正福院　Tempel　Seifuku－iH

　　　　所在地　横浜市保土ケ谷区仏il≒j町

　正野院は帷子川沿いの仏向町台地の下にあり，町君積はおよそ6，000㎡とされる。寺林は北東向さ

の急な屋地になっていて3，000㎡と測定されていろ。嗣辺には住宅がかなり密集している。

　本堂裏手の巌地の樹林はヒノキ，シラカシ，アオキ，シロダモなどでいずれも散生した疎林となっ

ている。樹高も7～8mで低く，まとまった樹林とはいえない。

　朱ぬりの山門の前にはイチョウの大木が2本そびえ立っている。いずれも樹高15mに達し，胸高痕：

径も1mをこえている。このイチョウの大木は国道16号線からもよく口だつ。

　30，樹源寺　Ternpe1∫ugen－li

　　　　．所在地　横浜市保上ケ谷区保土ケ谷町

　保土ケ谷町の東海道本線沿いにある撰源寺の墓地の．．ヒ部には樹林がある。寺の境内と墓地は線路に
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よって二分されている。丘陵の幽むき斜面には旧地が開かれていて，その周辺にシラカシやタブノキ

の優占する常緑広葉樹林が帯状にラ〉引している。Tab．10に示されるようにシラカシ，ミズキ，タブ

ノキ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，ケヤキなどが高木層を占めている。

　低木層と草本層にはヤブツバキクラスの種であるアオキ，シロダモ，ネズミモチ，ピサカキ，ジャ

ノヒゲ，ベニシダ，ビナンカズラなどの生育しているのがみられる。また，林冠がすいており，日光

の透射があるためにアズマネザサ，モミジイチゴ，ヘクソカズラ，サルトリイバラなどの草原生の植

物も生育している。

　園内では下草刈りなどの管理がされないで，倒木がそのままに半農されている。

　群落の構成種群からシラカシ群集と判定されるが面積がせまくて，高い評価は与えられない。

　31．遍照寺　Tempel　Hensho－ji
　　　　所在地　　横浜市保ニヒケ谷区月見台

　遍照寺は保土ケ谷駅から北へ約400mの場所にあり，周辺は住宅地と小学．校に囲まれている。参道

にはユ0数株のボタンが植えられていて特微のある石組みと共に趣のある参道を形づくっている。

　林は本堂の南および西側に広がっている。常緑広葉樹と落葉広葉樹の混生林を形成している。墓地

をめぐる常緑樹広葉林にはクスノキ，ケヤキ，ヤブツバキなどが生育する。クスノキは植栽されたも

ので小学校と墓地との境界部に一列目生育している。墓地の間の野地にはムクノキ，ケヤキなどの高

本とシロダモ，ヤブツバキ，イヌツゲなどの常緑の亜高木がみられる。斜面部も墓掃除の時によく華

刈りがされていて，特に管下植物類は貧弱である。

　32．神明社　Schrein　Shinmei－slユa

　　　　所在地　　横浜市旭区一L判井町

　国道16導線沿いの台地の縁にあり社殿のある台地平坦而には植栽されたイヌシデの野木が生育して

いる。＝斎殿から道路に接する傾斜地にややまとまった樹叢がみられるが特に森林といえるほどの規模

ではない。

　高木層は植栽されたイヌシデを中心にしてアカガシ，ヤブツバキ，シラカシからなり，その他にも

イチョウ，トチノキ，ソメイヨシノ，カヤが生育している（Tab．18）。門門は人の立ちいりのため

に表層土が剥離してこれらの高木の根が露幽している。また林床はほとんどがアズマネザサで，その

池にも草原生の種類が多い。樹林としての価積も少なく，また現在は子どもの遊び場として使われて

いる。

　横浜市の古木名木指定をされているヤブツバキは樹高！0mから13mのものが数本ある。現在のとこ

ろ根張りがよくないために樹勢は盛んではない。このヤブツバキの大木を保護しまた緑の保金をはか

るためには，樹叢のある一・画を立ち入り禁止とする方がよいと考’えられる。

　33．稲荷社　Schrein　lnari－sha

　　　　所在地　　横浜市旭区上白根町

　稲荷社は⊥白根lll∫の多摩丘陵台地上から谷にかけての斜爾に5，400㎡の広い面積で神三三をもって

いる。鳥居から社殿までの約！50mにわたる参道の両側にはスギ，ヒノキ，サワラなどの常緑針葉樹

の植林がひろがっている。これらの植樹は種々の樹令にわたっていて生育も良好である。

　社殿の西側のヒノキ植林は樹高も高く，シラカシなどの常緑広葉樹を混生している。ヒノキは60％

の被度を占めているが高木第2層にはシラカシ，シロダモ，タブノキなど立地本来の潜在自然植生を

承す種群が生育している。林床植生の植被率は高く，また種．数も40種以」二と豊富である。
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　これらの林分に続く北向きの急斜面にはシラカシの優占する常緑樹林が残存している（Tab．10）。

高木層にはシラカシのほかにミズキ，エゴノキ，シロダモが生育していて，立地がかなり湿潤なこと

を示している。林床の一物にも常緑の種群が多くバランスのとれた林相といえる。

　このように広い神社の所有地が有用材の植林地としてフルに利用される一方，急傾斜地などで植林

に適さない場所は自然林として残すという利用形態は社寺林として最も好ましい一例である。

　34．　白根神社（白根不動）　　Schreill　Shirane

　　　　所在地　　横浜市旭区白根町

　白根神社は白根町の国道16号線から北へ約700rnの地点で帷子川の支流の・j・河川沿いにある。白根

不動の本堂は右岸の沖積地上にあり白根神社は橋を渡った左岸の台地上にある。基盤をなしている泥

岩は小河川によって浸食され小さな滝となっている。また沖積地と台地との境は標高差10－25mの急

ll唆な雄となっている。全面積は約20，000㎡とされる。

　小河川沿いにはイロハモミジを主とした落葉広粟樹林がみられる。これらは植栽されたものが多い

ようである。侵食によってできた崖の上部には常緑広葉樹が生育している部分もある。高木層にシラ

カシとモミノキがみられるがシラカシは一列に並んでいて，かっての植栽樹とみなされる。モミノキ

は20mをこす大木となっているが，枝先がほとんど枯れていて，大気汚染の為か生育状況は，きわめ

て悪い。台地⊥の社殿の周辺は主として針葉樹の植林である。スギを主として他にサワラ，ヒノキな

どが混生している。またモウソウチクの林分も小面積ながらみられる。

　境内の大木には次のものがある。イロハモミジ（横浜TI了古木名木指定89　樹高121n），カヤ（同指

定89　樹高201n），イチョウ（同指定88），ヤマザクラ（同指定90　推定樹令150年）。

　白根神祉の神祉林は広い面積をもち，その中には小河川を含み団地や台地平坦部，沖積低地があっ

て地形的には変化に富んでいる。しかし，植生上は特筆すべき群落がほとんど無い。河川沿いにはイ

ロハモミジーケヤキ群集の主な種を補植し，さらに塵地にはシラカシ：腓集の自然植生へ回復をはかる

ことが望まれる。現在のところ境内には遊歩道（参道）が設けられており，肝内への立ち入りはほと

んど無いもようである。

　35．長源寺　Tempel　Choge11－ji

　　　　所在地　横浜市旭区上川井田∫

　長源寺は上川井町の国道16呼線沿いに位概している。丘陵のゆるい斜面に南向きにスギ植林とモウ

ソウチク林が寺林の群落としてみられる。他にシラカシなどが埋木的に生育している。台地⊥には関

東ロームの被覆が厚く肥沃な黒ボク土壌である。

　モウソウチク林の組成はTab．24に示されている。ゴ｝三；；理はあまりされていないが林床の植物の種類

がきわめて多いことが特徴としてあげられる。

　このほか，境内の本堂前にトチノキがあるが樹令およそ130年ほどとされ，特に古木とはいえな

い。

　36．浄性院　Tempel　JQsei－ill

　　　　所在地　　横浜市旭区本宿田∫

　浄学院は本宿町の1唯子川支流に面した丘陵の斜面に位置している。周辺には新しい住宅の口だちは

じめた農業地帯である。寺院のすぐ南側を新幹線が通り寺林内にもその騒音がとどろいている。沖積

低地から参道を通って本堂にのぼる左手の斜面と台地上にシラカシを主とする常緑広葉樹林がみられ

る。
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　斜面の植生はTab．10に示される。ここは約35。の北向きの斜面であるが密閉した樹冠がめだつ。

高木層を占めるのはシラカシ，ケヤキ，ムクノキ，カヤ，ミズキ，ヤブツバキ，イロハモミジなどで

ある。低木層と草本層はや》植被率が低いがジャノヒゲ，チヂミザサ，ベニシダ，オクマワラビなど

ヤブツバキクラスの常緑の種群が多く生育している。この林分はシラカシ群集のケヤキ亜群集と判定

される。土壌は褐色森林土壌である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

　台地上の植生はTab．10に示される。

　シラカシ，ムクノキ，ケヤキなど自然に生える樹種の問に植裁されたスギとヒノキが生育してい

る。樹高は20mと高く，良好な生育を示している。低木層と草本層の構成種はやや工次林的ではある

がシュロ，ヤブラン，ジャノヒゲ，アオキ，キヅタ，ヤマイタチシダなどのヤブツバキクラスの構成

種も多い。

　周辺が次第に開発されていく中で，この一角はまだ静かな緑地帯をなしており，シラカシ群集ケヤ

キ三臣群集を中心とし，周辺部と共に，十分に保全する価値がある。

　37。清来寺　Tempe1　Seirai－ji

　　　　所在地　横浜市旭区今宿南町

　国道15号線沿いの今宿の丘陵上から北向きの斜面にかけてひろがっている寺林で面積も3，000品目

かなりまとまっている。関東ローム層の上に褐色森林土壌が厚く適湿地である。周辺は新しい住宅地

として開けてきているが寺の周囲にはケヤキの高木が密生して緑地帯をつくっている。

　本堂から墓地にかけての北側斜面は沖積地と接する傾斜30。ほどの斜面となっている。ここにはケ

ヤキやアラカシが優乱する林分がみられる。墓地の南側にはクヌギーコナラ林があり，さらにそれに

続く部分には二次林から常緑広葉樹林へと遷移する途上の林分がみられる。

　墓地の北側の斜醸にはケヤキを優回する夏緑，常緑混生梅林がある（Tab．9）。樹高20mほどのケ

ヤキにアラカシ，イヌガヤ，イイギリなどが高木層を占める。亜高木層，他の階層にも常緑広葉樹の

種下が多くみられる。墓地や人道が三内にあるがこれらの影響を最少限にくいとめて比較的林相の整

った樹林となっている。

　墓地の南側の遷移途上の林分はTab．16に示されていように，クヌギーコナラ群集である。アラカ

シ，クマノミズキ，ヤマザクラ，ウワミズザクラなどが高木屑を占めている。林床には横浜市内には

あまりみかけられないシュロソウをはじめとして，ヤブレガサ，アカショウマ，フタリシズカなど風

情のある草本植物が生育している。

　なお境内には横浜市の古木名木指定（104号）のカヤが生育している。胸高直径1．1m　樹高約24m

推定樹令は650年とされる。

　38．福泉寺　Tempel　Fukusen－ji
　　　　所在地　　横浜市旭区川井本｝町

　川井本町で圏．道16号線から南に200mの台地上にある。寺の周辺にはケヤキなどの高木が境界木の

はたらきをしている。しかしまとまった面積をもった樹林となっていない。本堂の背後のモウソウチ

クとケヤキからなる林が調査された。境界木として植えられたケヤキを中心としてウワミズザクラ，

ムクノキ，シュロが生育している。また，市内では最近滅少しているクマガエソウもみられた。

　なお境内には横浜市の古木名木に指定された樹木が2本ある。その一つは山門に入るとすぐのイチ

ョウ（79番）で胸高直径は約1．3m　樹高25mでイチョウに特有の気根が垂れさがっている。また指

定番号78番のカヤは胸高直径：約約1．5m　樹高30mで市内でも有数の大木とみられる。
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　39．妙　蓮　寺　　Tempel　Myoren－ji

　　　　所在地　　横浜市旭区：善部lli∫

　妙蓮寺は善部田∫の西部の丘陵の緩やかな斜面に．位罷している。道をへだてた南側には新幹線が通

り，周囲は古くからの集落がひろがっている。寺院の金而積は約6，000㎡あり，境内はよく整備され

ている。境内の南西に約900冠の広さの社寺林がある。

　ヤブッバキ，シロダモ，シラカシ，ケヤキ，サクラ類などが混生している寺林は三三がせまく，ま

とまった林相をなしていない。また下枝刈りなどの管理がよくされていて，自然の構成種の生育は妨

げられている。

　参道の石段の両側には火山熔岩が積まれて低木の植栽樹が多数生育している。

　鐘楼わきにはイヌマキの大木がそびえている。樹高約151n，胸高直径0．8mで推定置す令は150～200

年目されている。根張りもよく樹勢さかんで樹姿も整っている。このイヌマキは横浜市の古木名木指

定110場となっている。また，本堂前のイトヒバはイヌマキよりも小さいが樹高12rn，胸高直径はお

よそ0．5mで樹形がよく整っている。横浜市の古木名木！11号に指定されている。

　県文化財指定希望のイヌマキは境内の庭に単字として植栽されたもので，付近には建造物があって

樹木の保護のためにはよい環境とはいえない。周辺の森林などを含めた環境創造の中で再検討さネしる

べきであろう。

　40．熊野神社　Schrein　Kulnallo

　　　　所在地　　横浜市1幾子区中原田∫

　熊野紳社は新杉［⊃1二目から西へ約800m，台地の斜面に建てられている。神＝社林としては社殿の西側

にややまとまった常緑広葉樹’明くがみられるQ

　中源町の住宅地から長い石段の参道をのぼっていったところにイチョウとカヤの大木が生育してい

る。社殿に向かって右手のイチョウは胸高直径が0．7m，高さ201nで左手のカヤは0．9mの樹高であ

る。いずれも生育は良く樹形も整っている。

　境内一・帯はかなり急な斜面で，そのところどころを’ドらにして社殿とか祠などが建てられている。

建造物のあいだには低木のピサカキなどが植えられた所もあり，シバ草地の斜面になっている部分も

ある。

　社殿の西側の1歩1林はTab．5に示される。スダジイが優占して，それにアラカシ，タブノキ，ヤブ

ツバキ，アカガシ，ピサカキなどが密生した高木屠を1杉成している。また低木層と・’il・：本層では二度は

低いが二三は豊窟である。立地は急な斜画であり，褐色森林一．ヒ壌がところどころに堆積して，その場

所にだけ草本植物が生育している。

　林内には人が立ちいったあとが多くみられる。必要なら小さな道をつけることにして，いたずらに

林床がふみ荒されないよう，　1‘分な配慮が望ましい。

　41．　浅i間ネ申社　　　Schreill　Sengell

　　　　所在地　　横浜市磯子区森町

　浅開神社は磯子の屏風浦で東京湾に面した台地上にある。社殿は現葎台地中ll夏の住宅地はずれにあ

るが，そこから山頂に向かって長い石段がある。山頂には社殿の跡があり石碑などが建っている。樹

林は石段の左右にみられる。

　社殿に向かって右側にはスダジイを主とした常緑広葉樹林がひろがり，その植生調査結果はTab．

5に示されている。優占するスダジイは胸高直径1mに達し’ているものもあり樹高も高い。常緑広葉
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樹としてはスダジイのほかにヤブッバキ，モチノキ，シラカシなどが育っている。特に低木層にこれ

らの幼樹が多いのもこの樹林の特色といえる。現在のところ，優占種のスダジイはかなり老木化して

いるが，亜高木層や低木層にスダジイの二度が高いので，常緑広葉樹林として存続していくと考えら

れる。この気分はヤブコウジースダジイ群集と判定される。

　石段の参道の左側にはクヌギ林がある。植生調査結果はTab．6に示されている。関東地方の多く

のクヌギーコナラ林は，定期的伐採に対応した再生萌芽林であるが熊野神社のクヌギ林は，植林され

て以来，1度も皆伐されなかったと推定される。優幽するクヌギは樹高およそ18m，直立した樹形を

保っている。またこのクヌギ品目の低木層にはトベラが比較的多い。磯子海岸が埋め立てられる前に

この台地斜面が海に臨んでいた事を示している。

　クヌギ林は夏緑広葉樹林であり，林内には，早春時に陽光が多くはいる。したがって低木層や草本

層の被度がスダジイ林と比較すると著しく高くなっている。また両林分の林内構成種を比較してみる

と，日陰植物と陽生植物の対比をみることもできる。

　国道16号線から浅間神社の台地を見るとかなりまとまった面積で常緑広葉樹林が残されている。市

街地では崖をよじのぼって宅地が開かれる傾向にあるが，この台地斜面でも例外ではない。付近一帯

は急傾斜地崩壊危険地域に指定されているにもかかわらず無謀にも樹木を伐採して石垣がつくられて

いる場所もある。

　浅間神社の樹林中のスダジイの大木は横浜市の古木名木指定のNα124，125，126，127，128の5本

がある。いずれも推定樹令200年ほどであり，しかも独立木ではない。これらの指定木を保存するた

めには，樹林全体とその立地の総合的な保全が考えられなくてはならない。必要にして最小限の小道

だけを残して，他は肝内に侵入できないような策を施すべきであろう。

　42．八幡神社　Schreill　Hachiman

　　　　所在地　横浜市磯子区西田∫

　前面には根岸の埋立地をひかえ，背後は根岸台に連らなる台地の下部に八幡神社がある。神社林は

根岸台の急な三三に発達している。

　基盤は三浦層群の屏風が浦層のシルト質砂岩である。斜面の傾斜は平均40。ほどで，土地の％以上

は母岩が露出している。保安のために，数段の石垣が築かれていて，石垣の下面および崖錐地など三

斜而や微凸地には」二壌の堆積が、みらオ2，る。

　本殿の後部には3段ほどの石垣が築かれていてやや緩やかな斜面をもつ立地である。ケヤキ，ミズ

キ，ハンノキなどの落葉広葉樹のほかにスダジイ，タブノキ，ヤブッバキなどの常緑広葉樹種が生育

している。低木層も種数が豊かで19種を記録している。林内のシダ植物はベニシダ，ヤブソテツ，ヤ

マイタチシダ，オオバイノモトソウ，イノデなどと豊富である。これら構成種群の組み合わせからみ

て，この林はイノデータブ群集と判定される。

　またTab．8に示される林分はシルトの露岩の多い幼稚園の上の塵地で記録された。

　スダジイ，タブノキ，カクレミノ，ヤブッバキ，シロダモ，モチノキなどの常緑広葉樹が高木層を占め

ている。イノデータブ群集の樹林に比較して低木層の種類も少なく，また草本層の被度が著しく低い

ことが特徴としてあげられる。この林分は海抜高度としては植生調査番号〔42〕一1の林とほぼ同じで

あり，台地南斜而でほぼ同じ位置を占めているにもかかわらず，土壌のちがいによってヤブコウジー

スダジイ群集と判定される。なお，この林内のカクレミノは胸高直径0．6m，高さ18mの大木である。

　八幡宮の神社林は根岸一帯の斜面の森林と共に神奈川県によって土砂崩壊防備保安林とされてい
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る。現在神社林にはかなり厳重に有刺鉄線がめぐらされているので林内への人の立ち入りはほとんど

ない。また崖崩れ危険地域にもなっている。県内各地の崩壊危険地域の崖で，いわゆる非生物的材料

を使った補強工事のために，立地本来の自然植生までが変えられている例があるが，長い間斜面保全

も含めた多様な機能を果してきた斜面林を上下の十コ口マント群落と共に保護することの重要性の認

識が望まれる。八幡神社では幸に現在では，石垣による植生の破損も少なく，スダジイ，タブノキな

どの高木の樹勢もさかんである。神社の銅の屋根と背後の常緑樹林の調和がよく保たれて美しい社寺

林となっている。

　43．宝勝寺　Tempe1　Hosho－ji
　　　　所在地　横浜市磯子区氷取沢

　氷取沢地区は日野川の小支谷で宝勝寺はその支谷に面した丘陵脚部の谷聞に位置する。周辺部には

大規模な宅地造成が進行中で，この寺院の位置する一角だけが宅地化から取り残されている。寺院の

周囲はコナラの二次林で林床にはアズマネザサが多く生育している。本堂裏の斜面にはクロマツを混

生するスダジイ林がみられる。高木層にはスダジイが優占し，他にハリギリ，コナラ，クロマツが，

また亜高木層にはヤブッバキ，スダジイ，コナラなどが生育している。この樹林は低木層にアズマネ

ザサが比較的高い被度で生育している。林床にはベニシダ，アオキ，ヤツデ，モチノキ，キヅタ，シ

ュンラン，ジャノヒゲなどのヤブッバキクラスの種群が多数生育しており，ヤブコウジースダジイ群

集と判定された（Tab．6）。

　さらに本堂の西側斜面にかけては帯解の密閉したスダジイ林が続いている。この林分は面積がやや

せまい。宝勝寺の寺林の特徴として林内にほとんど無理な手入れをせず，倒木などもそのままに放概

されていることである。前庭は植栽樹が美しく手入れをされており，裏山の自然の遷移に任されてい

る状態との対比される景観を形づくっている。現存の植物群落そのものとしてはBランクであるが開

発されていく地域にあって，将来自然林に回復するにしたがい自然の少ない地域での僅かに残されて

いる樹林として貴璽な存在になる。

　44．熊野神社　Schrein　Kumano

　　　　所在地　横浜市金沢区柴町

　熊野神社は金沢区の柴港に心した台地斜面にある。神社林は鳥居から社殿にむかう参道の両側にひ

ろがっている。周辺は庶家が点在していて，まだ比較的静かな環境である。

　神祉林はタブノキおよびケヤキが優占している（Tab．8）。この林分はイノデータブ群集にまとめ

られる。群集の標徴種および区分種であるタブノキ，エノキ，イノデのほかにヤブッバキクラスの種

群が高い丁度で出現している。低木層や草本層は被度が高い林床をつくっている（宮脇他　エ672）。

　神社林の上部に続いて社殿があるが，北内は密生する植物のためもあって人の立ち入りはほとんど

みられない。保全がよく保たれている林分といえる。

　なお社殿の周辺部にはスダジイも高木となって生育している。これらは植栽されたものとみられ

る。また，社殿の東側にはヒノキの植林地があって良好な生育を示している。

　横浜市の海岸沿いには社寺林はほとんど残っていないが，港から船で出入する際にみてもいかにも

鎮守の森としての整った景観を示している。
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　45．　富岡八幡宮　　Schrein　Tomioka－Hachiman

　　　　所在地　　横浜市金2尺区富岡旧∫

　金沢海岸に面した台地端にあって周辺は住宅が散在している。社殿は台地端の小丘の南出営側にあり

海に面した北東一帯に営林がみられる。社殿の北東の斜i：llfは段丘状になってニヒ壌のやや厚い立地で，

ここにはシダ植物が林床に豊富に生育するホソバカナワラビースダジイ群集がみられる（Tab．7）。

ホソバカナワラビースダジイ群集は房総半島以南にみられる暖帯林であり神奈川県では生育地域はき

わめてかぎられている。また回内への外為的な干渉もあるために典型的な植分とはいえない。

　海に面している東側には高木層にクロマツが生育したトベラーマサキ群集がみられる。これらの林

内にはメダケが密生している部分もある。

　ホソパカナワラビースダジイ群集は県内での生育地が数か所に限られている。したがって常緑広葉

樹林の一つのタイプとして厳正に保存することが望まれる。現在この小丘の誉田では埋立て工事が1済

められている。その結果としてホソバカナワラビースダジイ鮮集およびマサキートベラ群集の生育環

境は大きな変化を受けるものと．．r想される。天然記念物に指定して糊辺域と共に将来にわたって保護

されるように提案した。

　46．金竜野　Tempe1　Killryu一．ji

　　　　所在：地　　横浜市日2／足区六浦町

　平潟湾に1rllした台地斜面にあり海岸線より約100　mの1立ll’11‘：にある。周辺には住宅が多く，1㌧｝院は野

島層の砂岩からなる崖に向かって建’てられている。寺の北東側に小面程1の常緑広葉樹林がある。また

墓の上1酊にもコナラやクヌギを主とする夏緑広葉樹林がみられる。

　常緑広葉樹林の高木層にはタブノキの他に夏緑広葉樹のケヤキ，　ミズキ，イ湯帰モミジなどが見ら

れる。しかし，亜高木層から低木屑には，カクレミノ，ヤブツバキ，モチノキ，ヤツデ，アオキ，シ

ュロなどのヤブツバキクラスの種で占められている。

　草本層の植被率は低く，シャガ，イヌビワ，キヅタ，オクマワラビ，ジャノヒゲ，アオキなどがみ

られる。面積は20m×30mほどの小翻積であるが林冠は密閉している。

　野島層の砂岩をけづ二って墓地がつくられているが，その1．瞬也には横漁底部に．．‘般にみられる宕隙植

生がみられる。屋がつくられた年代の古さによって種々の植物が生育するがその主なものはコモチシ

ダ，ホウライシダ，ヤマカモジグサなどである。

　住宅が次第に密集してきはじめている地域なので樹林の周辺部も含めた地域の保全が弔：要と考えら

れる。

　47．称名寺　Tompel　Shomyo－li
　　　　所在地　　横浜市金沢区金沢町

　金沢町の台地，浅闘山にかこまれて，広い山林と境内をもつ山緒ある古刹である。社殿の前llllには

広い庭園があり，池がひろがっている。　また，左手には金沢文庫の図書館が建てられている。寺院

の後方には台地がめぐっているが，ここにはクロマツ林，　クヌギ，サクラなどの落葉広葉樹林が点

在している。寺院をめぐる周辺の台地ヒ部では宅地．造成のために大がかりな土地変容が行なわれてい

る。

　山林内のクロマツ林下には常緑崖く葉樹が比較的多くみられるが，いわゆる常緑広葉樹林としては金

沢文庫の前爾，北条顕時の墓所あたりにわずかな残存：林分がある（τab，7）。この林分は台地の下部

から羅錐部にかけてみられ，タブノキの高木とクロガネモチの1匝高木が特徴的である。草本層にはイ
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Phot・18　金沢文庫をとりかこむ斜面に生育するイノデータブ群集の林床（Nr．47　称名寺）

　　DichteKrautschichtdes　Polysticho－Machiletumthunbergiimit
　　．4κcκ加ブ妙。π’cα，Po砂s〃。勧溺ρo砂∂」θ帥αプκ規u．　a。（Buddistische　Tempel　Shomyoli　Yokohama）．

ノデの被度が大きく，また虚錐部にかけて種数が多くなっている。この林のL部にあるクロマツは樹

勢がきわめて悪く縮死寸前である。

　寺院の左手には自然に生育したとみられるクロマツ林があり，樹下には常緑広烹樹が多くみられ

る。しかし，これらのクロマツの樹勢は必ずしも活力に富んでいるとはいいがたい。

　曝下の社寺には，庭園に小面積の池のあるところは多いが植生の成立が可能なほどの面積をもつ池

は比較的少ない。称名寺の池は1，000㎡以上の面積を【豊iめていてヒシが群落をつくっている。ヒシは

根が水底にあって渠を水面に浮かしている浮嚢‘櫃物である。

　広い境内には種々の大木の生育がみられるが特に横浜市の藤木名案くに指定されたイチョウ（Nα14！，

142，143，144）が水辺にみられ美しい樹形を示している。また山林は県の自然山林保存地区にに指

定されている。

　称名寺の山林はかつて宅地造成の可否で幾多の熟議をよんだ地域である。現在，一一芯，環境庁およ

び横浜市で買いあげて山林保存地区として残されることに決定している。大がかりな造成が周辺で行

われてから数年を経ている現荘，境内の樹木などにかなりの枯死および衰退がみられる。

　樹高10m以上の樹木では，クロマツ，イヌマキ，ヒマヤラスギの枯死木が目立っている。また，枝

九が枯れて衰勢にある樹木としては，イチョウ，サクラ類があげられる。これらの大木の衰退は周辺

の大規規模な開発と何らかの関係があるものと考えられる。

　歴史的にもきわめて由緒のある寺院であり，そこにみられる植物にもそれぞれ歴央の重さを感じさ

せる寺院である。特にゆったりとした境内に配置された山門，簸地，本堂，池などと調和のとれた形

で植生の総含的な保全が望まれる。
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　48．　伊勢山皇大神宮　　Schrein　Iseyama－Kotailingu

　　　　所在地　横浜市西区宮崎町
　紅葉ケ丘の台地にあり境内は12，000㎡の広い敷地をもっている。その中に本殿，拝殿，社務所など

の建物が配置されている。これらの建物の前面には整った植栽樹が生育し管理もよく美しい庭園とな

っている。本殿の背面の高地にはミズキなどの夏緑広葉樹を主とした二次林，雑木林が広く残されて

いる。

　拝殿の後背地には植栽されたとおもわれるスダジイやクスノキ，モチノキがかなりまとまって生育

している。また斜面の下部にかけては，ミズキ，エノキ，ケヤキ，ハリギリなどの湿生地に生育する

：夏緑広葉樹が被度30～40％で生育している。崖の下部へいくほど二次林的な夏緑広葉樹が多くなって

いる。低木層にはスダジイ，アオキ，マサキ，モッコクなどの広葉常緑樹がかなり生育していろ。草

本屠の被度は50％と特に高くはないがヤブツバキクラスの種とともに草原生の植物も生育し種類が豊

富である。

　現在はこの林内には人の立ち入りがほとんどないようで，神社からの塵芥の投棄がいくらか見られ

るだけである。枝打ちや下草刈りもほとんどされていない。このように神社によって無意識的に保護

されているので，この斜面一帯の植生は次第に自然植．生に遷移するものと期待される。

　49．東福寺　Tempe｝Tofuku－ji

　　　　所在地　横浜市謡扇赤門町
　京浜急行の黄金町駅の西側の台地上から斜面にかけて広い面積を占めている寺院である。周辺は住

宅および商店街の密集地であり緑の樹林が残っているのはこの寺院の付近だけである。赤門町のほと

んどがこの寺領であるというが，境内には植栽樹が多くクスノキ，スダジイなどが多く植えられてい

る。

　寺林は本堂の裏側から墓地にかけてみられる。斜而に階段上に設定されている島地の中にタブノ

キ，ミズキ，エノキ，クヌギ，コナラ，ケヤキなどの高木が生育している。したがって本堂から墓地

の毒忌をみると高木層が密閉した自然林の様に見える。しかし植物群落としてはTab。8に示される

ようにまとまった植生を形づくっていない。高木層のクスノキは樹高20mと良好な生育を示している

が植栽されたものとみられる。タブノキも枝張りが良好で樹高も18mほどに達しているが単木i！1勺に生

育している。草本層の二度は低く貧弱な林床となっている。

　東福寺の寺林の保金については，寺林のまわりにはすべて柵が設けられていて墓地に通じる門にも

錠が施されている。このように厳重な立入禁止は市内でもあまり例がないように思われる。したがっ

て墓地へはもとより林内に勝手に立ち入ることは固く禁止されている。このような地域保護の対策も

一つの例として今後の参考とされる。

　50，勧行寺　Tempe1　Kangyoづi
　　　　所在地　横浜市西区南軽井沢

　三ッ沢公園のある台地の南斜面にあって比較的常緑広葉樹の多い樹林である。この崖地は墓の周辺

部では平均傾斜は50。あり，棊盤の第三紀シルト層の露出がみられる。樹木はうすいニヒ壌の一．しに生育

するが坐論は低くない。ケヤキ，モチノキ，エノキ，タブノキ，シラカシ，ヤブニッケイ，エゴノ

キ，ヤブツバキなどが混生している。低木層や草本層の種類は少ない。草本層の出現種数は19種であ

る。

　このほかに本堂の西側にもやや密な樹林があってケヤキ，エノキなどが生育している。傾斜が急な
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こともあって林内へはほとんど人の立ち入りがないようである。

　横浜市内の台地縁の崖の植生は保安林としての機能をもっている。

　51，熊野神社　Schrein　Kumano

　　　　所在地　横浜市港北区師岡町

　熊野神社は下末吉台地上で大倉山トンネル上にあり小支谷から台地上の緩斜面にかけてひろがって

いる。周辺は静かな住宅地であり，耕地もわずかに残っている。神社は古い歴史をもち樹林もよく保

存されている。

　社殿の前面の樹叢にはアカガシ，ケヤキ，カヤ，ヒノキが生育している（Tab．6）。カヤは植栽さ

れたもののようであるが樹高20mに達して樹形もよく，根張り良好である。

　社殿の背後にひろがる樹林はアカガシを中心とした常緑広葉樹林である。アカガシ，スダジイ，ケ

ヤキ，コナラ，ヤブツバキ，モチノキ，ヤブニッケイ，イロハモミジ，シロダモなどが高木層と亜高

木層に生育している。アカガシは胸高直径はL2mにおよぶ生育のよい大木である。低木属と草本層

は種数は少ないがアカガシ，アオキ，ヤブッバキ，ピサカキ，ヤブニッケイ，オオイタチシダ，テイ

カカズラ，ジャノヒゲ，ピサカキ，オモト，ヤブラン，ヤブコウジ，マンリョウなどのヤブツバキク

ラスの種取がほとんどを占めている。針葉樹の植栽もみられず，各階層に常緑広葉樹の種群がバラン

スのとれたかたちで生育している。全出現種数は少ないが二次林の構成種や草原構成樹洋の侵入はあ

まり見られない。土壌は黒ボクで厚く肥沃でありまた落葉層も厚い。

　樹林の保全について見れば現在，二戸のピサカキは祭祀用に枝が切りとられている。できれば，さ

かき糊の木は別の場所で栽培されることが望ましい。社殿裏には“のの池”があり，参拝考も多いよ

うであるが林内への立ち入りは厳に抑えることが望ましい。

　52．杉山神社　Schrein　Sugiyama

　　　　所在地　横浜市港北区新吉田町
　港北区の台地上で周辺はまだ閑静な農村地帯に杉山神祉がある。社殿は台地上に在って北側と南側

から石段の参道が通じ，その一角が神社林となっている。

　北側の参道の周辺にはモウソウチク林があり社殿まで続いている。その他の部分は落葉樹林のクヌ

ギーコナラ林であるが，下草刈りが行なわれていないため林床には常緑広葉樹種の四度が高くなって

いる。ところどころにケヤキやシラカシの高木が散見される。また南側の参道の両側にはモミの高木

が数本生育するが枝先が枯れてい’て生活力は低下している。一部にはヒノキの植林があり，下刈りゃ

枝打ちがされないで放置されている。

　神社林としてはきわめて一般的で特に自然林としてのみるべきものはない。しかし，かなり広い面

積を保有しているので緑地帯としての機能はもっている。

　53．金蔵寺　Tempe1　Kinzo－ji

　　　　所在地　　横浜市港北区日吉本町

　金蔵寺は東横線日吉駅から500m西側の下末吉台地の1⊥1足にある。付近は住宅がかなり密に建てこ

んでいるが寺院のある斜面一帯にはまだ雑木林が残っている。金蔵寺は寿老神をまつった寺で，本堂

や庫裏のほかに小さな祠なども多い。

　本堂の裏側から台地上までが斜諏になっていて落葉広葉樹と常緑広葉樹の混交林になっている。墓

地の北側には比較的常緑広葉樹の密な林分がある。アカガシやコナラなどは萌芽再生したものとみら

れ，一株から数本が出ている。常緑広葉樹のヤブッバキやスダジイ，アカガシ以外には落葉広葉樹の
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ヤマザクラ，コナラ，イヌシデ，エゴノキなどが生育している。本堂の裏手から台地上まで続いてい

る樹林も常緑広葉樹の少ない二次林である。スダジイは本堂の背後に列車されたものとみられるがヤ

ブコウジースダジイ群集の種組成を示している。歴史的にも由緒ある寺院の寺林として今後，自然林

への回復をまつことが望ましい。

　54．三会寺　Tempel　San－e－ji

　　　　所在地　横浜市港北区鳥山｝ii」昌

　鶴見川に面した沖積地に寺院があり，9，240㎡の境内の諸所に植栽木がある。これらの樹種はケヤ

キ，シラカシ，アカガシ，モチノキ，シロダモなどの大木で樹高は20mから25mにもなっている。し

かし，まとまった樹林を形成していない。きわめて単木的に植えられており，下草などもほとんど見

られない。境内の外に考院の所有する樹林はクヌギーコナラ林である。周辺は住宅が密になってきて

いる新開地であり，樹木はこの寺院にだけ残された状態である。

　55，泉谷寺　Tempel　Senkoku－ji

　　　　所在地　横浜市港北区小机町

　泉谷寺は小机町の台地の斜面下部で北東向きの小谷の一角を占めている。周辺には新しく開かれた

住宅地がある。寺の全初段は約20，000㎡とされている。寺院の周辺には竹林があり，その奥のスギ植

林が建造物をとり囲んでいる。常緑広葉樹林の断片が1⊥1門のわきにみられる。

　モウソウチク林は除草がゆき罵いて低木層や草本層の植物の種類は少ない。スギの植林地は本堂か

ら庫裏にかけての袈山にみられる。樹高15mから20　rnのスギで樹冠が枯れはじめていて衰退がめだっ

ている。

　山門わきの常緑広葉樹林の断片は植栽されたスギと，イロハモミジ，ヤブツバキなどの庭木から続

いている。高木層には樹高約25mのケヤキ，モミのほかアカガシ，ヤブツバキ，シラカシなどが生育

している。また草本層にはピサカキ，アオキ，ヤブツバキ，シュロ，ネズミモチなどが密生してい

る。低木層にはベニシダが特に多い。他の草本植物は被度が低く種類も比較的少ない。

　樹林としては面積もせまく特に高い評価は与えられなかった。

　56．真福寺　Ternpe1　Shinpuku－ji

　　　　所在地　　横浜市港北1ヌ：下田町

　真福寺は下田町の沖積低地から台地斜菰部にかけて約3，000㎡の面積をもっている。周辺部は住宅

地だがこの一帯には他にも神社林や屋敷林などがあって緑地帯となっている。境内には植栽された大

木が散生し，旧地の周辺にも小さな樹林がある。

　墓地の西側にはややまとまった常緑広葉樹林がある。シラカシ，アカガシなどを中心とし，ピサカ

キ，シロダモなどがかなり密に生育している。林床へは墓地を掃除した時の塵芥が捨てられるので荒

れている。

　墓地の植栽樹はアカガシ，シラカシ，シロダモなどである。境内にはクスノキとイチョウの大木が

ある。クスノキは胸高直径1，1m，樹高22　rnで推定樹令は300年とされる。またイチョウは胸高直径

は1．2mで樹高20m，推定樹令は20年とされる。他にシラカシ，カヤ，ケヤキ，アカガシなどが疎に

植えてある。

　57．西方寺　Tempel　Saih6－ji
　　　　所在地　　横浜市港北区新羽町

　西方寺は新羽町の新開住宅地にあり，周辺は農地と住宅地が半々に散在している景観である。寺院
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は広い寺領をもち境内と墓地が12，000㎡の面積を占めて閑静な一角をなしている。

　参道を上ったところの両側にはイチョウの大木が植えられている。樹高約20mで樹形が整ってい

る。

　境内を取り囲んでいるのはクヌギーコナラ林で現在では伐採も行われず次第に自然林へと遷移がす

すんでいる。

　墓地の西側にはシラカシを主とする自然林が在る（Tab。10）。構成種はシラカシ，ケヤキ，スギ，

ミズキ，ヤブツバキなどで，かなり密生したシラカシ群集の林分となっている。墓地の周辺にあるた

めに林縁部は草刈りがしばしば行われている。したがって林縁部にはいわゆるマント群落の構成種が

多くみられる。墓地をめぐる周辺のところどころにケヤキの高木が植えられているが墓地内には樹木

は少なく陽当りも良好である。

　周辺には次第に宅地化の波が押しよせているので，今後はこのような広大な寺領は，住宅街の中の

樹林保全の中核としての機能を果たさせることが必要であろう。

　58．鉄神社　Schreln　Kurogane
　　　　所在地　　横浜市緑区鉄町

　鉄神社は鶴見川にのぞむ台地の緩傾斜地にあり2，400㎡の面積をもつ神社である。基盤地質は砂屠

で，その上を下末吉ローム層が厚く覆い土壌は黒ボクである。神社をとりまいて桐蔭学園の校地がひ

ろがっ’ている。社殿の前緬と後側に合わせて1，500㎡の樹林がある。

　社殿の前面の樹林はアカガシとクロマツを中心としている。アカガシは樹令およそ350年で，樹高

は22琉あり，市内でも大木に数えられる。この樹心はアカガシの外にクロマツ，クスノキ，モミ，ヒ

ノキ，ヒイラギ，ヤブツバキなどが高木，亜高木層に生育し，それ以下にもヒサカキ，ヤブツバキ，

ジャノヒゲ，アラカシ，キヅタなどの常緑広葉樹種が多数みられる。種組成上からはまとまっている

が面積がせまく，卜わずかに8mにすぎない。したがって林内へ風や光が直接にはいりこみ，また林

縁を歩く入が多いので人為的影響も見逃せない。

　祉殿の裏側にはアカガシの単木（樹高20m）があり，それに続いて植林地がある。植林はスギ，ヒ

ノキ，クロマツがかなり密植されていて，低木層は貧弱である。林内への立ち入りも多踏跡群落の構

成種であるオオバコなども侵入している。

　社叢の保金については祉殿の薦面の常緑広葉樹林と後部の植林地とを連続させるように補植するこ

とが望ましい。また，林内には小径を作って，歩道を歩き，それ以外の林地内には立入禁止にした方

がよい。黒ボクニヒ壌の肥沃な土地条件である。アカガシは樹令も古く，規在の樹勢もさかんで四方に

枝を張りよく整っている。このアカガシが周囲の亜高木，低木と共に生きていける環境づくりをした

しで天然記念物の指定を考慮されるべきであろう。

　59．王子神社　Schrei110ji

　　　　所在地　　横浜市緑区長津田町

　多摩丘陵内の恩田川の支谷南斜而に位置している。社叢の前薗は交通量の多い国道246号線が通っ

ている。付近は住宅地が多く宅地が新しく造成されている。

　参道の前面に30mにおよぶモミの高木が生育するが樹勢は衰えている。祉殿の北欄に常緑広葉樹林

があり，西側にサワラ，ヒノキの植林がある。

　常緑広葉樹林ではシラカシ，カヤ，モミ，ウラジロガシが高木層を占め，亜高木履にはシラカシ，

ウラジロガシ，アラカシ，ピサカキなどが生育している。草本層にはヒメカンスゲが多く，ヤマイタ



96

チシダ，キヅタ，ベニシダ，ヤブラン，テイカカズラなどが生育している。これらの構成種からシラ

カシ群集モミ亜群集の林分と規定される（Tab．10）。

　社殿の西側にはサワラ，ヒノキなどの植林がある。サワラは樹高12mで樹令30年内外と推定され

る。サワラやヒノキは密に植栽されて良好な生育を示している。林床にはアズマネザサ，ヒメカンス

ゲ，キヅタ，ヤマイタチシダなどが生育している（Tab．10）。

　常緑広葉樹林の生育地は基盤の第3紀層の上を被っているロームが比較的うすい。部分的には基盤

の砂層が露出している。しかし，スギ，ヒノキ植林地になっている場所はローム層がかなり厚く適湿

地である。

　王子神社林は国道246号線に乱していて道路からの排気ガスなどの影響を強く受けていると考えら

れる。参道前面のモミのように他の樹木の衰退も考えられる。上部ローム層の流失を防ぐために林内

への自由な立ち入りは厳に禁止されるべきである。また社殿の背後は崖となっているが，斜面の侵食

を防ぐために，粗朶積み，表土の客土，ポット苗による直根性のシラカシ，アラカシなどの幼苗の密

植による斜面保全林形成などの手段を講じることが切望される。

　60．旧城寺　Tempel　Kyulo－ji

　　　　所在地　横浜市緑区三保町

　中山駅の西方で恩田川にのぞむ台地上に位置している。周辺は水田と畑が多く，住宅が点在する古

くからの集落地である。旧城寺はかつての榎下城跡につくられたといわれ，とりでの土塁が残ってい

る。山門の両側の土塁上にはカヤの大木を中心とした常緑広葉樹林が見られる。また寺院の北側の斜

面にはシラカシを主とした樹林がかなりの面積を占めている（Tab．10）。

　山門両わきの樹叢には樹高25mのカヤが湿生している。カヤの大木を中心にアラカシ，シラカシ，

タブノキ，ヤブツバキ，ケヤキなどが密閉した林冠を形づくっている。低木層にもアオキ，　ヒサカ

キ，モチノキ，ヤブッバキなどのヤブッバキクラスの種群が数多く生育している。境内側は下草刈り

や除草が行われている。この樹叢は帯状で面積は比較的せまいが，高木層から低木暦，草本層まで常

緑の植物が多く，各階層が整った群落を形成している。特にカヤの実生の幼苗をはじめとして，常緑

広葉樹種の幼樹が多くみられ群落は安定している。

　寺院の後方の斜面の林分は高木層にはケヤキ，ミズキ，シラカシが生育し，亜高木層には，シロダ

モ，モウソウチク，イヌツゲの樹種がみられる。またスギやヒノキが植栽されている。低木層から草

本層にかけてはアオキ，シラカシ，ピサカキ，シロダモ，ナンテン，ジャノヒゲ，ヤブラン，ヤマイ

タチシダ，オオイタチシダ，ピサカキなどが生育している。土壌は黒ボクで落葉層が厚く，高木届か

ら草本層にいたるまで安定した林相をみせている。種組成の構成からみて，この林分はシラカシ群集

のケヤキ亜群集と判定される。

　寺院の前面は古く植栽された樹木を中心にした群落であり，背面は自然に近い樹林で囲まれてい

る。また，城跡として歴史的な記念物の指定を受けている。

　保全については前面の山門わきのカヤは現在生育良好で樹形も整っているが根元は表土から露出し

ている。土塁付近は清掃がゆき届いているために表土の流失がはげしく，カヤの生育のためには条件

が悪くなっている。根元のまわりにピサカキなどの低木をリング状に植えてたり，そで群落を形成し

て，土塁付近の清掃と下草刈りはできるだけ控えた方がよいと考えられる。後方から西側にかけての

自然林は現在下草も刈られず，枝打ちも行われず入為的影響が少ないので，現状のまま放置されてい

るのが樹林保全の最も良策と考えられる。
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　i日城寺の社寺林は歴史的記念物と調和がとれ，県下の寺林中で最も高く評価される。高木のカヤだ

けにとどまらず，寺林全体とその立地を含めた地域としての天然記念物指定が切望される。

　61．真福寺　Ternpe1　Shinpuku－ji

　　　　所在地　横浜市緑区荏田町

　真福寺は多摩丘陵の早淵川に面した台地斜面に在る。周辺部は丘陵帯の新興住宅地として開けてき

て，農村景観は失われてきている。全面積は1，400㎡，わずかなクヌギーコナラ林がある。

　以前この寺院境内に生育していたイロハモミジは県の指定天然記念物であったが，枯死したので伐

採され，現在ではその株跡に若木が植えられている。

　天然記念物指定を希望されているカヤは境内の山門わきにある。樹高約30mで推定樹令400年とさ

れる。樹勢もさかんで根張り状況も良好である。独立木として樹木の形も整っている。市内でも有数

のカヤの大木といえるが，イロハモミジと同様に山木の指定にとどまらず，林として面的な指定，保

護が必要である。

　62．神明社　Schrein　S｛nmei

　　　　所在地　横浜市瀬谷区富沢町
　神明社は宮沢町の和泉川に面した台地の縁に位置している。周辺は農村地帯で神社をとり囲んで農

家が点在している。台地上には畑地もあるが宅地の開発が進んでいる。

　神社への石段の右手には常緑広葉樹の多い樹林がああり，台地のテラス状になった平坦地はスギな

どの植林地となっている。この植林地の針葉樹はスギ，クロマツ，サワラ，ヒノキが混植されてお

り，樹高は5mから7mの若二二である。下草刈りが十分にされており，林床にはアズマネザサが優

占している。

　常緑広葉樹の優占する林分の種組成はTab．10に示される。樹高25m，胸高直径L3mのシラカシ

の大木を中心としてスギやヒノキが植えられ，ヤブッバキ，ピサカキ，イヌツゲ，シュロなどが自生

している。また低木1習にはシラカシ，アオキ，ヤブツバキ，ネズミモチ，モチノキ，シキミなどの常

緑広葉樹がみられる。林床は刈られているので草本層の高さが低く，被度も低い。しかし種数は冬季

にも30種は出現しており，シラカシ群集と判定される。

　独立木としてはタブノキ（樹高25m，胸高直径1．2m）やケヤキ（樹高30m，胸高直径0．9斑）な

どがある。

　この神社林は相模原面の上位段丘面にあり，ローム麟の厚い基盤の上に黒ボク土壌が被っている。

針葉樹の植林と常緑広葉樹とでは管理の仕方もちがえるべきで，常緑広葉樹の林床は下草刈りをしな

いで多層群落として安定した自然林への復元がはかられるべきであろう。

　63．白旗神社　Schrein　Shirahata

　　　　所在地　横浜市戸塚区晶濃町

　白旗神社は舞岡町の白旗山と呼ばれる丘陵の斜面上にある。前面は柏尾川の支流に開析された谷部

に面している。周辺は耕地整理が行われた農耕地帯で比較的閑静ではあるが，西側を東海道線が通っ

ている。

　神社の鳥居の東側に樹高の高いシラカシを中心にして常緑広葉樹の樹叢がみられる（Tab．10）。シ

ラカシ，イロハモミジ，アカガシ，モチノキ，ヤブツバキ，イヌシデ，ヒイラギなどを高木層にも

ち，低木層にはカマツカ，イヌツゲ，アオキ，チャノキ，ガマズミなどを加えている。また古い常緑

広葉樹林の常として草本層にテイカカズラの被度がきわめて高く，ジャノヒゲ，ベニシダ，ネズミモ
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　Phot．19舞岡八幡LNr．643のスギ林は樹高が30mで生育が良好である。
　　　Fast　30　m　hoherαツμo彬γ～αノ妙。／zloα一Bestand　a！n　Maioka－hachiman　Shinto－Schrei11．

チ，ヤマイタチシダ，キヅタ，ヤブコウジなどのヤブツバキクラスの画論を多数伴っている。この樹

林は樹冠が密閉されていてうっそうとした鎮守の森の形態を示しているが，樹林の面積はせまい。

　白旗山付近は神奈川県におけるスダジイ林域とシラカシ糟糠の境界域でもあり，この白旗神社林は

潜在自然植生の検討のしでも欝欝な意昧をもっている。

　64．　舞岡八幡宮　　Schreill　Maioka－Hacllima11

　　　　所在地　　横浜市戸塚区舞岡町

　舞岡八幡宮は柏尾川支流の日三牒1地域の台地斜懸に在ろ。神社の前lli丁には水田がひらけており，台地

の後方平坦地には雑木林が連なる閑静な環境である。沖積低地の水田の闇から参道が通じており，石

段をあがった．ヒに祉殿が建てられている。全面積2，635㎡のうち神社林の面檀は788㎡でそのほとん

どがスギ植材（である。

　スギ植林は高木簡の高さが約20mで生長は良いが枝先が枯れているものがある。比較的疎植されて

おり，下草刈りが行われ，枝打ちも行き難いている。低木層の被度は低く林床にはクマザサが優占し

ているが，その他の草本植物も多い。植林としては良好であるがスギの枝枯れが気がかりである。

　65。八幡神社　Schrein　Hachirnan

　　　　所在地　横浜市戸塚区吉田町

　横須賀線戸’塚駅から南に500mの台地斜面に在る。周囲は住宅地が密集しており，この神社の一角

だけがスダジイの濃い緑の陰をつくっている。戸塚駅前の市街地から望むとこの八幡神社のスダジイ

林はみごとな鎮守の森となっている。

　スダジイは南向きの斜面に植ええられたものであるが年を経て大木となっている。特に石段へ向か

って左手の大木には胸高直径が2．1mのスダジイがあり，天然記念物指定申請の希望がある。
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　スダジイの林床は児童の遊び場などとしてかなり荒されているので林口の立入りを禁止して林床植

生の圓復，保全をはかりたい。現在高木層を形づくっているスダジイの立派さに比べて低木層以下が

きわめて貧弱である。さらにこの植分の保全をはかるためには，マント群落を形成するために回縁へ

の補植が行われるべきである。

　66．御霊社　Schrein　Gorei
　　　　所在地　横浜市戸塚区田谷町

　御霊社は田谷町の水田地帯を前面にした台地の斜面に在る。周辺は新しい住宅の建築も始っている

が，まだ農村地帯のおもかげを残している。全面積は1，386㎡である。

　神社の境内をとりかこんだ土塁の上にスダジイを中心とした常緑広葉樹の残片がわずかに残されて

いる。高木暦にスダジイ，ケヤキ，アカガシ，タブノキ，ヤブッバキ，モチノキなどが密な樹冠をつ

くっている。最近，低木や周辺の樹木が伐採されてしまったために陽光が林内にはいって樹林の様相

が変化してきている。スダジイ林としては面積もせまく，特に高くは評価されない。

　67．定泉寺　Tempe1　Josen－ji

　　　　所在地　横浜市戸塚区田谷町

　指摘寺は田谷町の水田地帯に面した台地のふもとにあり，田谷の洞窟として知られた寺院である。

周辺はまだ農村のおもかげを残しているが，新しい住宅や工場の進出もみられる。寺院の南側には定

泉閣ヘルスセンターがある。寺領の総面積は約3，700㎡である。

　境内の北側の洞窟の上部にモチノキ，ヤブッバキなどの常緑広葉樹を混生した樹林がある。これら

の中でクロマツ，サクラ類などが高木として生育し観光用に十分に手入れがされてある。社寺林とし

て生態学的観点からは，高い評価が与えられない。境内は比較的せまくて，めだつ植栽木もない。

　68．正法寺　Tempe1　Shoiho－ji

　　　　所在地　　横浜市戸塚区和泉町

　正法寺の寺領は和泉川に廻した段丘斜面から台地上にかけてひろがっている。全面積は4，000㎡

で，それほど広くはないが沖積醐からみあげるとこんもりとした美しい常緑広葉樹林の楓観を示して

いる。段丘の下部は耕作が放棄された水田でヨシやヒメガマが生育しサギが舞っている。東側と南側

には民家が点在し全体としては静かな農村地帯である。

　台地の平坦面にお堂があるが現在は無住寺になっている。墓地は堂を囲んで点々とたてられている

が石塔なども古びていて野仏の感じがするものがある。墓地のまわりには特に常緑広葉樹が多いがそ

の組成がTab．10に示される。植栽されたとみられるシラカシにスギを混じえたこの樹林の林床には

常緑広葉樹の芽生えが多い。地面にシラカシの実が多数落ちている。またシラカシやタブノキの実生

が多数みられる。

　堂の周辺部の境内にも数本のタブノキの大木が生育している。そのうちの最大の樹木は胸高直径

1．2m，樹高は20mを越える。タブノキ独特の大形樹冠を呈して，和泉川沖積地からの遠望でもそれ

とわかる。他にスダジイ，イチョウなどの高木もある。

　県内199の第二次調査対象の社寺の中では，無住の寺はきわめて少なかった。寺院のすべてが境内

から，時には寺林にいたるまで実によく管理されて手入れがゆき届いているのが普通である。しかし

正方寺ではよく自然度が保たれており，それなりにすぐれた景観と自然林としての価値を示している

と言える。墓地は適度に管理されており，周囲の自然環境に対応して竹垣などで囲われている。また

石塔にしても年代のついたものがそのままに使われていて基石の上に季節によっては，ヤブッバキの
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花が散りかかっている。

　常緑広葉樹には結実の良いものとそうでないものとがあり，神奈川県内ではスダジイは比較的悪い

方である。またタブノキも結実してそれから芽生えるのは比較的限られた地域においてである。その

点から正法寺の寺林ではタブノキもシラカシもよく結実して林床には多くの実生が出ているといえ

る。その土地本来の潜在自然植生の主要木を使っての郷土林や環境保全林を形成するためのタブノ

キ，シラカシの種子がこの林では多数得られそうである。

　潜在自然植生の考察の上からみると正：法寺はシラカシ林域とシイ難癖の境界に近い。現在Tab，10

に示された林分は相観的にはシラカシが優醸しているが林内にはタブノキがきわめて多い。今後，遷

移がどどのように進行していくのかも興味をもたれるところである。

　69．東灘寺　Tempe1　Tosen－ji

　　　　所在地　　横浜市戸塚区下飯’田町743

　東泉寺は下飯田町で境川に面した雷状台地の台地縁に位離している。周辺は古くからの集落域で後

：方の台地上はクヌギーコナラ林に隣接している。境内の北側には琴平社（而難聴700㎡）があり，さ

らにその北側に墓地が続いている。

　山門の濃霧にイチョウの大木が二本ある。山門にむかって右側が雄木で胸高直径1．4m，高さおよ

そ25m（横浜市名木古木指定220号）である。左側は雌木で胸高直／蚤ユ，3m，樹高およそ25m（市指

定221号）でよく結実をする。推定樹令は350～360雑とされ，両木ともに生育がよい。

　墓地のまわりにはスギやヒノキが植えられていてよく育っている。また本堂の裏側にはクヌギ，コ

ナラ，　ミズキ，エゴノキ，ケヤキなどの生育している落葉樹を主とする二次林がみられる。琴平社

∫灘　鱗懸．灘灘
：糠1

　一『繋　馨、

恥曝

　雛繍

熱繹

Phot・21寺院に神社が合　1巳され植栽樹がとり囲む（Nr．69東泉寺）。

　　Buddhistischer　TosenliJempel　mit　einem　Shinto－Schrein　vereinigt，　der　unter　groβen　Qκ870κs

　　〃び7s∫ノ彦伍ゲoZ∫α一B湘men　steht．
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の裏側のスギ林の組成がTab．19に示されている。高木層には植栽されたヒノキやスギのほかにミズ

キ，ヤブツバキ，シロダモ，シラカシ，ゴンズイなどが生育している。ヤブッパキの植被率が高いの

で密生した感じがしている。寺林内では，この林分に最も常緑広葉樹がめだつ。しかし面積が限られ

ており，特記すべき植生は他にみられない。

　70．盛徳寺　Tempe1　Seitokし1－ji

　　　　所在地　横浜市戸塚区上倉田町

　盛徳寺は横須賀線戸塚駅から南へ約1kmの線路沿いの台地斜面に位置している。周辺部はかなり

密集した住宅地となり，寺領の一・角だけに樹木が残っている。寺院の全面積は5，000㎡で，社寺林の

而積は約2，000r㎡となっている。

　庫裏はコンクリート健築となっているが，その背後から墓地にかけてスダジイとカシ類の混生した

林がある。この樹林は自然のスダジイ林の中にシラカシを植樹したものとみられる。モチノキ，アラ

カシ，スギ，ヤブッバキ，タブノキ，シロダモなどが生育している。墓地の背後で面積も少なく特に

生態学的な価値が高い林とはいえない。

　山門の前には胸高直径0．7m，樹高23mの樹形の整ったイチョウの高木が生育していく）。

　71．片秀寺　Tempe1　Myoshu－li
　　　　所在地　　横浜市戸塚区吉’田liij’

　妙秀寺は戸塚駅の北東約500mの位置に在り，周辺は密集した住宅地にとりかこまれている。寺領

は南向きの緩斜面に広くとられケヤキなどの大木が植えられている。寺の歴史は約500年と古く，そ

れを物語るようなケヤキの大木が生育している。ケヤキの高木の胸高直径は1．8mもあり，樹高約25

mとなって樹勢もさかんである。地上約1．2mのところで，2つに幹が分かれている。

　妙秀寺の直挿は高木1轡にケヤキ，エノキ，タブノキ，シロダモ，モチノキ，ヤブツバキ，シュロな

どが生育している（Tab．8）。この樹叢は而積はややせまいが夏緑広葉樹が少ないイノデータブ群集

のまとまった樹林である。

　このほかにも，カクレミノの高木もある。胸高直径は0．41n，高さ12mほどである。また，モチノ

キは胸高直径0，6mで幹こそ細いが樹高18mの大木である。しかし，樹勢は哀：えている。

　境内や墓地に植えられた樹は枝打ちがされている。

　72．本心寺　Tempe1　Honko－ji
　　　　所在地　　横浜市戸塚区上f菰〔田

　本興寺は上飯田で境川にのぞむ台地一ヒに位置している。周辺は農村地帯で屋敷林のしげる占くから

続いた農家が点在している。寺院の北側には東海道新幹線が通過しその騒音は寺林内にもひびきわた

っている。

　寺領の全面積は1万坪（33，000㎡）といわれるほど広くて境内のまわりに二次林，植林，常緑広葉

樹林とがみられる。また境内の植栽独立木にも大木がある。第一次調査時に保存したい参道のスギ並

木と報告されたがその後，参道の拡張整備に際してその多くは伐採されてしまった。うっそうとした

杉並木のおもかげは今や全く残っていない。

　本堂の脇にはカヤ，イトヒバ，クスノキの大木が植えられている。

　　　　　木　　　　胸高直径　　　　樹　高　　　　　　　　そ　の　他

　　　　カヤ　1．2m　 18m　　樹i勢はよい
　　　　クスノキ　　　　　1m　　　　　23m　　　　　　　生育はきわめて良好，樹姿整う
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　　　　イトヒバ　　　　0。9m　　　　　20m　　　　　　　地上約3mのところがら10本に分枝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してフォーク型の樹形となっている

　これらの樹木は樹令500年から600年といわれている。

　針葉樹の植林はスギ，ヒノキ，サワラなどが多く植えられていて，何れも生育がきわめて良い。ま

た植林地にはシラカシ，ヤブッバキなどの常緑広葉樹が混生されている。Tab．10には墓地の裏側の

常緑広葉樹林の種組成が示されている。もともとスギの植林地だった所ヘシラカシが混生したもので

範高木層にはシラカシの被度が高い。林床はきれいに下刈りをされていてクマザサが臼だっている。

亜高木層の七二率も高くないので日光はよく透嚇し，しかも黒ボク土壌が厚く堆積している肥沃な土

地で，出現腫類数は多い。台地上にはクヌギ，ミズキ，コナラ，エゴノキなどが高木層に達し，スス

キが林床に生育する二次林もひろがっている。

　保全についてみると，現在本国寺内では墓地の拡張工事が行なわれている。もともと寺有地はが台

地上のほぼ平坦部であり墓地の造成は地形的にはまったく無理なく行なわれている。この台地一帯が

蒸盤のロームの上に肥沃な黒ボク土壌がおよそ30c厩から40c膿の厚さに載っている。相模台地の典型的

な肥沃土壌であり，林地として利用する以外の利用方法も可能と考えられる。

　73．　青　蓮　善　　　Tempel　Seiren－ji

　　　　所在地　　横浜市神奈剤区羽沢1【i∫

　青蓮寺は羽沢町の台地緩暖熱にあり鶴見川の小々谷にのぞんでいる。周辺部には新しく開かれた住

宅地が点々と建っている。金民有面積は約10，000㎡でうち社寺林は4，500㎡‘である。本堂の裏手には

墓地があり，その最上部にカシ類の優旧する常緑広葉樹林がひろがっている。

　高木のアカガシは墓地に隣接していて，樹高およそ13mほどであり，それに続いてヤブッバキ，シ

ラカシ，ヤブニッケイなどが生育している。樹高も低くアカガシが叢生するので，萌芽再生した林と

みられる。この樹林では常緑広葉樹が密生してまとまってはいるが，現状では面積も小さく特に価値

の高い林分とは謡えない。

　なお寺院の境内には古木名木に指定されたイチョウがある。胸高直径0．8m，樹高約201nの大木で

ある。

　74，　最：　月券　　寺　　　Tempel　Saisho－ji

　　　　所在地　　横浜市神奈川区菅田ili∫

　最勝寺は菅田町の台地上で新幹線から約300m西よりに在る。周辺は農村地帯であったが近年新し

い住宅やアパートが楚ち始めている。全薗積は約2，400超でそのうち約1，600㎡がスギ植林，モウソ

ウチク林，クヌギーコナラ林となっている。

　本堂と庫裏の西側にはモウソウチク林があってスギ林と境を接している。針葉樹の植林はスギ，ヒ

ノキ，クロマツなどが植．えられている。この植林内は下草刈りや枝打ちなどの管理をあまり行わない

ので低木層にはシロダモ，シラカシ，ハリギリ，タブノキ，ヒサカキなどが生育している。クヌギー

コナラ林は下草刈りが行われていないので，アズマネザサの被度が高い。

　県の天然記念物指定希望がだされていたタブノキは胸高直径1．2mで生育は良好である。しかし，

参道側の枝が全木の約％も伐り払われてしまって，樹形が全く変わってしまっている。すぐ近くに建

てられたアパートの日照のためと思われるが，これによってタブノキの天然詑念物候補木としての価

値は減少したといえる。



104

　75．薬王院　Tempe1　Yakuo－in

　　　　所在地　横浜市神奈川区七島町
　薬王院は七島町の台地にあり，18，0001㎡の敷地をもっている。周辺は住宅の密集地であるが，この

寺院の崖地から墓地にかけては緑が多く，近郊緑地および緑地保存地区となっている。墓地をふくめ

ておよそ5，000nfにわたってケヤキなどの樹木が生育しているが，いずれも単木的で樹林を形づくる

に至っていない。

　本堂の背後の宮地には高木が2憾あり，それを中心にした低木林があるが，群落として，十分に持

続できるだけの面積を占めていない。傾斜は約35。で巾8m，長さは40mである。林縁性のマント群

落の構成種群が多分に見られる。

　境内の独立木はケヤキ（樹高17m。枝先に枯死部分があり，樹勢はよくない）。イチョウ（樹高18

1n），タブノキ（樹高12m，墓地内の独立木），スダジイ（樹高8m，枝ばり不良）などがある。

　76．専霊寺　Tempel　Sensho－li

　　　　所在地　横浜市神奈川区長田田∫

　油谷寺は第3京浜道路の西側約1K厩の菅田町の台地上にある。周辺は農村地帯で，谷部には新しい

住宅が建てられている。総面積は約8，000㎡あり，そのうちの約半分が社寺林である。近郊緑地に指

定されている。

　境内の北側には針葉樹の植林がある。スギ，サワラが周辺部に植えられ，中心部にはクロマツが植

えられた植林がある。El当りがよく，樹木の生育はきわめて良好である。また下刈りや枝払いなどの

管理はあまり行われていない。低木層や草本履の被度が高く，林内にヤブッバキクラスの種類がかな

り多い。

　本堂前の参道の左右には対称的にイチョウの大木がある。横浜市古木名木指定30号，31号である。

この2本は枝払いが行われてイチョウ本来の樹姿をまったく失っている。二本とも樹高約18m，胸高

直径0．7mである。

　77．本覚寺　Teme1　Honkakuj
　　　　所在地　　横浜市神奈川区高島台

　青木橋の西側の台地の斜面にあり，官辺は道路や鉄道および住宅地である。約10，0001㎡と広い寺領

の中に建物と墓地が配置：されている。樹立は纂地の闘の約15mの幅をもつ斜面に生育している。ミズ

キ，タブノキ，シロダモ，ケヤキ，ヤブツバキ，モチノキなどが樹林を形成している（Tab．8）。低木

層，草本履にも常緑の樹種がかなり多く，イノデータブ群集と判定された。樹叢のある斜面は巾もせ

まく，傾斜は急である。管理としては墓地内のために，下枝打ちや周辺部の草刈りが行われている。

　本覚寺は横浜開港当時に領事館にあてられた歴史的な由緒の深い寺院である。周辺は横浜駅にも近

く交通の要所にあたっている場所である。市街地内の限られた樹林として独立木を含めての保存が考

えられるべきであろり。

　78．浄滝寺　Tempel　Joryu－li

　　　　所在地　　横浜市神奈川区幸ケ谷

　浄滝寺は神奈川Xの京浜急行線沿いで東神奈川駅の北東約500mの位遣にある。周辺は密集した住

宅地で，寺領は線路の南側に約4，500㎡の面積をもち，寺院と墓地が配列されている。

　樹林は本堂の裏側の基地との境に11長｛およそ12m，長さ50mにわたって帯状に配列され一ている（Tab．

6）。高木層は植栽されたイチョウとスダジイ，ケヤキ，カキノキ，モチノキ，カヤなどが生育してい
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る。イチョウは雌株で結実がよく，草本層にはその芽生えが多数育っている。

　高木届の被度が低く，しかも樹林の面積がせまいので林内にはヨウシュヤマゴボウ，ムラサキカタ

バミのような外来種やヘクソカズラ，イノコズチのような好陽草地性の植物の混生がみられる。

　市街地の寺院としては面積も広く独立木も比較的多数植栽されている。また広い寺院内にはススキ

草原やマント群落も散見される。樹林については特に指定するほどの価値は認められなかった。

　79。長門寺　TemPeエChodo－ji
　　　　所在地　横浜市神奈川区菅田町

　長導寺は第三京浜道路沿いで沖積地のやや小高いところにある。全面積は約5，000㎡であり社寺林

は3，000㎡である。

　本堂の後方は台地上まで，ゆるやかな南向き斜面で，ここに常緑，夏緑広葉樹の混生林がある。常

緑広葉樹種はスダジイ，シラカシ，アラカシで，それにクロマツが混生する。常緑広葉樹と共にコナ

ラ，クヌギ，エゴノキなども目だつ。林内の一部に墓地がつくられている。

　文化財指定希望のイチョウは境内の夫婦イチョウである。これらは現在横浜市の名木古木に指定さ

れている（32号，33号）。雄株は樹高20m，胸高直径1mとやや小さい。雌株は樹高22　m，胸高薗径

Llmで両：方とも生育良好である。雌株は多数の果実をつけ，その重さで枝も折れるほどである。2

株はおよそ1mの距離で並び立っていて，このように雌雄が相寄って大木となる例は県内にも比較的

少ない。

　天然記念物指定については，イチョウの生育環境を含めての検討が要望される。

　80．歯面寺　Tempel　Bugen－li

　　　　所在地　横浜市神奈川区三ツ沢西町

　国道1号線沿いで三ツ沢公園の西側にあり，寺領は広い面積を占めている。自然林は本堂の東側に

あり，ケヤキの大木が優請している。墓地の周辺にもケヤキ，シラカシなどの大木がよく生育してい

る（Tab．10）。

　シラカシ優占の林分は本堂と庫裏と滝川との問の北向き斜面にみられる。高木層にはケヤキが優占

する。ケヤキは境界木として植栽されたようにも推定できるが，いずれも樹高20m以上できわめて良

好な生育ぶりを示している。高木層には他にシラカシ，ムクノキ，ウワミズザクラ，シロダモ，ヤブ

ツバキ，ピサカキなどが生育している。いずれも被度は高い。また低木層や草本層にも常緑のアオキ，

シラカシ，ヤブニッケイ，シュロ，　ピサカキ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，ヤマイタチシダ，ベニシ

ダ，キヅタなどの種油が生育している。

　以上の構成種群からのこの林分はシラカシ群集のケヤキ亜群集と判定される。土壌はA層が厚く黒

ボクの肥沃な土壌である。

　この林分のまわりには垣根がめぐらしてあり一般の立ち入りはできない。下草刈りや枝打ちはまっ

たく行われず倒木もそのままで自然の状態が保たれている。ただ一部にプラスチックなどのごみが投

棄されている。寺領，寺院林がかなり広い面積をもっているので鳥類をはじめとする野性動物の生息

もよくみられる。

　墓地およびその周辺にはシラカシ，ケヤキ，エノキ，シロダモなどの高木が繁って豊かな緑地帯を

形づくっている。また境内にはイチョウの高木があって横浜市の古木名木に指定されている（47号）。

樹高およそ25磁，胸高直径1．4m，推定樹令は600年とされている。またこの緑地は横浜市の風致地

区となっている。
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　寺林の保全について考察すると，豊実寺の寺林は国道一号線から約50rnへだたっている。シラカシ

群集ケヤキ亜群集の林分に生育しているスギは梢の部分が枯れて衰退がめだつ。豊顕寺は古くからの

名刹として知られ，その寺林は市街地化した三ッ沢地区に残された最後の自然の緑地帯である。した

がって厳正な保護の手をうって，残存シラカシ群集の樹林の保全をはかるべきだと考えられる。

　81．春日神社　Schrein　Kasuga

　　　　所在地　川崎市中原区宮内

　多摩川下流の沖積地に生育している神社林である。周辺はかつては古い集落が発達していたが現在

は住宅地となっている。多摩川の古い自然堤防とみられる微高地上に位置している。春日神社の歴史

も固く，また付近の民家には屋敷林がよく発達している。

　神社の鳥居のわきと社殿の背面に樹林がひろがっている。群落としてのまとまりには欠けるが植生

調査はTab．10に示される。これらの林分は高木層には川崎市内の神組二によく植栽されるイヌシデが

高木として繁茂生育している。またボダイジュも植栽されたものらしいが，生育は良好である。自然

植生の樹種としては，タブノキ，スダジイ，シラカシの3種が共にみられる。他にはヤブツバキクラ

スの構成種としてのシロダモ，モチノキ，アオキ，ビナンカズラ，ヤブニッケイ，キヅタ，ヤブツバ

キ，ヤブラン，ベニシダ，ジャノヒゲ，ヤツデ，シュロ，ネズミモチなどである。

　林床には帰化植物の侵入もかなり多く，たとえばイヌムギは35％も林床を被う。またヒメオドリコ

ソウ，セイヨウタンポポも生育している。林内への日光がよく入射している。

　現在，この樹林の構成種にはスダジイ，シラカシ，タブノキがみられる。様々な種群が混生してお

り，群落の規定がかなり困難である。また林床への人の立ち入りが原因となって草本植物や低木につ

いても，いろいろな群落の構成種が侵入しており，雑然としている。したがって，ヤブツバキクラス

のスダジイ群団に属することは明らかである。主な構成種の組み合わせからシラカシ群集に規定され

る。しかし，様々な入為的干渉によって代償植生の構威：種群が混在している。

　このシラカシ群集の樹林は沖積地にかなりまとまった痢積をもっている。神奈川県東部の潜1積地の

祉寺林にはこれほどの規模の常緑広襲樹材（は他に例が少ない。したがって沖積地の潜在自然植生を考

察する場合のモデルとしての意味をもっている。シラカシ群集域とヤブコウジースダジイ群集域0）境

界に近いことが判定される。

　樹林とその立地の保全については，現在川崎市文化財として林内への立ち入りが金面的に禁」．しされ

ている。社寺林形成への植樹はスギ，ヒノキなどの常緑針葉樹に限定しないでヤブッバキクラス林の

主要構成種を主にすべきである。神社の境内続きであっても清掃後の塵芥は林内に捨てないような留

意がのぞましい。また境内の柱立木地と林との問にマントあるいはソデ群落の機能をはたす群落をピ

サカキ，アオキ，ネズミモチなど帯状に列植して形成する必要がある。

　82．神明社　Schrein　Shinmei

　　　　所在地　川崎市多摩区高石
　多摩丘陵の小田急線読売ランド駅の北西方1kmの丘陵上に位羅している。周辺はかつて雑木林に

かこまれた丘陵であったが現在では，テラス状の宅地造成が行なわれて，住宅が多くなっている。

　神明社の社領はかなり広い面積を占めており，その中心部にあたる丘陵上に社殿と境内がある。周

辺部は種々の木立ちとなっているが，その主なものは針葉樹の植林，アカマツの混つた落葉広葉樹林

およびカシ類の混生している落葉広葉樹林である。

　常緑広葉樹のカシ類の混生する落葉広葉樹林はTab・18に示されている。ウラジロガシの大木を中
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心としてイヌシデが優片している林分である。ウラジロガシは樹高約201nで社叢中では最も古木であ

る。それに植樹されたヒノキが混生している。この神明神社林は，よく下草刈りがされており，低木

層はきわめて貧弱である。また草本層の種数は多いが発達は良好とはいえない。神社林の管理として

毎年の定期的な全面的下草刈りは，二次遷移の進行を妨げるものである。

　なお，神明社の樹林は昭和42年に川下市の風致保安林としての指定を受けている。

　83．諏訪神社　SchreiηSuwa

　　　　所在地　州崎市多摩区生田

　諏訪神社は小田急線よみうりランド駅から南へ1．5kmの多摩丘陵内にある。周辺は約10年ほど前ま

では閑静な農村地域であったが近時，学校やアパートが建設され，一般住宅も次々に建てられて昔日

のおもかげを失っている。

　諏訪神社は丘陵の緩斜面上にあり，社殿にいたるまで約100η軽にわたづて参道がつけられている。

この参道は巾が10数メートルで中央に道があり，その両側に樹木が植栽されている。ス毛　クロマ

ツ，ケヤキ，シラカシ，モミなどの樹種が約40本ほど植えられている。これらの樹木の中には樹高20

mで，推定樹令が200年ほどの大木もある。しかし，植物群落としてみると，これらの樹木は列植さ

れていて，高木，亜高木層を占めるが，低木，草本層はきわめて貧弱であり，面積も小さく，安定し

た林分とはいいがたい。

　社殿の後方には，常緑広葉樹種を混生する二次林があり，コナラ，カマツカ，シロダモ，ピサカキ

などが生育し一ている。

　天然記念物の指定希望があるが，そのためには，この参道沿い樹林の幅を30m以上に拡張すべきで

ある。そうして，現在ある高木や亜高木にさらに同じようなシラカシ，シロダモ，アラカシなどのヤ

ブツバキクラスの主要構成種の低木を補植する方策が考えられる。参道の人の歩く部分は現在2～3

mあるがこれも，可能な限度までせまくして，マント状にとサカキ，アオキなどを手植することが望

ましい。参道の樹木のみごとさでは川碕市内でも有数のものであり，樹林形態として復元しながら，

立地と共に保護していきたい。また諏訪神社の周辺の二次林にも常緑樹種がかなり多く，遷移も進ん

で鎮守の森の形を整えてきている。

　84．岡上神社　Schrein　Okagami

　　　　所在地　川崎市多摩区岡上

　川崎市の飛地岡上の丘陵上にあり，東京都の鶴川から子どもの国に通じる都道沿いにある。この道

踏は自動車の交通董が多く，その影響は神社の植物にも及んでいる。

　参道の両側にスギ，サワラ，シラカシなどの植栽樹によって樹林帯が形づくられている。樹林帯面

積はきわめてせまく植生調査を行うに十分なほどの群落ではなかった。社殿の裏にも，きわめてわず

かな植栽地があるにすぎない。車道近くのスギ，サワラなど針粟樹の枝枯れが目立つ。

　社寺林として現在特に保全する価値のあるものとは考えられず，また将来にわたっても社寺林が形

成されることも難かしいとみられる。

　85．白山社　Schrein　Hakusan

　　　　所在地　川崎市多摩区王禅寺

　白山社は多摩丘陵内の鶴見川の小支谷に面している。周辺にはクヌギーコナラ群集の二次林や，水

田があって典型的な田園景観を呈している。300mほど北側には百合丘の造成地がある。
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　基盤．の地質は柿生泥岩層であり，その上を被う関東ローム層は比較的うすい。土壌は褐色森林土壌

で，立地は乾性である。

　社殿は丘陵の斜面中腹にあって，その前面に植栽されたスギ，ヒノキなどが生育している。植栽樹

にはクスノキのように立地に適合しない種もあって，生育は必ずしもよくない。これらの樹木のあい

だにアズマネザサ，ピサカキ，テイカカズラ，ヤブコウジなどが生育している。低木層となるピサカ

キなどは下刈りを頻繁にしているので生育が悪い。

　社殿の前面に植栽されていたモミは樹高20mの大木になっているが，現在では樹．勢が払えている。

社殿の西側の二次林にはクヌギ，コナラ，エゴノキなどの落葉広葉樹が生育している。

　現況ではこの植栽地は，まったく森林の形態を呈していない。このま～では神社林とは言い難い。

立地固有の白山神社林を形成・存続させるためには，まず，林内の下刈りをしないことが前提とな

る。また，この立地の潜在自然植生はシラカシ群集モミ亜群集と判定されるので，立地に適した主木

のシラカシの補植をすることが望ましい。県の文化財指定については，郷こヒ林としての組成，形態，

構造が時間をかけて創造された上で改めて，検討されるべきであろう。

　86．月読神社　Schrei11　Tsukiyomi

　　　　所在地　川崎市多摩区上麻生

　鶴見川の北側の丘陵一【二にあり，周辺は新しく開かれた住宅地である。全面積2，945㎡のうち，周辺

部にヒノキ，サワラ，アカマツなどの植林地がある。社殿をとりまくこれらの植栽地は帯状に幅がせ

まくまとまった林相を示していない。その外側にクヌギーコナラ林が続いているが，面積もせまく草

地生の植物が多い。

　天然記念物指定の希望があるが，この林は自然度も低く現状では，高くは評価され難い。

　87．白鳥神社　Schrein　Shiratori

　　　　所在地　　川崎市多淫区片平

　川崎了［了北部の多1埜丘陵で，麻生川北側の丘陵上面に1姉ぜ1監：している。周辺はクヌギーコナラ林が点在

している。

　第1次調査の際にはスギ，ヒノキ，クスノキなどの植栽樹の林床にピサカキ，シラカシなどが混生

した樹林があって動物群集も豊かに生息していた。1973年の二次調査時には小EI≡1急新線の建設のため

に白鳥神社のまわりの樹林は伐採されてしまい，わずかに社殿前にスギ，ヒノキが数10本残されてい

る。

　ヒノキは樹令約30年頃密植されており，面積はせまい。ヒノキ楠林の下草には約30種類の主として

草本植物の生育が記録された。周辺は私鉄の開通によって，さらに開発が進められ，住宅地化が進ん

でいる。現況では，県の文化財に指定するほどの価値は認められない。

　88．御嶽神社　Schrei11　Mitake

　　　　所在地　川崎市多摩区栗木

　多摩丘陵内の鶴見川支流の麻生川の谷頭に神社は位置している。基盤は柿生泥岩層で，その上に関

東ロームの比較的厚い被覆がみられる。周辺部の低地は水田や畑に，丘陵地の斜面はクヌギーコナラ

林に利用されていて，新しい住宅もほとんどなく田園景観が残されている。

　御嶽神社は全面積1，289前で社寺林は無い。隣接した民有の棊地からスダジイの植栽地が境内へと

続いている。スダジイは22mと樹高も高く，アカマツ，シラカシ，スギ，ヒノキなどと低木のピサカ

キ，シラカシなどが混生している。神社の周辺の常緑広葉樹の植樹帯は幅がせまく，外側の私有地の
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クヌギーコナラ林へと続いている。

　御嶽神社は現在のところ，神社の森として特に著しい特性はみられないが，川崎市内には静寂な田

園環境にある神社が数少なくなっている現状から，周辺の景観をも含めての保金には意義がある。丘

陵の小支谷から長い石段をのぼる参道は鎮守の森への道として市内でも数が少ない景観といえる。多

摩丘陵の中部以北では，しばしば墓地に植栽されたスダジイの大木をみることがある。御嶽神社に続

く墓地のスダジイも樹高15mのこんもりとした樹叢を形づくっていて，多摩丘陵に特徴的な景観の一

つとなっている。

　保全については社殿の周辺の二次林の伐採を禁止し，ここにシラカシなどの常緑広葉樹の育成をは

かる。また参道も現在のままにして，下刈りは最少限にとどめることが望ましい。

　89．言意神社　Schrein　Shirumori

　　　　所在地　川111奇市多摩区里川

　多摩丘陵内の三沢川上流で丘陵の緩傾斜地に位置している。周辺は水田や畑が多く古くから集落域

であり，民家が点在する。

　汁守神社は小台地上にある。斜面部に常緑広葉樹林があり，シラカシ群集と判定された。高木層に

シラカシ，アラカシが生育し，亜高木層にはヤブッバキ，ヒイラギ，シラカシなどが生育する。しか

し低木層と草本層は貧弱である（Tab．10）。

　台地上部にはイヌシデ，ヤブツバキ，ヒノキ，スギが生育している。このイヌシデ林はTab．18に

イヌシデ群落としてまとめられた。林床は下刈りが行われているので貧弱である。

　90．十二神社　Schrein　Juni

　　　　所在地　川崎市多摩区万福寺

　多摩丘陵内の鶴見川の小支谷に擁した傾斜地にある。生育地の基盤は柿生泥岩層といわれる泥岩で

ロームの被覆は比較的うすい。商道町田街道と小田急線が神社の南側を通っている。

　鳥居から社殿にかけて参道の両側に常緑広葉樹林がみられる（Tab．10）。樹高20mのモミ（植栽され

たものとみられる）を中心にイヌシデ，スギ，ヒノキが高木籍に生育している。モミは樹勢が悪く，

スギは，ほとんど枯れかかっている。亜高木層はアラカシ，ウラジロガシ，ピサカキなどの常緑広葉

樹が優占し，その間にスギが植栽されている。ウラジロガシとアラカシは一度伐採された切株からの

萌芽によって再生したものである。種組成的にはシラカシ群集モミ亜群集に所属する林分である。

　林床は傾斜が急なために人があまり立ち入らないので，テイカカズラが一面に被っている。また一

部では下草刈りが行われており，ピサカキが生垣に枝をはっている。イヌツゲ，ジャノヒゲ，ヤブコ

ウジ，ヤマイタチシダ，オクマワラビ，ピサカキなどのヤブッバキクラス林の構成種が多く生育す

る。またタマノカンアオイが数株みられる。

　このシラカシ群集モミ亜群集は，社領の南側の約50。の急傾斜地に最も典型的な林分がみられる。

社殿の東側はクヌギーコナラ林に続いている。

　川1奇市内の社叢としてはめずらしく，林床が保存されている一例といえる。参道の階段以外を人が

歩行しないような配慮を行い，さらに十分な林床植生の保全を行うことがのぞましい。植栽樹のモミ，

スギ，ヒノキなどの樹勢の衰退や枯死には町田街道の自動車の排気ガスの影響なども考えられる。シ

ラカシ，アラカシその他の常緑広葉樹の補植が望まれる。
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　91．　武州柿生琴平神社　　Schrein　Kotohira

　　　　所在地　川1奇市多摩区王禅寺

　神社は多摩丘陵の鶴見川の小笹谷に面した傾斜地に位遣している。神社林の東側には市道が通り，

その先には大規模な宅地造成が行なわれている。社殿の西側には二次林が点在している。社叢の下部

はローム層がかなり厚く堆積しているが，⊥部には柿生泥岩層の露出がみられる。

　社殿の東側の斜爾にはアカマツ，エゴノキ，スギ，ハンノキ，ヒノキ，ヤマザクラ，ヤマモミジな

どの生育する混生林がある。低木層にはピサカキやヒイラギ，草本層にはジャノヒゲ，イヌツゲ，タ

マノカンアオイ，ヒイラギなどが生育している。この神社の樹木の多くは植栽されたものとみられ

る。そこに裏参道が設けられており，下刈りがたえず行なわれている。また，斜面が急なために境内

から土砂が林床に流入している。

　管理が行き届き，社寺林として特筆することはない。

　92．　　日　ヰ支宇申社　　　　Schrein　Hieda

　　　　所在地　川崎市中原区上丸子山王町

　日枝神社は多摩川右岸の沖積地に位置している。周辺は密集した住宅地で商店街も近い。

　神社は約！，800㎡の敷地をもつが社叢は全く無い。社殿のまわりにはケヤキをはじめとする高木が

列植されている。ケヤキは樹高が20から25mにもなっていて，推定樹令は100～200年とされている。

ケヤキの他にはカヤ，スダジイ，シラカシの高木も数本生育している。塑高木層や低木層を占める植

物群はきわめて貧弱であり，樹林を形成するに至っていない。

　境内は遊び場となっており，高木の根元が踏まれたり傷つけられたりしている。保全の方策として

は高木の下層へ低木類の補植を行い，樹木の根元への立ち入りを禁止した方がよいQ川崎市の沖積地

には樹林帯がきわめて少なく，その意味では保全の必要性がある。

　93，影向寺　Tempe1　Yogoj
　　　　所在地　　川崎市高津区野飼

　影向寺は多摩川沖積地をのぞむ，台地上にあり，周辺地は古い農家と新住宅地となっている。

　寺は奈良時代の天平年問に時の天皇の命により僧行基によって建立されたと伝えられる川崎市内き

っての古刹である。その後，種々の伝説をうみ，寺の入口に置かれた影向石は長い間人々の信仰のま

ととなっていた。寺の仏像は市の文化財に指定されている。

　寺院のまわりにはケヤキなどの大木がそびえてはいるが，森林を形成するにはいたつていない。わ

ずかにモウソウチク林が50㎡の菰積を占めている。

　境内のイチョウの大木は胸高直径2．4mで推定樹令700年とされている。根張りは良好であるが，台

風時に枝が折れ，その後送金のために枝切りされた。そのために樹姿は不整である。

　94．泉福寺　Tempel　Sellpuku－ji

　　　　所在地　川崎市高津区馬絹

　寺は多摩丘陵内で鶴見川支流矢上川の上流に面した緩傾斜地にある。前面には県道が通り，東側に

は国道246号が走っている。かつて「馬絹の枝もの」として有名であった花木栽培の畑の多くは住宅

地とかわっている。

　泉福寺には寺林はないが境内には多くの植栽樹がみられる。その中ほどにイチョウの大木があっ

て，県道，国道からものぞまれる。イチョウは樹高およそ35m，推定樹令600年とされている。樹勢

もよく枝の張りも良好で，紡璽形の樹姿が整い，川崎市内でも有数のイチョウである。
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　独立木としての選ばれる場合の天然記念指定候補の一つと考えられる。周辺の生育環境を含めた保

全が望まれる。

　95．妙楽寺　Tempei　Myoraku－ji

　　　　所在地　川埼市高津区長尾

　溝ノロの西方2kmの地点で，多摩川に面した台地上に位麗している。

　本堂の後方の小道を境として面積はせまいが密生した常緑広葉樹林がみられる。高木層を構威して

いるケヤキ，タブノキ，ウラジロガシは樹形が整い遠くからでもよく望める。ヤブッバキ，ウワミズ

ザクラ，イロハモミジ，ムクノキなども生育がよい。また林床にはアオキ，テイカカズラ，ヤブラ

ン，タブノキ，ヤブコウジ，ジャノヒゲなどが多い。川崎了【了内の林床には比較的少ないキツネノカミ

ソリ，ソバナ，カラタチバナの生育もみられる。

　妙楽寺の常緑広葉樹林は植物社会学的にみれば特にまとまっているとはいえない。しかし，構成種

群の上からはかなり特徴があり興昧がもたれる。近くには高東根のシラカシ林もあり，付近一帯がま

だ，比較的二次林の多いところであり，地域としての保全が望まれる。

　96．法泉寺　Tempe1　Hosen－li

　　　　所在地　川崎市多摩区菅
　川崎市最北部の多1禁丘陵にあり，沖積地にのぞむ緩傾斜地に約3，000㎡の寺林がある。周辺は農村

地帯に新しく瀾けた住宅地である。寺の南側には大規模な団地の造成が予定されている。よく手入れ

された境内から墓地に続く道の脇に常緑広葉樹の多い林とその先にモウソウチウ林がある。

　高木層がイロハモミジ，ヤブツバキ，ピサカキ，モウソウチクで占められる樹林にはベニシダ，キ

ヅタ，ヤツデ，テイカカズラ，ジャノヒゲなどのヤブツバキクラスの構成種が多い。しかし，マンリ

ョウ，オモト，ナンテン，ウメなどの植栽種もあって，下刈りや枝払いなどの寺領の管理がよく行き

漏いている。

　モウソウチク林はモウソウチクが高木屠に密生して日光の透入が悪いので，低木層や草本層の発達

はよくない。ピサカキ，ヤブツバキ，マンリョウ，キヅタ，ベニシダなどが点々と生育している。

　寺院の境内から嵜林にかけては面積も限られている。寺林の自然度も高いとはいえない。法泉寺の

境内は子之神社と続いている。子之神社にはスダジイの下等があり，将来の保金はこの両方を含めて

考えるべきであろう。

　97．延命寺　Tempel　Enmyo－li

　　　　所在地　川崎市幸区都町

　寺院は工業都市川崎の住宅街の中にあり，近くには国道1号線が走っている。寺領は面積約4，200

㎡の広さをもつが，その大部分は健造物と墓地で占められている。

　墓地の前壁に植えこみがあり，タブノキとモッコクの高木が生育している。タブノキは樹高18m，

胸高直径0，7mで，主幹の中ほどが枯損しているが樹勢は盛んである。モッコクは樹令300年と推定

され，樹高15m，胸高直径0．4mで，生育は良好である。この2本の大木をとりまいてヤブッバキ，

イヌツゲ，シュロが植えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。、　ノ

　タブノキとモッコクについて璽の天然記念物指定の希望が提出されている。2本の高木のみに限ら

ず，その周辺の植生を整備するという条件をつけた⊥で再検討されるべきであろう。
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　98．王禅寺　Tempel　Ozen－li

　　　　所在地　川崎市多摩区王禅寺

　寺領は，多摩丘陵の鶴見川の小支谷の谷頭に位置を占めている。王禅寺は鎌倉時代には真言宗の本

山として栄えた寺とされ（大沢　1962），地名もこの寺に由来する。江戸時代までは格式高い名刹で

あったようであるが，現在は周辺の各地の大規模な宅造などの開発のあおりを受けている。数年前ま

では静かな雑木林に囲まれた環境であったが，近くに凍子力センターが設置され，さらに大規模な宅

地造成がすすめられている。

　社寺林としてまとまったものは無いが，しいてあげれば山門付近の植栽樹を含む群落がある。ケヤ

キ，ヤブッバキ，スギ，イロハモミジが高木層を占め，低木は貧弱で草本層にジャノヒゲ，クマワラ

ビ，キヅタ，スイカズラ，ヤブコウジ，ベニシダなどのヤブツバキクラス林の構成種が混生してい

る。この樹林は面積もせまく，また入為的な影響が強くみられる。

　境内のカキノキは多摩区の柿生一帯に広く栽培されている禅寺丸という晶種の原木といわれる。樹

高は12mで高くはないが，根まわりが大きい。山門前には，手入れのされていないウメの列植があっ

て古寺に趣きをそえている。

　王禅寺の植生は現状では十分な面積をもたず。自然度も低い。

　99．長念寺　Tempel　Chonen－ji

　　　　所在地　川崎市多摩区登戸

　長野寺は多摩川の沖積低地上にあり，周辺には畑地が多く，古い農家が点在していた。最近では新

しい住宅もふえてきている。

　イチョウが山門の内側に2本並び立っている。山門に陶かって左側の樹木は樹高約16m，胸高直

径1．1mである。右側の樹木は樹高約18m，胸高直径1mである。推定樹令はともに300年で樹勢は

さかんである。

　イチョウの周辺には特に植栽樹はなく，独立木として単立している。一方の樹木には竹垣がめぐら

されて，樹幹を傷つけないように配慮されている。

　文化財指定については，周辺の生育環境を含めて整備した上で再検討されることが望ましい。

　100．全竜寺　Tempel　Zenryu－ji

　　　　所在地　川崎市中原区下・」・田中

　全野寺は多摩川から1．5kmほど西側の沖積低地上にあり，周辺は住宅と耕地が相半ばし’ている。寺

院は新設された自動車道路に面して30mほどの参道をもっている。

　社寺林はまったく無いが，境内のほぼ全薗に若令の樹木が植栽されている。クスノキ，ヒノキ，イ

チョウ，ケヤキ，ユズリハなどで特にめだった大木や古木はみあたらない。墓地周辺にもケヤキの若

令樹が散見される。

　一般の寺院では境内を種々の用途に使うために広い面積の植栽は行われないことが多いが全竜寺で

は境内の約半分の面積に樹木が植えられている。

　今後は寺院の周辺部で住宅化がさらに進み，住宅密集地となると予想される。その頃にはこの全竜

寺領内は緑地帯としての多様な機能をもつことになることが期待される。

　101。了源寺　Tempel　Ryoge靴li
　　　　所在地　川崎市北加1芽哩〔

　了源寺は加瀬山と呼ばれる台地上にある。加瀬山は下末吉台地から浸食によって離れて島状になつ
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た台地の末端で，川崎市内では最南端の台地である。この台地には古代の遺蹟があり，また古墳群も

知られている。

　了源寺はこの台地の上面平坦地にある。寺林としてではないが，本堂に裏側のイチョウの高木を中

心とした樹叢がある。イチョウは樹高約25mで加瀬山で最も高い。季節風の方向を示す梢は北側に向

き整ったほうき形の樹型を示している。イチョウを中心にして，スダジイ，タブノキ，ケヤキ，サン

ゴジュなどの前議がある。

　また境内にはヤブッバキ，ケヤキ，タブノキ，エノキなどの高木が生育している。なお加瀬山全体

についてみると上部は公園とされて植栽樹木が多くみられるが北側の斜面にはごく一部分に自然林が

残っている。この自然林は川崎市の最南端の自然林であり，ヤブコウジースダジイ群集とされる。そ

の他にも二次林としてのミズキ林も生育している。川崎市有地および了源寺などをはじめとする数社

寺の所有地となっているようである。これらの樹林の保金についてはまったく手がつけられない現状

にある。

　102．三浦神社正八幡宮　　Schrein　Miura

　　　　所在地　　横須賀市大田和

　三浦神社正八幡宮は小田和湾から約2km内陸へはいった地点で小田和川に面した緩斜面上に位置

している。周辺は大楠山から武山に続く丘陵地で，前面には沖積地の水田がひろがり，いかにも鎮守

の森といった景観を示している。長い参道に続く鳥居の上部には4・面積の常緑広葉樹がある。モチノ

キ，マテバシイなどを主としており鳥居や草ぶき屋根の拝殿とよく調和が保たれている。

　まとまった千悔のある樹林は銅板ぶきの本殿の背後にみられる。樹高18mのスダジイの高木を中心

としてアカガシの萌芽で特徴づけられる樹林である。アカガシ，ヤブツバキ，カクレミノ，シロダモ

などが高木属を高い被度で被っている。したがって林床にはほとんど陽光がささず，低木層では種

数，被度ともに低くなっている。この斜面は，丘陵の回錐地であり，土壌も黒土で厚く，落葉届も豊

富である。

　三浦半島の社寺林は海からの影響を大なり，小なり受けるものが多いが，三浦神社では丘陵内の小

支点に典型的な神社林とみられる。樹林は特にすぐれた植物群落とはいえないが周辺の田園景観とと

もに小じんまりとした社殿と鎮守の森としての樹林との調和がよく保たれている。

　103．宗教法人三島社　　Schrein　Misima－sha

　　　　所在地　　横須賀市武

　三島社は小田和湾から内陸へ約2kmはいった三浦半島の丘陵部を占める武山の北斜面にある。周

辺には古くからの民家が点在しており，まだ静かな農村の田園景観が保もたれている。

　神社は低い丘陵の上にあり，土壌は黒ボク土壌が厚く堆積している。社殿をとり囲むようにしてス

ダジイの植栽木がきわめて良好な生育を示している（Tab．7）。このスダジイに続いて常緑広葉樹林

が斜面全体を被っている。常緑樹種はスダジイ，タブノキ，モチノキ，ヤブツバキを主としており，

低木層にも，カクレミノの被度がきわめて高い。カクレミノは海岸性の小高木で三浦半島には多くの

自生がみられる。しかし，この三島社の林のように高い被度で出現する例は比較的めずらしい。ま

た，林床にはシダ類をはじめとする草本層が多く生育している。これらの種の組み合わせからみる

と，本社林はホソバカナワラビースダジイ群集の林分と判定される。横浜市の富岡八幡宮の社寺林な

どと同様に，スダジイの林分で，かなり土壌の厚い立地に生育している。

　また，この林分に続いて植栽されたとみられるックバネガシの大木が数本ある。横須賀市および三
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浦市ではホソバカナワラビースダジイ群集の群落が比較的少ないようであるが，三島社に現存してい

るホソバカナワラビースダジイ群集の林分はその意味で重要と考えられる。

　104．十二神社　Schrein　JLmレsha

　　　　所在地　横須賀市芦名
　．．卜二神社は御堂山地区の海岸に面した斜面に位置している。周辺には現在なお漁村のおもかげを残

している集落がひろがっている。社殿は海風を受けにくいような微凹地に建造されているが，境内木

および北東側の斜面の樹林はきびしい北西の季節風をまともに受ける立地に位置している。

　境内の樹木はイチョウとサンゴジュで特徴づけられる。イチョウは胸高直径約0．9m，．樹高18mに

達する高木である。この木の樹形は激しい季節風のために著しいフラッグフォルム（旗形）を示して

いる。亜高山の針葉樹などでは，旗形樹形はしばしば見られるが海岸の樹木では比較的めずらしい。

イチョウは風の影響を受けて樹形が変わり易い樹木であるが高い枝から気根がさがり，のぼり形をし

た歯軸はきわめて特徴的である。

　サンゴジュは関東地方が自生の北限にあたり，多くの場合植栽されたものである。大形の葉が密に

繁るので，垣根などに普通よく利用されている低木である。十二神社のサンゴジュは亜高木にまで生

育して，樹高の最高は12mほどに達している。樹幹は赤褐色で胸高直径は20cmから30cmまでもあり，

このような樹木が6，7本も生育している。

　社殿の北西側にはわい生の風衝低木林がみられる。樹冠はブラシではいたように一斉に揃ってい

る。樹種はタブノキ，カクレミノ，ヤブツバキなどの常緑樹を主としている。この樹林も北西の季節

風に激しく影響されることを示している。夏の静かな凪の日には想像もできない自然環境のきびしさ

を植物は樹形を変えて如実に示している。

　105．叶神社　Schrein　Kano
　　　　所在地　　横須賀市東浦賀

　叶神社は浦賀湾の湾口の丘陵斜面にある。その神社林は，浦山髪の港町でわきめて典型的な自然度の

高い鎮守の森となっている。浦賀一一帯には神社や寺院によく↑｝㌻緑広葉樹林が保存されているが，中で

も東林寺から続く吐神社のみどりは海の美しさとよく調和が保たれて，すぐれた景観を示している。

標高531nの山頂まで，ほぼすべて常緑広葉樹林で被われている。

　叶神社の境内で特…筆されるべきものは石段参道の両側のソテツである。ソテツは九州以南には自生こ

するが関東地：方ではよく庭園に植栽される。叶神社のソテツは石段のせまいテラス状地いっぱいに10

数本を叢生させている。石段の左右に2株あり，生育はきわめて良好である。このような大ソテツは

県内でも比較的少ない。

　常緑広葉樹林の調査表はTab．8に示されている。これはいずれもタブノキを優占するものであ

り，このタブノキは素心されたものとみられる。しかし生育はきわめてよく，自然に近い樹林を形づ

くっている。植生学的にはイノデータブ群集と判定される。

　勝海舟断食の地とされる丘陵の山頂付近にはスダジイの；優占している林分がみられる。Tab．6の

3に示されている。尾根上のやや平坦地で棊盤の露出がみられる立地である。

　神社林の保全について考察すると叶神社の社林はいかにも鎮守の森らしい林相をもち三浦半島の沿

岸にある神社としては第1級の景観を保っている。現在神社林内にはあまり人も立ち入らず，自然に

近い植生とその立地が調和を保っている。この状態をさらに存続させることが望ましい。
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　106．諏訪神社　Schrein　Suwa

　　　　所在地　　4黄須賀市大津

　横須賀市の罵堀海岸から約500m内陸側の台地の山足部に位置している。周辺には大津：高校があり

住宅がやや密集している。基盤は泥岩で社殿のうしろ側は露出して急な崖地となっている。

　スダジイ林は社殿の背後で密生した樹林を形成している（Tab．6）。スダジイとモチノキが優占

し，そのほかにヤマモモ，フジがみられ，璽高木層にはタブノキ，カクレミノ，スダジイ，イヌビワ，

ピサカキ，ヤブツバキ，マテバシイなどを主とした常緑広葉樹から構成されている。低木層のヤツデ，

アオキ，トベラ，ネズミモチ，草本層のベニシダ，テイカカズラ，オオイタチシダ，マサキ，シロダ

モ，ヤツデ，ピサカキ，キヅタなどヤブツバキクラスの種群から構成されている。このような樹林は

本殿の背後に約8mの幅で帯状にひろがっている。

　…般にこのようなせまい幅の樹林には陽光や風の透入が林内にあって，林床の植物がそれらの影響

節受けやすいが，諏訪神社の場合は小面積ながら，よくまとまった林相を示している。このような樹

林は，県下の東京湾沿いなどの産業立地，交通施設，都市部やその周辺部に積極的に立地の潜在能力

に応じた緑の環境創造をする場合のモデルとして考えられる。また，森林の構成種．にヤブツバキクラ

スの構成種が高い比率を占める事も特徴の一つと考えられる。

　107．諏訪大神社　　Schrein　Suwadailillja

　　　　所在地　横須賀市緑ケ丘
　横須賀港に面した台地の斜面に位置している。隣接地は病院でやや静かだが斜面下部は横須賀の市

街地で商店が密集している。社林のある斜爾はかなり急で碁盤の逗子シルト岩層の鋸出が多くみられ

る。

　社殿の南側斜面の樹林はケヤキとアカガシの植被率が大きい。そのほかに高木周にはタブノキ，カ

ヤが生育し，亜高木層にシロダモ，モチノキ，ヤブツバキ，カゴノキ，ホルトノキなどが生育する

（Tab．8）。低木層にはヤブッバキクラスの構成種である，シロダモ，アオキ，ピサカキなどととも

にイズセンリョウがみられる。林床植．物ではベニシダの植被率の高いことが特徴としてあげられる。

諏訪神社林は群落構成晶群の組み合わせからイノデータブ群集と判定される。

　このイノデータブ群集の樹林に生育するカゴノキ，ホルトノキ，イズセンリョウの3種は最近横須

賀市および三浦半島金体からみても次第に減少している樹種である。また境内にはヤマモモの大木も

あり生育は良好で根張りもよい。社殿の背後のスダジイの樹林は面積がやや狭いがまとまった林相を

示している。

　神社林に続いた公園地から人々が林内に立ち入って林床を荒らしている現状にある。トベラ，シャ

リンバイなどの常緑低木植物を心心に帯状に紹1面して，マント群落を形成して，森林内への立ち入り

を禁止して草本層や低木層の保全をはかる必要がある。

　108．白髪神社　Schreln　Shiragami

　　　　所在地　　横須賀市野比中村

　白髪神社は野比海岸の汀線から約400mほどはいった丘陵南斜面に位置している。社林は社殿裏の

小山全体にひろがってみごとな鎮守の森の景観を示している。第1次調査によればこの裏山は神社に

属さないものとされる。海に面していて，東京湾からの海風をまともに受ける地形にあり，境内には

かなり風衝樹形がみられる。

　イチョウの高木は胸高直径1m，高さ約22mであるが，著しい旗形樹形を示している。強い海風の
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影響から枝先が枯れて，樹勢はきわめて悪く枯死寸前である。また，胸高直径60cmほどのエノキとみ

られる枯死木もある。その他にもイチョウやケヤキの蓑退した樹木が数本見られた。

　境内木の弱勢に比較して，白髪神社裏山の常緑広葉樹林はみごとな生育を示している。樹高は8～

12mであまり高くはないがよく密生している。主な樹種は，イヌビワ，ヤブッバキ，シュロ，シロダ

モ，ヤブニッケイ，カクレミノなどである。

　109．東蔵寺　Tempe1　Tozo－ji

　　　　所在地　横須賀市佐島493

　小田和倉に面した台地の斜面に東蔵寺の樹林約800㎡が，ひろがっている。佐島地区への入口にあ

り，土質基盤は三浦層群の砂岩で，平均35。の急傾斜で表層の土壌はうすい。斜面に樹林がある。

　樹林はアカガシとスダジイを伐採したあとの萌芽が生長したもので，樹高15mで林冠は密閉してい

る。林床には低木類および草本植物がきわめて少ない。この樹林は三浦半島で自然植生を皆伐したあ

とに再生する萌芽林と同質のものと判定された。

　境内にはイチョウ（樹高約18m）があるが特に大木とはいえない。

　110．東漸寺　Tempel　Tozen－li

　　　　所在地　　横須賀市武

　横須賀市の小田和1湾から東方へ約1。5km，　IEi三11i奇街道に面した丘陵斜面に東漸寺は位置している。

広い寺領の中に植栽されたとみられるクロガネモチの高木で特徴づけられる。

　参道の北東側には．数本のクロガネモチからなる樹叢がみられる。その最も大きいものは胸高直径

0．6m，樹高17mにおよぶものもある。この一角にはモチノキ，スギ，タブノキなども生育している

が，亜高木層，低木層の樹木がみられず植生調査は行なわれなかった。

　境内の主な吊木には次のようなものがある。

クロガネモチ

　　〃

ク　ス　ノ　キ

タ　ブ　ノ　キ

1

2

胸高直径　　0．8m

　　　　　O．6m

　　　　　O．7m

　　　　　O．4m

このタブノキは樹勢が哀訴している。

高　さ 20m

17m

20m

18m

　寺林の保全について考察するとクロガネモチは植．栽されたものとみられるが，県内の社寺にもこの

ように本数が多い例は．珍らしい。この樹叢を囲こんで亜高木層や低木層が揃った多層群落として安定

した樹林に発達させていくことが望ましい。

　111．光心寺　Tempe1　Koshin－li

　　　　所在地　　横須賀市衣笠栄町

　光心寺1よ国鉄衣笠駅から200m北にはいった1⊥【地の中腹で周辺は住宅地となっている。寺林は丘陵

斜面の砂岩言上にあり，うすい褐色森林土壌の上に生育している。

　本堂わきの樹林はスダジイ，ヒサカキ，タブノキ，アカガシなどが密生した常緑広葉樹林である。

その立地は傾斜度が40。もある急峻な地で人手もほとんどはいっていない。山地斜面の下部から中腹

にかけてラ土壌の厚い場所にはタブノキが生え，土壌のうすい場所にはスダジイが生育している。

　尾根部にかけての斜面は常緑広葉樹と落葉広葉樹の混生林である。常緑広葉樹種がかなり多く，人

手もあまりはいっていないので自然林への回復が進んでいる。
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　112．大松寺　Tempd　Daisho－ji

　　　　所在地　横須賀市小矢部

　衣笠公園南東部の丘陵の斜面に位置している。周辺には団地ができているが比較的閑静な住宅地で

ある。基盤の葉山層群の上にローム層が厚く被い有機質に富んだ黒ボク土壌を形成している。

　寺院の本堂と庫裏の周辺に常緑広葉樹林がみられ，その外周にはスギの植林やコナラの二次林がみ

られる。

　本堂の背後の常緑広葉樹林はモチノキ，マテバシイ，ヤブッバキ，アカガシ，スダジイなどからな

る。樹高15mであまり高くなく，萌芽再生したものもみられる。低木籍や草本層の植被率も比較的低

い。この樹林はマテバシイ植林としてまとめられた（Tab，19）。

　また庫裏の背後の樹林は植生の高さも20mと高く各階層が比較的よく発達している。カクレミノ，

イヌビワ，トベラなどの海岸性の構成種が多数生育しており，ジュズネノキなどの変生低木植物もみ

られる（Tab．8）。この林分はイノデータブ群集としてまとめられた。

　現在イノデータブ群集を主とする大松寺林は横須賀市の環境保金林に指定されている（昭和49年3

月）。面積もかなり広くまとまった樹林としてAクラスにランクづけされている。

　113．真福寺　Tempel　Shinpuku－ji

　　　　所在地　横須賀市吉井田］’

　真福寺は久義民駅から北に約1kmの丘陵の斜面に位遣している。周辺にはまだ水田もあって静か

な田園地帯である。…帯の丘陵斜面には伐採されたあとにアカガシが再生した一一斉林がみられる。

　真福寺の本堂の裏側の樹林は面積はせまいが高木層にタブノキの大木があり，それを中心にしてケ

ヤキ，カラスザンショウ，ムクノキ，シロダモ，クロガネモチ，スダジイ，ヤブツバキ，ツルマサキ

などが高木層を占めている。これらのヤブツバキクラス林の種群を中心として，林床には，シダ植物

や常緑広葉樹種および常緑植物が生育している。

　114．東福寺　Tempe1　To∫uku－li

　　　　所在地　　横須賀市速力：ll賀

　東福寺は浦賀湾の西側丘陵斜面に位賦している。寺林は南西向きのかなり急な斜面に発達してい

る。山門の前にはイチョウの高木がそびえたっている。胸高直径約0．7m，樹高はおよそ18mに達し

て，樹木の姿もよく整い生育もよい。

　本堂の北西部には墓地が階段状に設けられているが，その間にもタブノキ，ケヤキ，ヤブツバキ，

モチノキ，クスノキなどの高木が多数散生して，相観的には常緑広葉樹林とみなされる。

　本堂わきの南東向き斜面の樹林にはヤマハゼ，ムクノキ，エノキなどの落葉広葉樹にタブノキ，マ

テバシイ，モチノキ，シロダモなどの常緑広葉樹種を混生している。低木層にはヤブッバキが多くみ

られ，草本層は比較的貧弱である。三浦層群の母岩が露出して，土壌の生成は悪く，群落はヤブコウ

ジースダジイ群集と判定される。

　浦賀湾一帯の社寺には比較的常緑広葉樹林の残存林分が多くみられる。菓福寺に近い叶神社の下祉

にも残存林があり，保全をはかる場舎には，これらの祉寺をすべて含めて，できるだけ広域的に計画

されることが望ましい。

　115．八幡神社　Schrein　Hachiman－jinja

　　　　所在地　　平：塚市浅間町

　平塚市役所の南に位遣する八幡神社は，ii倒鉄平塚駅から北へ400　m，海抜高7，5m，相．模川と花見
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川にはさまれた臨海沖積地．」二にある。

　八幡神社の植生は敷地面積計24，000㎡のおよそ％がスダジイ，クスノキ，アラカシなどの常緑広葉

樹と，一部は植林されたヒノキ，アカマツなどを中心とする林分で占められている。林内は除草，落

葉かきがひんぱんに行われており，林床植生は貧弱であるが，一部は人の侵入が禁．止されており，林

床に常緑植物の生育が多くみられる。アカマツ，スギ，ヒノキなど用材として利用される樹種の他

に，高’木層を構成する主な樹種としては，スダジイ，マテバシイ，アラカシ，クスノキ，カヤ，ケヤ

キなどがあげられる。

　平塚市の市街化が今後一層進むとき，八幡神社台は市の中心部に残存生育する郷：ヒの森として，r1了

民の健金な生活環境を保証し，市民がE｛常生活において常に接し得る身近かな緑として位概づけられ

る。したがって，八幡神社林の文化的また環境保全林，災害防．Lヒ林としての機能と相対的価値の増加

がユ切イ寺さオτぞ・Q

　116．面恥寺　Tempel　Myoe11－li

　　　　所在地　　平塚市土屋

　秦野市と’r塚布との境界に近く，金鞠llに近い妙圓寺には，裏ll．1林としてアカマツ林とコナラ林が

生育する。

　スギも．…部植栽されているが，アカマツが高さ10mを超え高木第1層を占めている。そのド／“｝にイ

ヌシデ，コナラなど夏緑広葉樹が生育する。低木層および島本層には潜在自然植生のシラカシ群集の

構成種であるシラカシ，アラカシ，ピサカキ，ヤブッバキ，ヤブラン，ヤブコウジ，キヅタの生育も

みられる。アカマツ林に接してイヌシデとコナラの二次林もみられる。いずれの林分も自然度は決し

て高いとは言えない。地所内にはコモチシダが重縁の母岩が露出した湿潤地にみられる。

　117，愛宕神社　Schrein　Atago

　　　　所在地　　平塚市万1三日字1重ギ前

　東海道本線大磯駅の北，海抜200m弱の高麗山の北辺・1了ll．．ド端で花水川沿いの沖積地に愛宕神社は位

i猷する。

　紳社の境内の大部分は開放景観域として，子供達の遊び場を提供している。境内の植生は周闘を疎

にとり剛む形でクロマツを中心にクスノキ，スダジイ，エノキ，ケヤキ，イヌシデが生育する。

　118．荘厳寺　Tempel　Soge11．一li
　　　　拶〒　《E　ま也　　　　♪1～＝塚醤了i寓イ製174

　荘厳寺は平塚市高根の花水川に面した台地高膝に位置していそ。南無はかなり急な台地縁となり，

北側には花水川の沖積地が広がっている。

　寺の参道には種々の植栽樹が生育し，本堂の周囲には庭園が設けられている。南側の台地斜面には

二次林やその伐採跡がみられる，特にまとまった林地は認められない。

　119．南金目神社　　Schrehl　Minami－kallame－linja

　　　　所在地　　平塚市南金目

　南金目神社は南金目の金目川に面した段．船上にある。周辺は畑の多い農業地’吊；であり，まだ閑静さ

を保っている。境内にはムクノキの大木があり，北側の川に面した斜醐に神社林が帯状にひろがって

いる。

　ムクノキは，胸高直径1．！mで樹高約28mに達している。枝はよく繁茂していて樹木の姿が整い樹

勢もきわめて盛んである。
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Phot．22　金目川に沿った斜面の祉叢（Nr．119　南金目神宅1二）。

　　Minami－Kaname　Shinto－Schreinwald　auf　dem　Hang　am　Kanamegawa－Fluss．

　このムクノキを含む北側斜瀬の森羅くの植生調査結果はTab．8に示される。タブノキが高木層に優

占しており，ケヤキ，アラカシ，エノキ，イヌシデなどが混生している。また林床にはヤブランをは

じめとしてジャノヒゲ，オクマワラビ，イノデなどが生育している。以上の構成種からみて，この群

落はイノデータブ群集のケヤキ強群集と判定される。平塚市の北部の潜在自然植生を考察する上で，

重要な残存林とされる。群落の面積がせまく，一一部に草刈りが行なわれている。より自然度を高める

ために，参道沿いの草刈りを最少限にとどめる。道路と樹林の境界に低木のトベラ，ピサカキ，ネズ

ミモチ，ツツジ類などを補翻して，マント群落を形成すべきである。

　120。円覚寺　Schrei1／露ngal〈u－li

　　　　所在地　鎌倉市山ノ内
　鎌倉五山の第二として有名な円覚寺は山ノ内の北鎌倉駅北鱗乏の一一つの谷を占めている。山内はおよ

そ30，000㎡の面積をもち，その中に数多く’建造物が配齪、され，その閥に植栽橘が生育する。また谷の

小支谷奥には自然に近い森林が残されている。山内には，いたるところにスギが植樹されて50～70年

の樹令の大木が多い。

　梅院奥の回錐地の植生は高木層には植栽されたスギのほかにミズキ，イロハモミジ，シュロ，タブ

ノキが生育している。林床には湿性要素のヤマネコノメソウ，ワサビ，ウワバミソウ，カテンソウ，

ジャゴケなどが生育し，スダジイ林やタブノキ林とは異った趣きを呈している。

　禅堂の北側にはかなり密なスダジイ林がみられたが今圃は植生調査が行われなかった。

　境内のビャクシンは鎌倉市の天然記念物に指定されている。ビャクシンはヒノキ科の高木で庭園や

祉寺によく植えられる。高さは12n1とあまり高くはならないが幹はよく肥大している。幹や枝がねじ
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れて生長するのが特微であり針状葉だけをつける。

　円覚寺は古都保存法によって特別保存区域の指定をうけている。

　12L瑞泉寺　Telnpe｝Zuisen－ji

　　　　所在地　鎌倉市二階堂
　鎌倉によくみられる小谷の奥に寺院があり，それをかこむ複雑な地形の台地斜面および台地上に樹

林がみられる。

　境内はスイセンで知られるが野生の一重咲きのスイセンは南向きに開けた谷で陽光を受け北風がさ

えぎられるので春早く開花する。またウメもこの寺院の特色であり，オウバイの古木は市の天然記念

物の指定を受けている。

　周辺の樹林はスギを中心とする針葉樹の植林，オニシバリーコナラ群集の二次林，常緑広葉樹林の

三つが相観的に大まかに把握される。スギは50年ほどの樹令で，管理がよくされており，生育も良好

である。

　スダジイ林はTab，5に示される。瑞泉寺から天園にいたるハイキングコースの両側にみられる。

スダジイ優占の樹林でスダジイをはじめとしてアラカシ，タブノキ，シロダモなど常緑広葉樹の種群が

高木層を占めている，低木層，草本層にもアオキ，ヤブツバキ，ヤツデ，イタビカズラ，ピサカキ，

ベニシダ，ジャノヒゲ，ヤブラン，ビナンカズラなどが生育し，群落学上はヤブコウジースダジイ群

集アカガシ亜群集に規定される。このヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集は一般に鎌倉では内

陸部の尾根や急斜面⊥の土壌のきわめて浅い乾性立地に見られる（宮脇・原田他　1972）。

　寺林の保全について考察すると，瑞泉寺の寺林のの中で牛も三に重点的に保護が必要な林分はヤブコウ

ジースダジイ群集である。これらの林分はハイキングコースの道沿いにあり，営内ヘハイカーなどの

立ち入りが多くみられる。ヤブコウジースダジイ群集は薄い土壌の⊥に生育しているので林床破壊が

植生の破壊へつながるので厳璽な保全への注意が必要とされる。

　122．長勝寺　Tempe1　Chosho－ji

　　　　所在地　　鎌倉市大町

　長勝寺は鎌倉と逗子を結ぶ県道沿いにあり，大町の台地の斜面一帯を占める。全面積は35，149㎡で

かなり広く境内にもゆとりがある。霊園をめぐる斜面には常緑広葉樹を混じえた樹林がみられる。

　本堂南側の斜面の植生1よ，スダジイやミズキの高木にヤブッバキ，イロハモミジなどの亜高木がか

なり密に生育している。低木層と草本層にはベニシダ，テイカカズラ，キヅタ，ヤツデ，ヤブニッケ

イ，ネズミモチ，ジャノヒゲ，シャガ，ヤマイタチシダなどのヤブツバキクラスの種類がきわめて多

い。しかし，この調査林分は面積も狭く，特にすぐれた景観を示す常緑広葉樹林とはいえない。墓地

の南側にあった樹叢は伐り払われており，その跡にはイノデが生育している。

　長勝寺は古い歴史をもち，境内はゆったりして寺有地も広いので，これらを生かした総合的な自然

環境づくりが考えられて，現在の常緑広葉樹林が生かされるような施策が望まれる。

　123．江ノ島神社　　Schrein　Enoshimaづinja

　　　　所在地　　　藤沢市江ノ島

　江ノ島神社の寺林は江の島ノ台地上から北側を主とする斜面約85，000㎡を占めている。民家や観光

施設が占める島のいわゆる目ぬき通りを除く多くの地区が神社の所有地となっている。

　資料旧江ノ島分校わきのテラス状地の林分の種組成は高木層，亜高木層にスダジイ，タブノキ，イ
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ヌビワ，シロダモ，モチノキなど生育がみられる。また草本層にはフウトウカズラ，ホソバカナワラ

ピ，イノデ，ベニシダ，オニヤブソテツなどのシダ植物が多く生育している。またこの林分中に生育

しているノシランはユリ科の常緑草本植物であり，ジャノヒゲを大形にしたような形態をている。自

生は紀伊半島以西，あるいは南関東以南といわれている。江ノ鳥のノシランが自生とすれば北限自生

地となる可能性がある。

　その他にも島内にはヤブコウジースダジイ群集，イノデータブ群集，マサキートベラ群集などの常

緑広葉樹林がみられる（宮脇他　1971）。また島の海岸近くにはイソギクーハチジョウススキ群集な

どの断崖草原もみられる。一神社の社有地としてこのように数種類の自然植生がみられるのは他に例

が少ない。

　現在江ノ島神社は保安林および風致地区としての指定を受けている。古くからの有名な観光地に開

けた江ノ島は昔ながらの土産物屋と数軒の旅館が主として北側にかたまって設置されている。しか

し，南側の自然域には長い間必要にして最小限にしか手がつけられなかった。明治になってから山頂

に植物園が設けられ，また平和塔などの観光施設がふやされた。さらにこの20年来，北東部に埋立地

ができ，架橋工事が行われた。ヨットハーバーの設置によって島の東側の断崖植生はかなり影響を受

けたとみられる。

　元来江ノ島は海中に取り残された無始をもつ島でその斜面が急峻だったために緑が保持されてき

た。江ノ島の自然や植生を護る立場からはこれ以上の地形変更をすることなしに植物的自然の遣産を

守る方策をたてられるべきであろう。

　124．海蔵寺　Tempe1　Kaizo－ji
　　　　所　在　土色　　　　　／」＼1ヨヨ療了捗早）1【

　海蔵寺は東海道線の早川駅北西の約300mの地点にある。石垣山城趾のある1！1から，なだらかな斜

面が相模湾におちこむ小さな谷部にある。北西風は山にさえぎられる温暖な地であり，周囲はみかん

畑にかこまれている。山門の東側には住宅が並びはじめている。

　境内にはバクチノキの高木が2本生育している。バクチノキはビランジュともいわれるバラ科の常

緑高木であり，同地には国の天然記念物に指定されたバクチノキがある。バクチノキは関東地方以西

の温．暖な地に生育することが知られている。海蔵寺のバクチノキは樹高約17m，胸高直径0。6mと，

同じく16mで0．6mの2本であ1），その名のように樹皮がはがれて赤褐色の樹肌が露呈されている。

勘定樹令は150年とされて，根は表土から露出している。樹木は現在特に樹勢がよくないので，根元

の保護をはかることが望ましい。

　またコウヨウザン，スギ，クロマツなどが境内に生育している。その他にスギ林がある。

　125。真福寺　Tempel　Shinpuku～ji
　　　　（瑠璃由薬王院真福寺）

　　　　所在地　　小田原：市早川

　国鉄早川駅西400mにある真福寺は東海道線，国道1号線，東海道新幹線にはさまれており，付近

にはミカン山も少なくない。観音堂裏手にはタブノキ，ケヤキの高木がみられる。参道脇にはタブノ

キ，シダレザクラ，ッッジ類，ヤブニッケイなどが比較的密に生育するが，下草刈りや落葉かきが行

なわれ林床植生は貧弱である。
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　126。紹太寺　Tempel　ShQtai－li

　　　　所在地　小田原市入生田397－4

　箱根登1⊥［鉄道入生田駅から北へ200mのところに位遣する紹太寺は塔ノ峰からのびる山地が早川に

けずられてできた沖積暦と接するところにある。ウラジロガシが特微的に生育している。

　紹太寺の墓地周辺はTab．14に示されるようにウラジロガシを主とする樹林が生育している。ここ

には位置的には臨海部であるが，植生学的にはウラジロガシ，アラカシを始めシキミ，ナンテン，ヤ

ブソテツなど内陸性のいわゆるカシ林の性格をもつものとされる。しかし，この林分は人聞の干渉が

強く，生育地が限られている。

　127．白川寺　Tempe1　Shiramille－ji

　　　　所在地　茅ケ崎市下寺尾
　白峯寺は茅ケ崎市北部の・1・出川東方の台地しに位置している。南側に県道寒川一藤沢線が通り，周

辺は農村地帯でスギなど植林地と畑がめだつ。

　寺院の全醐積は約5，800㎡で寺林は境内の前面と東側とにある。境内前面の傾斜上也にはスダジイ，

ヤブニッケイ，タブノキなどの常緑広葉樹が列植されている。樹高はそれぞれ10mから15mあり，よ

く茂っている。しかし，醐積はせまく安定した樹林をつくるほどではない。

　境内の東側にはクロマツの植林地がある。樹高9mほどのクロマツは枝先が枯れていて生育状況は

きわめて悪い。また植林地で普通にされているような下枝払いや下草刈り，あるいはつる切りなどが

まったく行れていないようである。駅内にはアズマネザサをはじめとしてシオデ，シロダモ，モミジ

イチゴ，クヌギ，タラノキなどが70％の被度で生育している。墓地の喪側にあったクロマツ林は皆伐

されているQ

　128．三島神社　Schrein　Mishima－lillla

　　　　所在地　　茅ケ崎市萩園

　三島神社は相模川ノi三岸の平地で県道寒川線沿いに位置しているQ周辺には新しい住宅も建ちはじめ

ているがラ農村地帯の景観を残している。

　神社の全面積は約2，000㎡であまり広くはない。そこにタブノキやケヤキの高木が生育している。

生育樹種は，植生調査〔128」に示されているが樹林となっているのではなく添木的に植栽されている

だけであるQ社殿の裏は空地になっていて．・1111：原状である。

　県あるいは市の天然記念物指定希望がだされているが，現在の状況ではその価植が低いと判定され

る。

　129．妙伝寺　Tempel　Myode11－ji

　　　　所在地　　茅ケ崎市」是

　寺院は堤の沖積地に面した台地縁に細岡している。周辺は農村地帯であり，新しい住宅が散見され

る。昭和49年には寺院の前面に道路が建設され，単声に農地整理もすすめられている。農業調悠区域

として，農村景観が比較的保たれている環境である。

　樹林は寺院の西側と身辺側にわずかな面積で残されている。西側の樹林は寺院の地境に列植されたシ

ラカシの高木を中心として帯状にのびている。シラカシ，ケヤキ，スダジイが高木層を占め，モウソ

ウチク，タブノキ，モチノキ，アラカシ，シロダモなどが生育している。低本層以下にも常緑の種類

は多くみられる。林床植生の被度は低く，ヤブガラシ，イノコズチ，トコロ，サルトリイバラなどの

陽生植物が生育している。北側の樹林はスダジイが多く列植されており，谷部からみると，こんもり



Phot　23（茅ケ崎　三島神社　Nr　128）

　　　　沖積低地にはまとまった社寺林はきわめて少なく残存木が点在する。

　　　　M匿shma－Shmto－Schreln　1n　Chzgasakl　auf　der　alluvlalen　Nlederungsf盈che

　　　　mlt　Rest－Baumen　des　alten　Schreln－Waldes．
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　　騨甥
φヤ評筆　　’幣．r’

　謹即糞．・

欝気鷹

・∴磁籍鱗献1

PhGt．24　逗子市　1一【．［ノ根　1藍野神社〔130コの幽く内

　　乾性立地一しのヤブコウジースダジイ群集

　　Unterwαchsdes　Ardisio－Castallopsietum　sieboldii
　　von　Shillto－Schrein　Klumallo（Yamanone，　Zushi）．

と茂ったお寺の森に見える。いずれの樹林も植物社会学的にみると自然度も高くなく，現状では特に

注目すべき林分とはいえない。

　寺院の入口にはタブノキの大木がそびえ覧ている。胸高直径1．2m，樹高およそ18mである。生育が

よくタブノキ独得の積乱雲型の樹冠が整っていて妙伝寺のシンボルとなっている。

　この樹林はシラカシ群集ケヤキ1臣群集と親定された。

　130．熊野神社　Schrein　Kumallo－jinla

　　　　所在地　逗子市山の根

　熊野神社は国鉄逗子駅の北方の山地斜面に位鍛している。周辺は閑静な住宅地であり，社殿の周囲

は常緑広葉樹に囲まれている。

　境内の前面にはタブノキの大木が2本生育している。いずれも樹高およそ24m，胸高直径1rnに達

する大木でその根元は癒醸しているが，各樹木は何れも樹勢が良く，枝張りも十分でタブノキの姿は

整っている。樹令約200年とされる。

　社殿の三方には常緑広葉樹林がみられる。西側の林はスギの高木を伴っている樹林でTab．6に群

落組成が示される。植樹されたスギは良好な生育を示している。亜高木層以下には，常緑植物が豊富

である。スダジイ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，タブノキ，アオキ，ヤツデ，ヒサカキ，テイカカズ

ラ，ベニシダ，ビナンカズラ，ジャノヒゲ，シロダモ，イタビカズラなどである。棊盤は泥掛層で，

その上のロームの被覆はきわめてうすい。土壌はやや乾性であり，ところどころに母岩の鋸出がみら

れる。
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　社殿の東側のシイ林の組成はTab。6に示されている。樹高は9mで低いが植被率90％で密閉した

林冠となっている。高木層を形づくる樹種は10種類もあり，スダジイが優占し，ヤブツバキ，トベ

ラ，モチノキ，タブノキ，イヌビワ，ヤブニッケイ，ヤマグワ，カラスザンショウ，アカメガシワが

混生している。低木層と草本層にも出現種数が多く，アオキ，テイカカズラ，シャガ，ベニシダ，イ

タビカズラなどが見られる。スダジイの芽生えも多くみられる。南西向きの斜面で陽光の透入が比較

的多いため，草本魍の被度が高いのではないかと考えられる。立地は40。の急傾斜地であり，黄褐色

森林土壌はきわめてうすく，十分発達していない。いたるところに基盤の逗子シルト層が露出してい

る。樹高が低いところがら，この林分は皆伐後に再生した樹林とも考えられる。しかし，種組成の上

からはやブコウジースダジイ群集と判定される。社殿の後背部は常緑広葉樹と落葉広葉樹の混生林と

なっている。

　神社林の保全について考察すると熊野神社は閑静な住宅地の裏山にあって典型的に鎮守の森の植生

を保っている。境内の前面に植えられているタブノキの大木は立地の潜在自然植生を象徴的に示して

いる。やや緩傾斜地には土壌が堆積してイノデータブ群集の立地となり，母岩の露出した南向き斜面

はヤブコウジースダジイ群集の立地となっている。逗子市の山の根から久木にかけての一帯の常緑広

葉樹林のほとんどがこのタイプの樹林とされている。

　保全については現在の通り，廓内に人が入りこまない事が第一の条件とされる。さらに社殿後部の

樹林をより安定した自然林へ復元が計られれば理想的である。

　131．岩団寺　Tempel　Ganden－ji

　　　　所在地　　逗子市久木
　がんでんじ
　岩殿寺は久木の南向きの谷戸に広い面積を占める寺院で，堂や伽らんが点在しその間に植栽された

樹木が多く，緑の多い地区といえる。南側はきわめて閑静な住宅地となっているが，ユ到竣の尾根の北

側には新しく開発された住宅地が接している。碁盤となる逗子シルト層の露出がみられ，その上を被

う関東ローム層は比較的薄、・。

　植栽樹にも比較的多くの常緑広葉樹種が使われて落ちついた庭園となっている。表層土を削りとっ

たあとの逗子シルト層の上にはコモチシダ，ミツデウラボシ，マルバウツギおよびコケ類が生育する

岩隙植生がみられる。サザンカ，ヤブツバキ，マサキ，アオキ，ナンテン，オモト，モチノキ，ジャ

ノヒゲ，ヤブランなどを配した参道が続きよく手入れをされている。

　谷戸の斜面は大部分がコナラ，エゴノキなどの生育する二次林でその下に常緑広葉樹が点々と混生

している。

　尾根近くの崖の斜面に生育する自然林はTab。6に示される。高木のスダジイ，コナラ，ヤブッバ

キ，イヌビワ，クスノキ，サンゴジュなどが生育する。低木層と草本層にはかなり種類が多い。アオ

キ，スダジイ，タブノキ，アラカシ，ピサカキ，ヤツデ，ツルグミ，シロダモ，ジャノヒゲ，ヤブコ

ウジ，ヤブラン，ベニシダ，テイカカズラなどのヤブッバキクラスの植物が多い。また，海岸近くの

植．分に多くみられるマルバグミ，ツワブキ，トベラ，カクレミノも混生している。これらの種組成か

ら岩殿寺のスダジイ林は，ヤブコウジースダジイ群集の林分と判定される。

　寺院林の保全について岩画伯をみると面積も広く，西歴720年建立という歴史の古さと相まって寺

林の環境としてはきわめて恵まれている。二次林の復元がさらに進めば県内でも有数のすぐれた寺林

となる可能性がある。土地全体にローム層が薄く土壌の流出によって植生が破壊され易いので，林床

の保護がせつに望まれる。Tab．6のスダジイ林は50◎の急傾斜ではあるが落葉厨も2c紐ほどあり土
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壌の確保がみられる。谷戸の斜而樹林地への出入りを禁」．1二し，尾根部を保護することが必要である。

　132．神武寺　Tempe1　Jinmu－li

　　　　所在地　　逗子市沼間

　寺は沼間li」とよばれる低いLLIの一帯を占めている。7世紀に僧行基によって開山され鎌倉時代に金

盛をきわめたといわれる。寺林は本堂や客殿を中心として標高133．6mの山頂部から南は田越川の谷

部へ広がり，北はやや緩傾斜で鎌倉から続く丘陵に連らなっている。また西は沼間西部の谷となり東

は尾根伝いに鷹取山へ続く，一帯の地層は池子凝灰岩で凝灰質砂岩と凝灰岩からなっている。凝灰嵜

が風化してできた褐色森林土壌は尾根部では比較的うすい。

　境内にはホルトノキの大木があり推定樹令が400年とされている。特に珍樹というほどではないが暖

地性の常緑広葉樹林で房総半島以南に分布する。境内には下木ill勺にイヌマキ，イチョウ，ミツデカエ

デ，アカガシなどが生育している。また神武寺内にはシダ植物が豊富に生育することでも有名である。

ヤブソテツ，オニヤブソテツ，コモチシダ，ヘラシダ，ゲジゲジシダ，オウレンシダ，リョウメンシ

ダ，イノデ，イノモトソウ，オオバノイノモトソウ，ベニシダ，ジュウモンジシダ，ミゾシダ，ホソ

バシケシダ，ホシダ，イヌワラビ，ヤマイタチシダ，オオイタチシダなどが．．一一般的である。

　寺林の群落は5つにまとめられている（宮1協　1970）。

　　1．　ヤブコウジースダジイ：詳集（Tab．6）

　神武寺の自然林の代表的な群落で山頂部から尾根にかけてニヒ壌のうすい立地に生育している。高木

層を占めるスダジイは50％から70％の植被率で，その他にも常緑広葉．樹種のアカガシ，ウラジロガシ，

アラカシ，シロダモ，ヤブツバキなどがみられる。スダジイの根は地下に伸長できないので地表近く

を走行して玉i客出している。林床の畑田率は一般に低い．

　　2．　ホソバカナワラビースダジイ群集（Tab．7）

　本堂の東側の谷の緩傾斜地に生．育している。凝灰岩が風化してやや厚く堆積した立地で粘：．ヒ化した

土壌は昏眠である。群集区画種および区分種のタブノキ，ホソバカナワラビ，スダジイのほかにシロ

ダモ，ピサカキ，ヤブッバキ，アオキ，テイカカズラなどが生育する。特にホソバカナワラビの被度

が高い。

　　3．　イ三一モミジーケヤキ群集（Tab。！1）

　客殿の西側の夏緑広葉樹林はイロハモミジーケヤキ群集として判定されている。高木層にケヤキ，

イロハモミジ，イヌビワ，カマツカなどが生育’している。草本層にはキチジョウソウ，ホウチャクソ

ウ，ジュズネノキなどがみられる。垣根をめぐらせて林内に立ち入れないようにされている。

　　4．　オニシバリーコナラ群集（Tab，16）

　神武寺の二次林はヤブツバキクラスの種が量的にも呼数の上からもきわめて多い。スダジイ，ヤブ

ツバキ，アカガシ，アラカシ，モチノキ，ウラジロガシなどが高木第2堀に高い被虐を占めている。

これは多歴丘陵地のクヌギーコナラ群集とは異なるオニシバリーコナラ群集としてまとめられる群落

とみられる。また，伐採も現在ではあまり行われず，常緑広葉樹の再生芽がそのまま生育して，常緑

広葉樹林への遷移の途一ヒにある。

　　5．　スギ・ヒノキ植林（Tab．19）

　寺林のうち南側の斜而はスギやヒノキの植林からなっている。適湿地で∫ヒ壌もかなり厚く，恵まれ

た立地であるために生育はきわめて良く樹高25mに達している樹木もある。群落内にはTab，19に示

されるようにタブ林構戒種群，スダジイ林構成種群およびその薗者の共通構成種群が豊欝である。3、
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つう一般の植林地では下刈り，下枝打ちをして高木層にスギ，ヒノキだけを残すことが多いが神武寺

の植林地では亜高木層に常緑広葉樹を生育させている林分もみられる。林内の草本層はきわめて密で

植被率ユ00％の林分もある。シダ植物，とくにリョウメンシダ，ジュウモンジシダの被度が高い。

　植生の保全については，寺林は現在の立地に対応した自然林と人為的な影響によって持続している

代償植生からなっている。保護の中核地帯としては山頂部から尾根にかけてのヤブコウジースダジイ

群集，ホソバカナワラビースダジイ群集の林分があげられる。

　神武寺の周辺部には最近大規模な宅地開発が行なわれて寺に訪れる人も多くなっている。これらの

人々が自然林の中へ踏みこんで林床部を変化させないような方策が必要である。

　133．法性寺　Tempel　Hosho－ji

　　　　所在地　　逗子市久木

　法性寺は久本の名越の切通しに接して谷戸から名越トンネルの上の尾根部まで寺林が続いている。

山門があるのは横須賀線脇の谷戸の入際1であり，本堂は谷の中はどにある。さらに参道をのぼると堂

と墓地が尾根部にある。参道は逗子シルト層を削ってひろげられていて斜面にはミツデウラボシなど

の岩隙植生がみられる。

　本堂の周辺には植栽樹は少ないがその中でナギの大木がめだつ。

　ナギはマキ科の植物で暖い地方によく生育する高木である。法性寺のナギは樹高およそ15m，胸高

直径60cmと県内でも有数の大木である。幹は紫隅色をしている。よく結実し粉をふいた紺色の実が多

数できるが，芽生えは少ない。

　墓地への道は完全に舗装されていてその周辺部には樹高の低い常緑広葉樹林がみられる。姫生調

査〔133｝1には落葉樹の混生した樹林が示される。スダジイ，ヤブッバキ，ピサカキ，タブノキの緑

にイヌビワやイロハモミジが四季の彩どりを添えて美しい景観を呈している。この林分の立地は落葉

層の厚さが3cmから5c珊と厚く，尾根の近くではあるが土壌も厚く肥沃な立地である。

　Tab．6に示されるのは参道の南西側のスダジイ林である。面積はせまいが林冠はスダジイ，タブ

ノキ，ヤブツバキで密閉されている。低木層にも常緑樹種が多い。林冠が閉されているためか草本履

の一度は低い。この林分は尾根近くでヤプコウジースダジイ群集と判定される。またスダジイは萌芽

陶：生したものとみられる。

　寺院林の保全については逗子Ti了金体についていえることは棊盤がシルト堀あるいは火砕岩層などで

その上のローム層の被覆はまったく無いかきわめて薄い。そのために土壌の保全が植生保護のために

は重要である。法性寺では林内への人の立ち入りはほとんど行れていないが，Tab．6の林分への塵

芥の投棄がみられる。落葉などのごみは一か所にかためずに，林内に散らすような還元の仕方が望ま

しい。

　面積もかなり広くまとまった地域であるので寺林保全の一つのモデルとなる。

　134．小坪寺　Tempe1　Kotsub研li
　　　　戸斤　　在　士也　　　　　逗ir・了汀／」、圭平

　小坪寺は小坪湾に癒した南西向きの台地斜両に位置している。旧海岸からは約40mの位竃にあった

が，現在は埋立地の造成が行なわれたので約200mの内陸となった。しかし，この傾斜地には海風が

まともに吹きつけ樹高の低い常緑樹がみられる（Tab。9）。

　寺の本堂は斜面地の下方にあって庭園には多くの植栽樹がみられる。本堂後方の墓地の上部にクロ

マツを高木にもつ常緑樹林が生育している。その組成はTab．9に示されるG
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　風衝の影響のためか常緑樹の高さは6mていどと低く，低木層を形成している。スダジイ，ヤブニ

ッケも　トベラ，オオバグミ，シロダモ，ヤツデ，タブノキ，ヤブツバキなどの常緑樹種を多く伴っ

ている。この樹林は海風の影響を強く受ける断崖地にみられるマサキートベラ群集と判定される。逗

子市のマサキートベラ群集はトベラ，マサキ，イヌビワ，オオバイボタ，ヒメユズリハ，ツワブキを

標徴種として区分された。小坪寺の寺林はそれにかなり近い組成を示している。高木にクロマツが生

育しているクロマツ亜群集と判定される。

　海岸の埋立てによって海からの距離が遠くなり，かつ海風の影響も弱くなることからこのようなマ

サキートベラ群集の立地の変化が今後注目される。

　小坪湾に面したこの身締には小．坪寺のほかに正覚寺，神明社，天照大神宮などの寺社もあり，それ

ぞれ常緑広葉樹林をもっていて，一帯の保全が計られることが望ましい。

　135．新田稲荷神社　　Schrein　Nitta－inari－jinja

　　　　所在地　　相模原市渕野辺

　新［EI稲荷は相模原台地上で16号線と市道とにはさまれた農村地帯にある。周辺には新しい住宅が最

近ふえてきている。全画積は5，415㎡あり社殿周辺を除いたかなり広い面積の土地にソメイヨシノが

植栽されている。ソメイヨシノの間にはイヌシデやコナラも散生し，亜高木層には植栽されたスギが

目だつ。低木層にはまったく樹木がなく林床にアズマネザサ，ノビル，スズメノカタビラ，カワラス

ゲ，オオバコ，ヤブタビラコなどが生育している。この境内林中には遊具が設置されて遊び場となっ

ている。植物群落上からみても林床は踏跡群落と同じ種組成を示している。

　神社の祉殿のまわりにもケヤキなどの高木が散生するが，安定した森林を形成するほどの面積もな

いし階1轡構造の発達も悪い。

　自然度の低いこのような社寺林は人々のレクリエーションあるいは祭事の場としてはきわめて親し

み易い植生である。春の花見時に踏跡群落の上にござを敷いて団らんをはかるとか，秋の祭の時にソ

メイヨシノの木陰で，みこしを待つとかいう情景は，自然林としての鎮守の森とはまた別の意昧をも

っている。

　神社の周辺部にオ醐黄されたスギは用桝となるように下枝打ちが行われいる。

　136．無量光寺　Tempe1　Muryoko－ji

　　　　所在地　　相模原市当麻

　相模川岸で国道129号線の東側の小高い台地上に位置している。寺の周辺には耕地や新しい住宅が

点在する。無量光寺は700年にわたる古い歴史をもち相模原市の史跡および近郊緑地に指定されてい

る。境内の一部に相模原市青年の家があり青少年の教育の場となっている。

　境内には推定樹令200年以上の大木が点在するがこれらの中には樹勢の哀えのめだっものがある。

比較的広い境内には新しい植栽木もありスギの陰阜樹がみられる。山門内のスギ植林は5mに達する

高さでタブノキやスギの大木にかこまれている（Tab．16）。林床にはジャノヒゲが多く，アズマネザ

サ，ヤブラン，チャノキなどのほかに日なたの植物のカントウタンボポ，ニワトコ，カモジグサ，イ

ノコズチ，カキドオシなどがふつうにみられる。スギ植樹はよく土地に適合して良好な生育を示して

いる。

　境内は三方をスギやタブノキの大木を中心とする常緑樹林のベルトで匪はれている。

　山門の西側斜面にはケヤキの大樹をはじめとしてスギ，サワラ，カヤを高木層に，ヤブッバキ，ケ

ヤキ，タブノキ，スダジイ，カヤ，アラカシ，エゴノキを亜高木層にもった樹林がみられる。これら
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の林には低木層にアオキ，アラカシ，ピサカキ，タブノキ，ナンテン，ヤブツバキ，草本層にはキヅ

タ，イノデ，クマワラビ，ピサカキ，ヤマイタチシダなどのヤブツバキキクラスの種が多くみられ

る。またこの斜面は西方向へ傾斜し林内へは陽光がよくはいり日なた植物も生育している。斜面の上

部に墓地があり，塵がはきよせられて落ち，一部の林床が荒らされている。

　青年の家の前諏の谷沿いの常緑広葉樹林も高木層はケヤキとスギが植栽され一ている（Tab．16）。

亜高木層にはミズキ，スギ，アラカシ，カマツカが生育している。低木層にはアオキ，アラカシ，ピ

サカキが多く，草本層にニリンソウ，ジャノヒゲ，ベニシダ，ヤブラン，ヤブニッケイ，キチジョウ

ソウなどがみられる。2っの林分ともに面積はややせまいがヤブツバキクラスの種群が多く生育し境

内を包みこむ形をしている。林内には動物群集も豊富である。現在この立地の潜在自然植生はシラカ

シ群集ケヤキ亜群集とされている。

　周辺地にはまだ水田や畑も残り典型的なお寺の森をなしている。付近には最近少なくなったヤマネ

コノメソウ，ネコノメソウ，ショウブ，ホソバコンロンソウなどがみられる。幅はせまいが密生した

群落はかなり安定性が高いとみられる。このような多彩な郷土の森は市街地での樹林帯をつくる際の

モデルとなると考えられる。

　137．若　宮　社　　Schrehl　Wakamiya｝sha

　　　　所在地　　三浦市下宮田

　若宮神社は下宮田の入江新田内に，侵食からとり残された台地⊥にある。この台地は沖積地の水田

面からわずか5～6mほどの標高差でやや小高くなっている。かつては海中の小島であったといわれ

るが，現在では遠望すると心構地の樹林のようにみえる。

　社殿の前面にはイチョウ，サクラなどの植栽樹が多くみられる。しかし，後方には常緑樹を主とし

た密な林がみられる。この林はカクレミノ，タブノキ，アカメガシワ，トベラ，アオキ，オオバグ

ミ，モチノキ，ネズミモチなどの樹種からなり，林床にも常緑のシダ類が多くみられる。樹林の生育

しているのは南西向きの急斜面で三浦層群の泥岩層が露出している。常緑樹はその斜面に斜上して生

育している。

　現在若宮社林の縁の髭本地にはサクラ類などが植えられてアズマネザサがマント状にとりまいてい

る。

　この林は隣接の初声小学校の教材園としても利用されているようである。このような場合は林床の

保全の爾からもまた安全の面からも，斜爾林への立ち入りはできるだけ控えるような配慮が必要であ

る。

　138。上諏訪社　Schrein　KalnFsuwa－sha

　　　　所在地　三浦市初声町三戸

　三戸海岸に面した西向きの斜面と海岸までの平坦地上に神社林が発達している。

　海岸の道路に続いた平坦地は砂丘地で土壌の生成はほとんどない。ケヤキ，クスノキ，タブノキ，

エノキなどが散生し，児童公園として利用されている。さらに奥にはいった平坦地は海抜高度が3～

5mであるが宮田台地と同様な黒ボク土壌が著しい発達をとげていている。上にやや樹高の低い常緑

樹林が育っている（Tab．6）。高木層の樹種は10種と比較的多いがエノキの被度が高いことが特徴的

である。またタブノキはやや樹高が高いが他のほとんどの木は10mほどの高さで，海岸からの風をま

ともに受けて樹高が揃っており，また，樹型も内陸側に著しく屈曲している。林床は比較的乾燥して

いるようだが，フウトウカズラがカーペット状に生育している部分やイノデ，ヤブソテツなどのシダ
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．植物が密に育っている部分もある。

　社殿の背面には露岩の著しい急斜面があり，その上部には密な常緑広葉樹林がみられる。

　海岸の砂丘平坦部から台地斜面にまで連続した社寺林の例は他にあまり例がなく，その点からもこ

の林は興味がもたれる。

　139．白髪神社　Schrein　Shiragami－sha

　　　　所在地　　三浦市’小綱代

　白髪神社は小網廃部おくの南西向き斜面に位置している。三浦七福神の1つとして寿老入がまつら

れている。古い歴史をもち，海上安全の神として土地の人々から崇められてきている。

　海浜に面しているが入江の奥まったところにあるためか植物は海風の影響を強く受けることもな

く，境内の樹木は良好な生育を示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹
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　なお社殿の背後のテラス状台地の崖には基盤の泥岩が露出している。約40。の急斜面でタブノキ，

トベラ，アオキ，ヤブツバキなどの生育する比較的樹高の低い常緑広葉樹林がみられる。

　境内は砂質でハマユウもよく開花結実する。海に面した鎮守の森でしかも海の神を祭るという特徴

をもつ神社林である。

　140．光照寺　Tempel　Koshoj
　　　　所在地　　 三浦市三戸

　光照寺は三戸海岸の西側で，海岸からおよそ200mの台地の斜面に位置している。寺の境内は1」」ふ

ところに囲まれた形で，冬の季節風は直接当らないような環境にある。

　本堂の裏側から墓地にか1ナての斜面に常緑広葉樹を高木1蕾にもつ樹林がみられる。高木層，亜高木

層を構成するのはスダジイ，タブノキ，シロダモ，ヤブッバキ，ヤブニッケイ，モチノキ，カクレミ

ノなどの常緑広葉樹をはじめとし，カラスザンショウ，ハリギリ，ヤマハゼなども散見される。草本

層にはヤブツバキクラスのベニシダ，イノデ，カクレミノ，キヅタなどに混じって，カントウタンポ

ポ，ススキ，ヒメジョオンなどがかなり高い被度で生育している。高木層が心内を被ったヤブコウジ

ースダジイ群集の林相を示しているにもかかわらず，林内に草原盈1三三の植物が多いのは墓地の掃除，草

刈り，除草あるいは林内への立ち入りが多いためとみられる。また，本堂裏の傾斜地の上は畑として

利用されているので，そこからの土砂の流入も原因の！つとみられる。群落金体としては，この社寺

林については特に高い評価は与えられなかった。

　境内にはスダジイの古木があり，樹高12mで推定樹令500年とされている。現在，樹勢はやや衰退

ぎみで，樹姿も整っていない。

　141，龍頭山　福泉寺　　Tempel　FukUse1㍗ji

　　　　所在地　　三浦市三戸

　三浦市の三戸海岸から約300mの｛立』罐にあり台地端の崖に樹林が一一か所みられる。その一つは参道
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の南側でテラス状の崖地にある。他の一つは寺の東側の巌の斜面に帯状に分布している。

　山門のわきにみられるのは植裁樹を中心とした樹林である（Tab．6）。一部，母岩の露出もあるがロ

ーム層に被われた褐色森林土壌の立地で傾斜はゆるい。高木層にはスダジイ，ヤブツバキ，マサキ，モ

チノキ，カクレミノ，ピサカキなどの常緑樹種が密生して，まとまった樹叢となっている。特に著し

いのはマサキで樹高が7，8mにも達して良好な生育を示している。低木溜と草本層にはアズマネザ

サが優占しているが，ヤマユリ，ノガリヤス，タチツボスミレ，ノイバラ，ナワシロイチゴ，テリハ

ノイバラなどの草原生の種がみられる。ベニシダ，ヤマイタチシダ，ヤツデ，トベラなどのヤブツバ

キクラスの種もまた生育している。この樹心は高木層がまとまっているのにもかかわらず，低木層，

草本層には向陽生の種が多くみられる。樹叢の面積も小さく，また除草，草刈りなどの管理が行われ

るためと考えられる。

　寺院の東側の台地縁の崖は約25。の急傾斜地である（Tab．8）。崖下は畑で崖錐地は採草地として

利用されたり，フキが栽培されている。土壌は肥沃な黒色森林土壌でB層が厚い。高木層はタブノキ，

ヤブニッケイ，ヤブツバキ，シロダモが密生して樹高は15rnと低いがまとまった林分となっている。

低木∫轡はトベラ，イヌビワ，モチノキ，ヤブッバキなどからなり，草本層にはオニヤブソテツ，カク

レミノ，ヤツデ，オクマワラビ，イノデが生育している。これらの種類から検討するとイノデータブ

群集の林分と判定される。急傾斜地のために林内への立ちいりはとんどなく，したがって特別な管理

もされていないもようである。三浦半島の台地縁に残存する典型的なイノデータブ群集として保存の

価値がある。

　142．西光寺　Tempe1　Saiko－ji

　　　　所在地　秦野市鶴巻1340
　小田急電鉄小日三順線の鶴巻温泉駅のすぐ脇で，相模川にそった沖積面と洪積台地との接点に位潰す

る。海抜30mでローム層に被われた西光寺は，周囲の耕作地等より3～5m高くなっている。地所周

囲にはヤブニッケイとタブノキを中心とする高木林がみられる。墓地と本堂とを囲むかたちでみられ

る高木林も本堂裏手では一部がマルバウッギなどの林縁が良く残されているため，限られた中である

にもかかわらず生育が良い。潜在自然植生域としてイノデータブ群集域の西光寺の寺院林は，残存生

育が限られた中であっても地所周囲を囲むかたちであるため相観的にすぐれている。

　了43，桂林寺　Tempe1　Keirin㎝li

　　　　所在地　　秦野市堀蝕［

　桂林寺は秦野盆地の西側で四十八瀬川と水無川の間の台地上に位遣している。寺の周辺には畑がひ

ろがっていて古い集落が散在している。

　穿のまわりには高さlmほどの土塁がめぐらされている。土塁の縮は5mから場所によっては10m

の幅を保っている。この土塁の土に植えられたスダジイは，樹令約300年と推定され，いずれも良好

な生育を示している。スダジイは1971年に秦野市の天然記念物の指定を受けている。

　スダジイはやや幅のせまい群落をつくるが，その構成は（Tab．6）に示される。入工的な管理をか

なり受けてはいるがヤブコウジースダジイ群集の種組成を示している。高木はスダジイ（胸高直径

1．51n，高さ20m）の大木が積乱雲型の円い樹冠をつくっており，その他にもやブニッケイ，ヤブッ

バキ，ヒサカキ，タブノキ，アオキなどの常緑の種群が多い。林内は樹冠が密閉されるために，きわ

めて暗くなっている。

　現在この林床には墓地を掃除した時にだされる塵芥などが棄てられている。ごみは他の方法で処理
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して，スダジイ面内には投棄しないことが望まれる。

　144．命　徳　寺　　Tempel　Myotol（u－li

　　　　所在地　秦野市河原町
　命徳寺は秦野盆地の東端，権現山のふもとに位置する。寺領の北側を厚木一秦野間の県道が通じ，

さらに周辺には一般住宅や団地が建設されてきている。

　寺林は本堂の裏側と西側に帯状に残っている。本堂裏側にはケヤキの大木を主とした雑木林および

針葉樹の植林がある。ケヤキの大木のうち大きいものは樹高およそ23mで胸高直径は70cmにおよんで

いる。西側は主としてモウソウチク林となっている。

　雑木林はケヤキ，ムクノキ，エノキなどの落葉樹が多く，それに亜高木のタブノキ，ヤブツバキな

どが混生している。道路建設のために寺林がけずられて，自然林の維持ができるほどの面積は保たれ

ていない。

　145．竜鳳寺　Tempel　Ryuho－ji

　　　　所在地　厚木市小野
　竜1鳳寺は厚木市／1・野の燐玉川に面した丘．陵上に歩）る。前面には小野の水田がひらけ後部の台地上は

畑であり，寺の後側は広い墓地となっている。

　寺林は水田に面した丘陵の斜面にひろがっている。主な樹種はスギであり，それに他の樹樹が混生

している。群落としての均一性を欠く混交林となっている。かつて植樹されたスギは樹高20m近くも

あり，良好な生育を示している。これにアラカシ，ミズキ，イロハモミジ，タブノキなどがまじって

いる。なお他にクロマツの大木が2本（樹高約25m）胸高直径1．2m，樹令およそ3QO年）がある。

混交林は二二が肖然のままに放遣されていてジャノヒゲ，マンリョウ，オクマワラビ，ベニシダ，ヤ

マイタチシダ，シャガ，ヤブランなどが密に生育している。

　146．松石寺　Tempel　Shoseki－li

　　　　所在地　厚木市上荻野
　上荻野源氏河原の西500mに位概し，荻野川に面するややゆるやかな束斜面にあるのが松石寺であ

る。裏手はゴルフ場と接しているが，20mにたつするスダジイを中心とすろ常緑広葉樹林は社殿裏乎

に壮大な景観を形成している。林床は墓地のため下草刈りなどの人為的干渉もあるが，残存面積，樹

冠の密度，樹高など県下でも有数のスダジイ林である。20mにたつするスダジイの下届として，亜高

木層以下にアラカシ，ウラジロガシといった常緑のカシ類やマユミ，モミ，シキミ，ツルグミ，モチ

ノキ，ヒイラギ，クスノキ，ベニシダ，ジャノヒゲ，テイカカズラ，ヤブコウジ，ビナンカズラなど

ヤブツバキクラスの種も多数生育している。

　墓地でもあるため二次植生の構成種であるコナラ，ハコネウツギ，ハナイカダなどの生育もみられ

る。

　147．荻野神社　Schrei110gino－jinja

　　　　所在地　厚木市上荻野
　荻里予神社は上荻野の小学校に隣接した段丘上にあり，面積は660㎡と比較的せまい。神社林はない

が，境内には大木が林立する。その主なものはイチョウ（樹高28m，推定樹令500年）カヤ，ケヤキ

などである。いずれも境内でその根元は踏み固められており，根は露出している。イチョウは県内で

も有数の大木であるが，境内が狭いことと遊園地的に利用されているために保全が十分ではない。



133

　148．長谷寺　Tempe1　Hase－ji

　　　　所在地　　厚木市飯山

　長谷寺は厚木市街地の北東で厚木国際ゴルフ場の北側にある。敷地130，000㎡と広い面積を占める

にもかかわらず，長谷寺の林分は比較的貧弱である。高木のスダジイ，モミ，アラカシ，クスノキ，

低木のヤブツバキ，アラカシ，ピサカキ，ウコギ，カヤ，マユミ，アオキ，マサキ，タブノキ，ヒイ

ラギなど常緑広葉樹林の構成種（自然植生の構成種）も少なくないが，いずれも単木地である。樹令

が200年をこえるスダジイ，イヌマキ，スギ，モミなどが生育しており一見荘重な印象をうけるが，

林床が貧弱であり必ずしも高い評価を与えられない。高木を中心に，一つのまとまり一林分一として

多層構造の群落への生育・遷移をはかることが望まれる。

　149，蓮　生　寺　　Tempel　Rensho－ji

　　　　所在地　厚木市中依知
　蓮生寺は厚木市中依知の河岸段丘上にあり前面には水圧1がひらけている。寺の西側をはじめとする

周囲には畑やその放棄地がみられる。新しい住宅も点々と建っている。

　蓮生寺は本間役宅，梅光寺跡に接していて古い歴史をもつ。境内には兵法学者竹中甚兵衛の墓所も

ある。

　境内にはウメの古木があるが老令のために，今日ではまったく勢いがおとろえている。寺の北側に

タブ林のややまとまった林がある。その覆組成はTab．8に示される。高木のタブノキは高さ約23　m

径は1．2mである。これは相模川の対岸からもよく見える。亜高木層以下はタブノキ，ヤブツバキ，

ミズキ，ケヤキ，シロダモなどから構成されていてイノデータブ群集ケヤキ亜群集に相当すると考え

られる。しかし，この林も面穣はせまくて自然林としての十分な広さはない。林内はまったく放遣さ

れており，人手がはいっていない。マント群落構成種のカラスウリなどが侵入して荒れた感じがする。

　15〔｝．　，斐間ネ申社　　　Schrein　Segnen－jinja

　　　　所在地　　ノ孚木市温水浅間1ま1

　浅間神社は相模川の撚1側の小台地上で厚い関東ロームに被われている。

　浅間神社の植生は，胸高直径（D．B．H）60cmのアカマツ，タブノキなどの大木が高木層に心木と

して生育するにとどまり，枯死木もみられる。スギやスダジイ，アラカシ，クマノミズキ，エノキ，

ムクノキ，イチョウ，ピサカキ，イイギリ，ソメイヨシノ，ヤブッバキが亜高木摺および低木層に生

育する。

　151。深見神社　Schrein　Fukamレjillla

　　　　所在地　大和市深見
　深見神社は深見町の境川に面たし台地上に位置：している。北側に相鉄線が通り深見台の新興住宅地

に取り囲まれているが神社の一帯にはまだ大木が残っている。神社の境内は広く本殿のほかに集会所

などの建造物が建てられている。

　境内には特にまとまった雷丸や樹林はみられない。しかし，梅高の高い大木が散生している。その

中で最も大きいのはアキニレ（σ伽κsカαγo蜘∫ガα）で，胸高直径：1．2m，樹高30m，推定樹令400年

とされる。このアキニレはなんじゃもんじゃの木として大和市の天然記念物に指定されている。なん

じゃもんじゃの木とは種名のわからない珍しい樹木につけられた名称である。神奈川県では有馬のな

んじゃもんじゃの木（ハルニレ）や神武寺のなんじゃもんじゃ（ホルトノキ）が有名である。アキニ

レはニレ科の高木で本州の中部地方以南に多く自生がみられる。しかし関東地方でも植栽されて良好
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な生育を示す。深見神社のアキニレは枝ばりが良く樹勢も畏い。

　このほかにタブノキの樹高28m，胸高直径0．8mの高木やケヤキの樹高25m，胸高直径1mの大木

もある。また樹高20mをこすカヤ，スダジイ，シラカシ，ムクノキ，イヌガヤ，ヤマザクラなどがみ

られる。これらの高木は境内の社殿の周囲に点々として生えている。その下は丈の低い下草が生えて

いるにとどまる。

　神社一帯の緑地は神奈川県の保安林となっており，アキニレは大和市の天然記念物に指定されてい

る。県内の社寺でこれほど生育の良い高木が数多くみられるところは少ないのでアキニレの大木を含

めて保護されることが望ましい。保護に際してはアキニレ，ケヤキ，タブノキなどを単木画に保護す

るだけではなく，境内全域の樹木を含めて保全林として育成される事が必要である。区域をきめて厳

重な囲いをし，邸内への立ち入りを一一切禁止すると共に下草刈りをしない事がまず第一の条件であ

る。ついで現在，高木層と亜高木層だ1すの樹叢にはタブノキ，アオキ，ヤブツバキなどの補植をする

ことがあげられる。

　深見神社の社標1よ江戸時代の記念物として文化財に指定されているが歴史の占さと相まって自然の

文化財が保金されることの意義は大きい。

　152．諏訪神社　Schrei11　Suwa－linla
　　　　秒手在重也　　　プく不日丁匠．．ド牲鳴1二1堪

　多摩」司竣⊥の平坦地から丘陵のゆるやかな斜面にかけて広い面積を占める神：社林である。神社林の

大部分を占めているのはスギ，ヒノキ，サワラなど常緑針葉樹の植林で種々の樹令の樹木が植えられ

ているのがみられる。これらの植林は下枝刈りやド草刈りがよく行われて管理がゆきとどいている。

また境内の中には子供の遊び場が設けられている。

　社殿の前には樹高10mのサカキの古木がある。胸高直径約60c皿で樹勢もよく根張りも畏好である。

　スギ，ヒノキが混植された林分はTab．19に示される。判i社林らしくイチョウやソメイヨシノも高

木層を占めているがヒノキやスギは肥沃な黒ボク土壌上できわめて良好な生育を示している。また，

ケヤキ，シラカシ，アオキなどの潜在自然植生を示す樹種も生育している。林床は下刈りがくりかえ

されるために草丈が低く，種々の群落構成種群からなっている。この植林地には平坦地であるにもか

かわらず人の出入りは多くないものとみられる。

　やや若年のサワラ植林はTab．！91こ示されている。ここにもシラカシやケヤキの大木は残されてい

る。低木層の被度は著しく低い。藁本実には一・年生の華本植物が比較的多い。

　諏訪紳祉は広大な境内にかなり計画的な植ll木が行われているQ平坦地であるにもかかわらず，他地

域にみられるような林口の立入りはほとんどなく植林地としては成功している例といえよう。周辺部

が宅地として次第に開発されてきている現在，地域住民の憩の場として，あるいは災害時の避難場所

としての利用が考えられる。

　153．日向薬師（宝城坊）　　Tempel　Hillata－yakushi

　　　　∫・ウ〒　在　士也　　　　伊卜勢厚蓑画品1ヨ1句1644

　東名高速道路厚木インターチェンジから西へ8km入った海抜220m前後の台地に11向薬師は位置：す

る。寺院の敷地は広くスダジイ，モミ，ウラジロガシ，イロハモミジ，タブノキ，ケヤキなど自然植

生の構成種とスギの植栽樹種が高木として多数生育している。おとずれる人の数が多く，管理が十分

ゆきとどいていることは逆にそこに生育する高木林の林床植物を欠くことが多い。r1向薬師も例外で

はない。しかし参道西手の斜面には植生調査資料が得られたようなスダジイ林の生育がみられる。
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　資料が得られたスギ植林では，種組成的にイロハモミジーケヤキ群集とイノデータブ群集との性質

をかねそなえている肥沃な立地となっている。

　日向薬師は参道脇に残存するスダジイ林，薬師堂裏手のウラジロガシーモミ林，ケヤキ，タブノキ，

モミの高木の残存など各種植生単位が立地条件の差異に応じてみられる。スダジイ林のみの評価はB

であるが，その他の植生が多彩に生育している数少ない社寺林であり，全体としてAと評価される。

　154．大山寺　Tempel　Oyama－li

　　　　所在地　伊勢原市大山
　大山不動尊は阿夫利神社下社への登山道の中途にある。北側にはケーブルの軌道が通り，南側には

林道が通じている。大山不動尊は小さな沢の両側に約4加の森林をもっている。

　沢ぞいにはケヤキがめだつ混交林があり，一部にはスギも植えられている。ケヤキ林にはウラジロ

ガシ，アラカシなどが混生1している（Tab．13）。高木層にはケヤキ，アラカシ，ウラジロガシなど

が生育して，低木層にはアオキが高い被度で繁茂していることが特徴である。この林分はアラカシー

ウラジロガシ群落とされる。県の内陸部で急傾斜地の露岩の見られる立地を中心に生育域をもつ群落

である。

　またケーブルの軌道との問にある小さな尾根にモミの優占する林分がある。この林分は種組成的に

シキミーモミ群集とされる。これとほぼ同じ群落は林道上の尾根地にもみられる。大山は雷山のモミ

原生林がすでに漿の天然記念物に指定されているが，大山寺のシキミーモミ群集は海抜520mあたり

にあって県内でも最も低海抜地に生育する群落である。

　これの群落の立地は35。から45Qときわめて急な傾斜面であり，諸所に栂岩が露｝二Llしている。その

わずかなすき間にたまった崩積土砂を偲材とした褐色森林土壌の上にモミなどが生育している。岩質

はもろく，絶えず崩壊がくりかえされている。

　これらの林内をぬって登山道（女坂）がつけられているし，さらに林道はこの林のすぐ上の阿夫利

トンネルまで通じている。現在ハイカーの増加によって，シキミーモミ群集の林床を一部荒廃させて

いる。さらに林道が延長されることによって，これらの自然林は，大はばな変容を受けることが予想

される。いまのうちに保全の手を打つことが強く望まれる。

　155．淫葉寺　Tempel　Nehan－li

　　　　所在地　　伊勢原市大山
　淫樂寺は茶湯寺ともいい大山登山道の南側から流れ｝：ヒ1る小さな沢の合流点に位竃している。寺の境

内には棊盤の緑色凝灰岩の露頭があり，そこに仏像がほられている。大山の阿夫利神社から流れ出る

川と小さな沢との合流地は約！0mほどの虚地となっている。この崖の斜面と上部にイロハモミジが生

えている。イロハモミジの大木は樹令およそ200年で胸高直径0，8m，樹高およそ15mほどである。ま

た隣接してこれよりもひとまわり小さなイロハモミジも生育している。イロハモミジの生育地として

は典型的な渓谷であるし，登山道からの景観もすぐれている。しかし，その生育地はきわめてせまく

⊥部が畑に続いている。

　156．三ノ宮神社　　Schrein　Sanno－miya－ji1ユja

　　　　所在地　　伊勢原市三ノ宮

　三ノ宮神社は比々田の園道246号線の北側約1kmの場所にある。付近には大山から流れ出る鈴川が

南に向かって蛇行していろ。神社は鈴川の営力によってつくられた扇状地上にある。周辺は畑，果樹

園，水田などがひろがり閑静な農村地帯となっている。
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Phot．25　大1⊥1寺（Nr．154）のモミーシキミ群集の林床にはアオキ，ウラジロガシなどの広葉常緑樹が多い。

　　　　111icio－Abietuln　firmaeamOhyama－Tempe1（580mNN）．ImUnterwuchs
　　　　kommen．4潔。κδσゴαρoπ～6α，（2κ8γcκs　sαZ∫6カ3αund　andere　immergr甑e　Geh61ze　vor．
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　象眼はおよそエ2，000㎡の広さがあり，境内のまわりに一段と高くなった所に樹木が植えられてい

る。社殿の前面にはケヤキとスギの大木がある。鳥居をくぐってすぐの両側にケヤキの大木が生育し

ている。特に右側のものが大きく，胸高直径1．5m，樹高およそ35mの大木である。地上約3mのと

ころがら，二つに幹が分枝している。樹勢は比較的良好だが根は露出している。社殿の前面のスギの

大木は胸高直径1m，樹高およそ25mである。枝先が枯れてしまって生育状況はきわめて悪い。これ

らの樹木は樹令が300年と推定される。

　境内をとりまいて，やや高くなった周辺部には植栽したとみられる古木が数10本ある。アラカシ，

スダジイ，ヤブッバキ，タブノキなどである。スダジイの1本は胸高直径が1mを越しているが，地

際から10mのところで折られてしまっている。これらの大木は植栽されたものと・考えられるが，その

年代は300年以上のむかしにさかのぼるとみられる。

　大木の下はよく刈りこまれ，あるいは耕作されており，1爾にゴマが植栽さている部分が多かった。

樹木の下へは子供がはいって，遊び場となっているところもある。このような林床の状態のために森

林として成立していない。この土地は土壌も黒ボクで豊かであるために北側のスギ林のスギは生育が

きわめて良好である。

　157．　豊：受大宇申　　　Schrein　Toyouke－Oogami

　　　　所在地　　海老名市杉久保

　相模川の東方の伊勢山台地上に在り，38，000㎡の広さをもつ神祉である。北方約500mには，東名

高速道路の海老名サービスエリアがあるが周辺は比較的静かな農村地帯である。

　神社の境内は特に広くはないがその南側の台地上に神社材こが広く続き管理の行き届いたサワラ，ス

ギ植林となっている。スギ植林の種組成はTab，！9に示される。調査林分ではサワラを主体としてス

ギやヒノキが植栽されている。高木層にはウワミズザクラ，ハリギり，ゴンズイ，エゴノキなどが生

育している。林床には46種の植物が生育していてスギ・ヒノキ植林としてはきわめて数が多い。

　この植林地は下草刈りの手入れがよくされていて植樹の生育を隈害するつる植物はほとんどみられ

ない。一般の植林地とちがって高木層を構成するサワラとスギの下に亜高木層，低木層とサワラ，ヒ

ノキの植樹が次々と行われていて，それらがよく調和して林相を保っている。このような植林地はお

よそ30，000㎡にわたっている。

　社殿の周辺にはイチョウ，ツバキ，イロハモミジなどが生育している。

　158．神明社　Schrein　Shinmei－sha

　　　　所在地　海老名市大谷

　神明社は海老名市の相模川に面した台地の斜面に位卜している。旧街道沿いに古くからある集落に

かこまれ，後方には大谷古墳群のある比較的静かな環境である。

　本殿に向かう石段の参道の左側にはタブノキ，イヌガヤ，サワラ，ヒノキ，ヤブッバキ，アカガシ

などの広葉常緑樹が生育している。これらの樹叢は高木層から草本層までの多層の階層構造をもつが

面積は狭く，植生調査が行なえるほどの十分な広さはない。生育している種類には常緑広葉樹が比較

的多く，参道の下から見上げるとかなりまとまった自然林にみえる。しかし，植栽種が多く，しかも

遊ぎ施設や通路として，樹林が伐り閥かれているために樹林としてはまとまりがなく自然度も高いと

はいえない。

　神社後方の二次林は疎林であり，特筆すべきものはない。
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　159．南足柄神社　　Schrein　Minami－ashigara－jinja

　　　　所在地　南足柄市飯沢

　南足柄神社は大雄1⊥1線の終点大雄山駅の南方約500mの地点にある。大雄山の参道の途上で狩川の

扇状地上にある。周辺は古くからの集落がやや密に集まっている。神社の北側の緩やかな南向き斜面

はスギ林となっている。境内からスギ林に続く境界あたりに，シラカシ，ケヤキの大木が生育してい

る。Aufn．159にはその林の植生調査結果が示されている。

　蔵内の土壌は黒ボクがかなり厚く，落葉層も厚いQ神社のまわりを取りまくようにして植栽された

とみられるシラカシはきわめて生育が良くて樹高は25rnにもなっている。植林はスギやヒノキでこれ

も良好な生育を示している。さらに林床植物をみると潜在自然植生のシラカシ群集の構成種が多くみ

られる。テイカカズラ，ジャノヒゲ，ヤブコウジ，シラカシ，シャガ，シュロ，ヤマイタチシダ，ビ

ナンカズラ，ナンテン，キヅタ，ピサカキなどがこれに当たる。しかし，自然のままに放置されてい

る部分はきわめて少なくオオムラサキの植栽樹が低木層の大部分を占めている。しかも，下草は年に

2回程度刈りとられているので低木層の発達はよくない。

　160．上関山極楽禅寺　　Tempel　Gokuraku－zenli

　　　　所在地　　南足柄市制：野

　伊豆箱根鉄道大雄山線の終点・大雄山並から南西へ約600mに」張1山極楽禅寺が位置する。このi∴

関山極楽禅寺の裏手で関東ロームが厚く堆積した小台∫：也上にシラカシ林が生育する。

　関東地方に残存生育するシラカシ林はケヤキ，ムクノキ，コナラなどの菱緑広葉樹またはスギ，ヒ

ノキなどの穂樹された針葉樹を混じえることが多く，シラカシー種が優’齢する林分はきわめて限られ

ている。

　今園調査資料が得られたシラカシ林は，残存が少なく“幻の森”とも言われたシラカシ群集であ

り，県．下はもちろんのこと関東地方一・円でも第1級の林分と評価されるQ

　このシラカシ群集は，高木第！屠にシラカシが優訂し，アカシデとシラカシが高木第2層を形成

し，低木層および草本層にも常緑柚：物が優躾する。

　161．珠明寺　Tempel　Shumei－ji

　　　　所在地　南足柄市怒田

　珠明寺は酒匂川の南側怒田台地の上に位置している。酒匂川の河岸段丘から台地ヒにかけてひろが

るみかん園に取りかこまれている。寺の北側に墓地があり，そのまわりに植栽されたとみられるシラ

カシがよく育っている。シラカシは線状に植えられており，群落を構成するにはいたらない。宅な植

栽樹はAufこ！61〕に示される。

　台地の下から見るとまとまった林に見えるが墓地のまわりに数列に植えられている。植栽地の幅は

広いところでも5mほどであり構成種にも常緑樹のほかに蓄葉樹種も混生している。

　162．天王院　Tempel　Telmo－i11

　　　　所在地　　南足柄市塚原’

　伊豆箱根鉄道大雄山線，大雄山駅の南東部1。5kmに天王1院が位摺：するQ沖積低地に接する凹状斜面

であり，ムクノキ，エノキ，ケヤキなどの湿生指標植物の生育がみられる。また神楽川県下での生羊ゴ

が稀なケンポナシ，ミッデカエデの大木も生育する。ケンポナシはヤブツパキクラス域の．1二部からブ

ナクラス．域にかけてのケヤキ林に多く生育する。ミツデカエデは，ヤブツパキクラス域の上部からブ

ナクラス域下部にかけてのイヌブナ林，ケヤキ林，ミズキ林，ツガーミズナラ林などに比較的高い被
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Phot．26社寺林の樹叢は小面積の場所に密植することが多い。南足柄市珠明寺〔1613

　　Tempe1－und　Schreinw蓋1der　Japans　sind　bilde践dichte　Best装nde（ShumeilトTempeI

　　ill　Minami－Ashigara）．
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度で生育する。

　ケンポナシ，ミツデカエデを始めケヤキ，エノキ，ムクノキなどの大木，比較的分布の限られた樹

木の生育はいずれも単木偏であり，林床は重婚素性草本植物が一面に繁茂している。

　163．福田寺　Tempe1　Fukuda－ji

　　　　所在地　　南足柄市和田河原’

　福田寺は南足柄市の和田河原にあり，そこに生育している樹木は，スギ，イチョウ，ケヤキ，クス

ノキ，シラカシ，ムクノキなどが10～20本生育するにとどまる。

　164．御嶽神社　Schrein　Mitake－jinla

　　　　所在地　南足柄市三竹
　御獄神社は箱根外輪山明星ケ岳山足の三竹の奥に位置している。周辺にはみかんの果樹園がひろが

り，背後は外輪山の二次林へと続いている。神社は部落の最も奥まった台地上にあり，針葉樹の人工

林に囲まれている。

　鳥居のかたわらに根元の連なったスギの大木が2本生育している。樹高およそ40mで，推定樹令は

400年とされる。このスギは神木としてまつられており，根張りもよく生育良好である。

　祉殿の周囲にはスギの混生する常緑広葉樹林がみられる。きざはしの周辺の林はTab．6に示され

ている。スダジイ，タブノキ，ヤブツバキ，ヤブニッケイなどが混生している。低木層にはアオキ，

コクサギ，ヤマアジサイなどが生育している。種組成からヤブコウジースダジイ群集と判定される。

三内にはスギが混生している。神癒の前面と背後にはスギの人工林が広がっている。

　165．新善光寺　Tempe1　Shinzenko－ji

　　　　所在地　　三浦郡葉川町L【．1口

　新善光寺は葉山と横須賀を結ぶ艮曇道の沿線で滝坂峠の東側に位概．している。周辺は静かな農村地帯

である。道路が整備されて，これから往宅が増加する傾向がみられる。寺領は沖積地から緩やかな山

足の傾斜地にかけて約10，000㎡を占めている。寺の起源は古く現在地へは天正時代に移転したとされ

る。山門は特色のある禅宗の建築様式を伝える四脚門として県の文化財に指定されている。また本堂

も草ぶきで趣のある寺院である。本堂および厨子も共に県の文化財に指定されて保存が計られている。

　境内に通じる参道の石段は寺の古さを物語るようにまったくすりへっている。境内はよく整備され

て植栽樹のイチョウ，サクラ類，白ツバキなどの生育がみられる。

　およそ4，500㎡におよぶ寺有林は，建造物に調和したきわめてiξ1然度が高くすぐれた景観を呈して

いる。境内の前面で県道に面したタブノキの樹林はTab．8に示される。南東向きの8。の傾斜で続

くこの樹林はタブノキを主としてヤブニッケイ，ヤブツバキ，スダジイ，モチノキなど常緑広葉樹の

大木を多数含んでいる。タブノキは境内の外面の土手上に列植されたようすもうかがわれるが，樹高

22mにもなり，タブノキ独特の美しい積乱雲型の樹冠がみられる。

　亜高木層を優差するのはやブツバキで，これにヤブニッケイ，スダジイ，シロダモ，モチノキなど

が生育する。草本層は高植被率で常緑の草本植物および低木類が50種近くも生育している。イノデ，

オォバノィノモトソウ，リョウメンシダ，ベニシダ，ヤマイタチシダ，ヤブソテツなどのシダ植物を

はじめとしてキチジョウソウ，テイカカズラ，ヤブラン，ジュズネノキ，マンリョウ，ビナンカズラ

などヤブツバキクラスの種が多くみられる。この林分はイノデータブ群集と判定される。

　本堂の裏手にも常緑樹林があって人手もあまりはいらず，密閉した林冠をつくっている。主な樹種

はTab．6に示されるがアカガシ，ヤブニッケイ，モチノキ，スダジイがほぼ同じ割合で高木層を占
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Phot．27　新善光寺　　（：三浦柑≦葉山III∫）

　　　イノデータブ群集の林縁部にも常緑広葉樹穣が多い。

　　賛iederwalddes　Polysticho－Machiletumthunbergii　mitPθ7・sθα
　　オ加1めθγg”，7’7αc勿。αゆκsア07伽zθ～u．a，（Buddistischer　Tempel　Shinzenkoji　ln　Hayama）．

めている。ヤブッバキ，タブノキ，カクレミノなどの亜高木層と共に林冠を密閉しているので低木

旛，草本贋｝の幾度は低い。落葉の願は2c紐から5cmで，やや乾いた砂質の土壌である。林床にジュズ

ネノキが多いことが特徴的である。

　保全については現在，神奈川県下で常緑広葉樹林のうちイノデータブ群集の残存が最も少ない。湖1

分的には谷沿いや崖地の下部にみられてもいずれも面積がせまくて，隣接群落の種が混入し｝十分な

調査爾積がとれない場合が多い。新善光寺の林分は十分な面積をもち，しかも比較的平坦地にある林

分として県内でも有数なものとみられる。

　現在，葉山町の天然記念物として保護されているようだが，全県的な立場に立った保金が望まれ

る。イノデータブ群集の林分は道路の拡張工事によって一部が影響を受けている。道路沿いの林縁に

は常緑樹種の騒騒あるいはマント群落の構成種の育成が望まれる。現在は林葬への立入りはほとんど

ないようだが，平地が立ち入り易くなっているので，その点にも留意が必要である。

　166．寒川神社　Schreill　Samukawa－linla

　　　　所在地　高座郡寒川田∫宮山

　寒川神社は寒川町の相模川岸の平地にあり旧国幣大社であった。周辺は農村地帯であり，県道寒州

線沿いにある。参道にはクロマツなどの樹林がよく繁っている。

　神社の境内は植樹がされて自然林に似た組成をもつ樹林となっている。

　参道の両側に形成された樹林はTab．6に示さていれる。高木層にはクロマツとスダジイ，亜高木

属にはスダジイ，ヤブニッケイ，ケヤキなどが主として生育している。低木層には神社の榊として使わ
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Phot．28　寒川神社（Nr．166）の林内相観。

　　　スダジイ，ヤブツバキ，ピサカキ，ネズミモチなどが国立っ。
　　B工ick　in　das　Innere　des　Samukawa－Shinto－Schreinwaldes　mit　Cσs’α7～oρ∫～30κsρ’4α如var．

　　∫ゴθ60」4葎，C々〃Zθ〃毎ノσρ0癬。α，　Eκり，8ゴαカ0πゴαZ，ゐ29κS’η4吻ブαρ07Zゴ傭吻．

れるピサカキをはじめとしてヤブニッケイ，スギ，サカキが植えられている。草本細の被度は低く約

30％で，構成種はキヅタ，アオキ，ヤブラン，ジャノヒゲなどで種数も17種と少ない。この林分は古

くから境内の植栽木としてよく手入れがされてきたといわれる。戦後参道や溝をつくる際に土盛りさ

れて林内はよく手入れがされたという。

　昭和38年までは林床の落葉はすべて清掃されていたし｝また現在でも林床に芽生えてくる草本類は

すべて除去されるという。草本層が貧弱なことはそのためとみられる。また県内の常緑広漿樹1・木に普通

にみられるシダ植物がみられなかった。本殿北側の二次林中にもスギやサカキの補植がされている。

　このように寒川神社の樹叢は自然の常緑広葉樹種の植栽により自然林の組戒に近い樹林に育てられ

ている。県内の多くの神社林がスギやヒノキなどの植林の育成をしている中では特異であり，数10年

かかって造られた林は今後の県内での保全林創造のサンプルとしての意味をもつことにもなろう。現

在この樹林は神奈川県の緑地保全林に指定されているが文化財としての価値も高い。

　なお，今後の林の保全条件としては次の二項目があげられる。現在庭園として手入れ管理がされて

いる樹叢では，できるだけ自然林として扱う。そのためには林内に生育してくる下草などを除去する

ことは避けたほうがよい。樹冠がかなり密閉しているので陽樹の侵入はあまり多くはないと判定され

る。神社域の安定した景観を保つために自然林の方が望ましい。寒川神社の地域はイノデータブ群集

域と考えられているが現在の林はヤブコウジースダジイ群集の構成種の侵入も多くみられる。植物社

会学的にみれば，タブノキ，ケヤキ，ムクノキ，ヤブニッケイなどの育成をして自然の潜在自然植生

に近づけるほうが良いと考えられる。
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　167．長泉寺　Tempel　Chosen－ji

　　　　所在地　　高座郡綾瀬町早・川

　長泉寺は相模台地の山腹斜面にあり，広大な寺林を有する（約1万㎡）。林内への立入調査の許可

が得られなかったので植生調査は行われなかった。

　寺林はスギ植林とコナラークヌギ林で，特に自然度の高い森林はみられない。

　168．熊野社　Schrein　kumano
　　　　所在地　　　綾瀬市上土棚

　態三社は綾瀬市の釣川と引地川の合流地点に面した台地の斜面に位鍛している。神社の南而と西側

には集落があり，他方には雑木林や草地がひろがっている。

　社殿の北西側の雑木林には針葉樹の植林がおよそ1，000㎡ほどまとまっている。高木層のスギ，サ

ワラ，クスノキが植樹され，その下にはハリギリ，シロダモ，ケヤキ，スダジイが生育している。林

冠が開放的であり，光の透過が多いので低木層の回数や植被率も多い。草源生のアズマネザサ，スス

キ，サルトリイバラ，ヒメヤブラン，ケスゲ，アオスゲなどが生育している。この台地上は黒ボク土

壌が厚くて肥沃な立地である。ヤブツバキクラスの種もかなり多く，タブノキ，アカガシ，ビナンカ

ズラ，ベニシダ，ピサカキ，シロダモ，ヤブラン，ヤブコウジなどが常緑の葉をひろげている。

　宇：1澱近くのクスノキは樹高22m，胸高直二径約70c臓でめだつ大木である。

　熊野社の社叢は季ll〔物社会学的にみて，特に自然度の高いすぐれた森林とはいえないが，都市化の進

展の著しい地域としては保全をはかりたい。

　169．神明社 Schrein　Shinmei－sha

　　　　所在地　　綾瀬市吉岡

　神明祉は綾瀬市の図久尻川沿いの台地斜爾に位概している。神社の北側と西榔こは籍しい宅造地が

開かれて，裸の造成地が神社をとりまく形になっている。

　社寺林の面積は約3，000㎡とされ，その大部分はスギ植林である。胸高直径60c孤ほどのスギとサワ

ラが高木層を占める生育良好な樹林である。過去に下草刈りがよく行われたためか低木層や草本層に

は常緑広葉樹の幼樹は少ないが，ヤブラン，ジャノヒゲ，キヅタ，ヒサカキのほかにクマザサが高い

丁度で生育している。土壌も黒ボクで肥沃であり，草本層の種数も盟富である。

　境内には大きな植栽樹がめだちクスノキは樹高23m，胸高藏径0．7m，モミは樹高25m，胸高直径

0．8mである。クスノキは生育が良いがモミは枝枯れがめだち，樹勢もよくない。団地の開発で周辺

の樹木が伐採されたためとみられる。

　神明社の社林は植物祉会学的にみて，特に自然度の高い森林とはいえない。しかし，住宅1ヨil地の開

発によって樹林が失われているこの綾瀬市の西部地域では緑の保全は何らかの形で必要であり，この

林分を保存する必要がある。

　170．五社神社　Schrei11　Gosha

　　　　所在地　　綾瀬市早川

　五社神社は相模原台地で東名高速道路から約800m南の地点に位概している。周辺の台地上は新し

く開かれた住宅地となり，樹林はここにだけ残されている。

　社殿背後には約1，000㎡の針葉樹植林がある。スギ，ヒノキがおよそ18mの高さに生育している。

林内にはヤブニッケイ，タブノキ，スダジイが生え，林床にはジャノヒゲ，ヤブコウジ，ヒサカキ，

ヤブランなども生育している。
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　社殿のまわりには樹高20mのクスノキとスダジイがめだった単木である。

　自然度は高くなくて特に保存の価値ある森林とはいえない。

　171．白岩神社　Schrein　Shiraiwa

　　　　所在地　中郡大磯町照府本郷933

　国鉄大磯駅の西部約1km，海抜高100～200mの小台地南斜面下端付近に白岩神社は位置する。関東

ローム層が薄く第三紀の砂礫層が所々に露出している。

　社殿の前面には，イチョウ，タブノキ，ムクノキなどの大木の生育がみられる。社殿裏の斜面には

高木，低木，草本の各階層をなす多層群落のスダジイ林の生育が高く評価される。
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Fig．8　白岩神社〔171〕の植生1三断面模式
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1．

2．

3．

4．

5．

6，

7．

8．

9．

10．

11．

ガマズミ

マルバウッギ

コナラ

ヤブツバキ

トベラ

ピサカキ

ネズミモチ

スダジイ

テイカカズラ

イヌシデ

ヒカゲスゲ

Vめ3〃πκ〃¢4μα如加4〃2

D｛ヲ多4∫2如soα6γα

Qκθγoκssθ7γα如

磁〃2θ♂〃αゴαρ0／Zゴ0α

P鉱∫OSρ0γκ〃Z∫0δ〃α

五1κり，σゴα1り0πぎ6α

ゐ∫9κS〃κ〃3ブαρ0加0κ〃3

CαS伽0加30κS餌4αオσvar，　S’θδo妨歪

丁7α0ぬθZOSρθ7駕Z473αSゴαだ6κ〃¢

Cαゆ初％s∫s碗07zo∫々f∫

磁プθ万」¢ノκ60」σ如



145

　高さ14mのスダジイが高木第1層に優凝し樹冠を広げており，高木第2層以下にはトベラ，ピサカ

キ，アオキ，モチノキ，テイカカズラ，ヤブラン，ベニシダなど常緑植物が多く生育する。

　白岩神社のスダジイ林は，林分として比較的自然度が高いが，残存面積が限られている。

　172．鷹取神社　Schrein　Takatori

　　　　所在地　中郡大磯町生沢
　鷹取神社は大磯町の北方の鷹取山の山頂にあり，一帯が神社林となっている。小田原一厚木道路の

北方約300mにあり，山頂部はみかんの果樹園となっていてふもとの集落から約1kmの参道が続いて

いる。入の訪れも少なくきわめて静かな環境である。

　鷹取山一帯は神奈川県の自然環境保全地帯に指定されている。南側の畑に続く鳥居のわきには植栽

樹とみられるモミが数本植えられている。その上には参道に沿ってスダジイ林が帯状に続いている。

山頂部はタブノキを主とする自然林でその組成はTab．8に示される。山頂部は比較的広く，やや凹

状地で落葉層の厚い黒ボク土壌である。高木層にはタブノキ，カゴノキ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ

などの常緑広葉．樹が生育している。また，この地域を北限とするモクレイシをはじめとして，アオ

キ，ツルグミ，ヤブニッケイ，スダジイ，ピサカキ，テイカカズラ，｝ベラなどが低木層に多い。草

本層は被度が低く，ヤブラン，アオキ，テイカカズラ，カラタチバナ，サイハイラン，イヌビワなど

が点々と生育している。

　以上の種組成から鷹取山の樹林はモクレイシ一返ブノキ群落とされる。これまでは神奈川県内では

イノデータブ群集の生育地は沖積地および丘陵や台地の斜面下部とされていた。大磯丘陵の山頂部緩

馬面に生育するタブ林はモクレイシ一案ブノキ群落と区分される。またカゴノキは三浦半島の社寺林

にみられたが他には比較的少ない。モクレイシ一議ブ群落の林分はその生育地が人為干渉を受けてい

てきわめて残存林が少ない。鷹取山ではかなりまとまった面積の林が山頂部にあることが特徴的であ

る。

　現在この林の保存状況はきわめて良好である。集落から隔たっているために来訪者は少ないようで

ある。鳥類をはじめとする動物群集も豊富であり，静かな自然がよく保たれている。社殿も年代がつ

いて古びていて周辺の植生と調和のとれた景観を呈している。その意昧で県内でも有数の社寺林とさ

れる。県の天然記念物指定の希望があるが，早急に指定して森林の保全を計ることが望まれる。

　173．川勾神社　Schrein　Kawawa

　　　　所在地　二宮H1∫山西2122

　梢模湾に面した袖ケ浦海岸から抑母川にそって約1km内陸に入ったところに川勾神社は位竃する。

神社の周囲はスギ植林と耕作畑が広い。境内では社殿の前面を中心に西側および裏切にスギ植林がみ

られる。

　自然度の高い植生がみられるのは社殿裏の小高い山の南斜瀬である。斜面中部以上はアカマツ植林

で占められているが，斜面中部以下はモミの大木がみられる。スギ，ヒノキが一部植栽されている

が，林床にはアオキ，トベラ，アラカシ，ヤブツバキなどが隣接地の潜在自然植生の構成種であるケ

ヤキ，クサギ，ジュウモンジシダなどとともに多くみられる。このモミ林は生育域としてもう少し大

きな面積が望まれる。したがってアカマツ植林の一部は伐採，下刈り等をやらずに放置してモミ林の

発達が望まれる。

　174．八幡神社　Schrein　Hachiman

　　　　所在地　　足柄上郡中井町遠藤
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Fig・9　シラカシ群集植生断面模式
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　八幡神祉は小田原の東，押切川にそって北に約5km上流へあがった東側にある。沖積面に接する南

西向きの小斜面にあり，社殿をかこむようにクスノキ，モミ，アラカシ，イヌシデ，イチョウ，スギ，
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アカマツ，コナラ，ムクノキが高木あるいは亜高木さらには低木として生育する。しかし林床植物は

貧弱で，安定した多層群落としての形態は見られない。

　175．三島社　Schrein　Mishima－sha

　　　　所在地　　足柄上郡大井町篠窪

　三島社は東名高速道大井松田インターチェンジの北東約1kmにある。相模湾に面した酒匂川河口付

近の沖積面，小田原市捗テ地と秦野盆地にはさまれた海抜500m以下の瞥我山を始めとする台地，丘陵

があり，これらの台地丘陵のやや秦野盆地側に三島社が位置する。三島社は表参道付近および社殿裏

手にスダジイ，タブノキの大木がみられる。スダジイのD．B．H．は1．8mであり，樹高20mにもたっ

する林分には，分布のほぼ北限と考察されるモクレイシが生育し，その他ヤブコウジースダジイ群集

の構成種が多く生育している。林分としては表参道付近がまとまりをみせるが，一部スギ，ヒノキ植

林のされている社殿裏手のスダジイ林は植生学的に興味深い林分であり積極的保護の価値がある。

　176．寒山神社　Schrei11　Samuta

　　　　所在地　　足柄上郡松田町惣領

　粟田神社は松田町惣領の酒匂川に直した細長い東側沖積面上にある。神社に接して東名高速自動車

道があるが，寒田神社の立地が適湿で肥沃土壌からなる富養地であるために境内のケヤキ，カヤ，イ

チョウの生育が良好となっている。しかし下草刈りや落葉かきがひんぱんに行われているために，林

床は裸地化し噸ている。

　177．寄神社　Schrei1ユYadorigi

　　　　所在地　　足柄上郡松田町寄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やどりぎ
　秦野盆地の西側で海抜500m前後の尾根をはさんだ中津川ぞいの寄にあるのが寄神社である。この

寄神社は樹高25mをこえるスギとイチョウが町指定天然記念物（昭和46年4月）にされているが，他

の植物はスギ，アカマツ，ケヤキ，クスノキが限られてみられるにとどまる。神社林としては前記の

2本の大木の生育を除いてきわめて貧弱である。

　178．室生神社　Schrein　Muro

　　　　所在地　足柄上郡山北陶’由北

　御殿場線山北駅のある山北町佐宅域（山北盆地）の南部河岸段丘上に室生神社がある。神社裏手は東

海道新幹線が横ぎっており，裏山の人工林の伐採など植生に影響を与える環境の変化も少なくない。

　神社の境内にはイチョウフカヤ，ケヤキ，スダジイ，シナノキ，クスノキ，ムクノキ，シラカシ，

カゴノキ，サンショウなど高木，亜高木，低木が散生する。境内の社殿裏手は自生のムクノキ，ケヤ

キなど湿潤な立地と結びつく樹木が生育する。低木層，草本層の植生は非常に貧弱である。社殿の前

面は下草刈りや落葉かきなど管理が十分ゆきとどいている。

　従って，室生神社の槌生は，前面が十分な管理下にある庭園的色彩が強く，裏手は比較的撹乱され

たケヤキ林が一部にみられるにとどまる。

　179．白由神社　Schrein　Hakusan

　　　　所在地　　足柄下郡糟根町湯本431

　白山神社は箱根町役場に続く斜面で，旧道と箱根新道とにはさまれたところにある。生育している

高木はスダジイ，アカガシ，コウヤマキ，カヤなどが単木的にみられるにとどまる。林床が貧弱な疎

林となっている。
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　180。諏訪神社　Schrein　Suwa

　　　　所在地　　足．柄下郡箱根Ill∫仙石原下1晦

　箱根外輪山と仙石垢（とが接する付近，仙石房ミ下向に諏訪神社がある。夏緑広葉樹のブナ，ミズナ

ラ，ヤマモミジ，イヌシデ，ホオノキ，常緑広葉樹のアカガシなどが大木として高木層を被っている

が林床はクマザサを中心とするササ類が高い植．被率で生育する。

　諏訪神社は，社殿，神社林，水際と一定のまとまりをみせるもっとも典形的な神社であるが規．模が

限られている。そのため仙石原一一帯にみられる緑としては必ずしも高い評価は1」・えられない。

　181．箱根神社　Schrein冠akolle

　　　　所在地　　足柄下郡箱根田」ラi己昏昏

　箱根神社は駒ケー溢秘儀の芦の湖畔に紘心する。駒ケ．隣溶岩，火山灰に被われた海抜730mの地にあ

る。おとずれる人々の数も多い箱根神社は前面にスギの大木を中心とした林分がみられ，社殿裏手に

は県指定天然記念物（昭和28年）のヒメシャラ林がみられる。

　箱根神社は，ヤブツパキクラス域（常緑広葉樹林帯）とブナクラス域（夏緑広葉樹林帯）との接点

付近であり，火山灰に被われていることもあって，ブナ，トチノキ，ヒメシャラ，イタヤカエデなど

の夏緑広葉樹とアオキ，ピサカキ，ヤブニッケイ，アラカシ，シロダモなどの常緑広葉樹が生育する

植生学的にも興味深い所となっている。ヒメシャラ林は，これらの各植物がより自然度の高い植生と

してまとまりをみせている貫重なものとされている。

　182．阿弥陀寺　Telnpel　Amida

　　　　所在地　　　足柄．下郡箱根明’塔：ノ沢24　外5筆

　阿弥陀寺は塔ノ沢上から北へ約1kmの塔ノ峯の南面中腹に位概する。早川に面する南斜面はかなり

急しゅんであり，いたるところに谷が深くいりくんでいる。阿弥陀寺の寺領は寺を中心におよそ26万

㎡に及ぶとされている。阿弥陀寺は塔ノ沢温泉を開いた富民誓によって開山されたという山繭のある

寺院である。嘉永2年に火災によって寺も森林も焼けたといわれる。境内以外には針葉1寮｝のスギやヒノ

キ，あるいはコウヨウザンの植林が谷ぞいにかなり広い範囲にみられる。また寺院よりも下の参道の

ほとりや．谷間の急な巌地にはスダジイ林が点在している。スダジイ林の組成はTab．6に示される。

高木層にはスダジイのほかにアラカシ，ウラジロガシが生育し，それにモミも混生している。さらに

低木層にはアオキの被度も高く，イヌビワ，ヒイラギ，ツルグミなども混生する。アリドオシ，オク

マワラビ，テイカカズラ，カンアオイ，シャガ，フユイチ：ゴ，ジャノヒゲなどが草本層に著しい。こ

の林分は箱根の古期外輪山を形づくる輝石安山省を基盤とする立地土にあり，上壌は褐色森林土壌で

あって急斜面のために崩れやすくなっている。この群落は現在のところヤブコウジースダジイ群集ア

カガシ亜群集とされる。

　スギなどが植えてある谷閥にもヌマダイコン，キチジョウソウ，セキヤノアキチョウジ，ハカタシ

ダ，カンアオイ，キチジョウソウ，ホソバカナワラビなどの植物が豊富に生育している。

　寺のまわりにはモウソウチク林があって，その林内にも潜在自然植生を示す植物が数多く混生して

いる。コウヨウザンは樹高約20rnのものが10数本あり，生育は良好である。寺から上は落葉広葉樹林

となっているが，放置してあるにもかかわらず，自然林とはいいがたい。イロハモミジ，ケヤキ，ミ

ズキ，クリ，コナラ，イヌシデ，モミ，ホオノキなどという各種の落葉広葉樹が生育していて，しか

もそれらの樹高があまり高くない。薪炭林とも異った特男ilの相観を示している。しかし，塔ノ峯の頂

上が海抜566，3mであり，潜在自然植生はヤブツバキクラスの上限と考えられる。
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　阿弥陀寺の一帯は自動車の騒音の高い籍根路からはかけ離れた静寂な地であり，寺に参詣する人や

ハイカーが時折訪れるだけである。広大な寺有林が，スギ・ヒノキ植林，竹林，および常緑広葉樹林

と適正1に二利用されることが望ましい。

　183．早雲寺　Tempel　SOUI1－ji

　　　　所在地　足柄下郡箱根町湯本
　ヒメハルゼミの生育地としても知られている・早雲寺は，箱根町役場の裏手の小丘陵にある。早川，

須磨川の合流点付近でもあり神山の熱雲泥流上にローム層，火山灰が堆積している。小田原から早川

にそって点々と残存生育’がみられるスダジイ林が，もっともまとまった形でみられる。

　早雲寺のスダジイ林は15mをこえるスダジイを中心にタブノキ，ウラジロガシにより高木第1層が

構成されている。高木第2層，低木願，草本層にも常緑広葉樹ヤブツバキクラスの穏であるヤブニッ

ケイ，トベラ，ピサカキ，クスノキ，ヤツデ，ヤブツバキ，アオキ，アラカシ，サカキ，クチナシな

どが生育する。残存爾積が広いこと，ヒメハルゼミの生育地として保護されてきたこと，林冠がスダ

ジイを中心とする大木で被われていることなどにより，比較的高い自然度の林分となっている。部分

的には人為的千渉が加わっているところも多く，残存林分の後退もみられる点が留意される。

　184，貴船神社　Schrein　Kifune

　　　　所在地　　足柄下郡真鶴町真鶴

　貴船神社は真鶴湾に面した斜面にあり，クロマツ，クスノキの大木を中心とした植生がみられる。

本来，貴船神祉は，その細かな立地条件のちがいに応じてマサキ～トベラ群集，イノデータブ群集，

ヤブコウジースダジイ群集が潜在自然植生として生育する立地である。そのために，真鶴湾に継接面

した油島ではマサキ，トベラ，クロマツ，ツワブキ，オニヤブソテツなどが特徴的に生育し，斜面上

部ではイノデ，フウトウカズラ，イタビカズラ，クスノキが特徴的に生育し，社殿裏手の尾根状地で

はスダジイ林もみられる。貴船神社の林分は，複雑な立地条件の差異に対応してやや入り組んでいる

ため景観上，相観的には必ずしも均質と云えないが，植生学的に興味深い。

　185．五所神社　Schrein　Gosho

　　　　所在地　　足柄下郡湯河原宮　ド

　五所神社は湯河原の千歳川に面する南向き小斜面上にある。海岸に近く関東ローム屠に被われた辞

譲地であり斜面中部以上にヤブコウジースダジイ群集，斜面中部以下にイノデータブ群集が潜在自然

植生として生育する立地である。敷地約8，000㎡の大部分はクスノキ，ムクノキ，イヌマキ，スギ，

タブノキ，エノキ，ヤマモミジなどの高木，大木が散在するが，下草，蓄葉かきが行なわれているこ

ともあって林床一低木層および草本層一は貧弱な植生となっている。樹高が20mにたつする高木が多

く生育するにもかわらず，高木第2層以下が貧弱であるという一つの典形的なかたちを示している。

　186．三士八幡神社　　Schreill　Ubusuna－hachiman

　　　　所在地　　足栖下郡湯河原町功髪堀

　国鉄湯河原駅のすぐ脇に樹令250年前後のクスノキの大木の生育している神社があり，産士八幡神

社と称される。産士八幡神社は尾崎山西南部の11』すそに位観し，10mの樹高に達する高木としてアカ

マツ，ケヤキ，クスノキ，タイサンボクがみられる。しかもこれらの樹木は単木的に生育するにとど

まり，林床の保全は良好とはいえない。
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　187．勝目寺　Tempe1　Shoraktレji

　　　　所在地　愛甲郡愛：川町田代2061

　1＝卜1津川の流路を西から東へとかえた愛川町平山・E琳にに勝楽寺は位置する。

　寺の境内はスギ，マツ，イチ華ウ，ケヤキの大木が多く生育する。

　188．八幡社　Schrein　Hachilnan

　　　　所在地　愛甲郡愛川iii∫角田2371

　中津川にそった河岸段丘面に設けられているのが八幡社である。中央の広場を囲むかたちで樹高20

mにたつするタブノキを始め，ケヤキ，ムクロジ，スギ，イチョウ，キンモクセイなどが単木的に生

育している。

　個々の樹木をみると高木も少なくないが，その多くは植栽されたスギ，ムクロジ，イチョウであ

る。

　大木のタブノキは昭和47年に田ヨ’の天然記念物指定がされており，祉寺林として愛甲郡に残存生育す

るタブノキの大木としての評価にとどまる。

　189．八菅神社　Schrein　Hasuge

　　　　所在地　　愛甲郡愛川町八菅山

　中津川に面した八菅山の集落に続く丘陵の西側はゴルフ場’として開発されているが，海抜100～170

mの南側斜面から東側斜爾にかけては，八家神社の森と称されるスダジイ林が生育している。

　一一部にスギやヒノキが植栽されているが，200段を越す階段をなす参道周囲は樹高が！5m以…しのス

ダジイ林が自然植生として生育する。

　高木層は，台地上でアカシデ，ヤマモミジ，ハリギリを混じえ，スダジイが優占する林分となって

いる。亜高木層以一ドはピサカキ，サカキ，アラカシ，ツルグミ，クロガネモチ，アオキ，ビナンカズ

ラ，ベニシダ，イタチシダなどヤブツバキクラスの種（常緑の自然植生の構成種）が比較的多く生育

する。

　八管神社の森は，相模平野にそって海岸から比較的内陵まで生育するスダジイ林（ヤブコウジース

ダジイ群集）が10，000r㎡以上もまとまって残存生育していることが特徴とされる。

　現在すでに八管山の集落から社殿のあるところまで自然植生をぬうように車道が設けられている。

この車．道による植生への影響は少なくないので，今後は平常時の車両の通行を止め，う廻路的性格の

歩道とする必．要がある。

　190．花蔵院　Telnpel　Klazo－in

　　　　所在地　　愛甲郡清川村煤ケ谷

　花蔵院のある煤ケ谷（金剛）は，澗翻がスギ植林とクヌギーコナラ群集（二次林）で囲まれてお

り，小鮎川およびその支流にそった沖積地は耕作地として畑や水閏となっている。

　花蔵院は高木にケヤキ，イチョウ，カヤ，シキミ，ホオノキが生育し，低木として生育する自然植生

の構成種はイヌツゲ，ヤブツバキ，ピサカキ，ナンテンがあげられる。これら自然植生は10rnにたつす

るケヤキを中心に小置1積の生育域をもつにとどまり，多くはスギの入こ1二林とモウソウチク林である。

　191，八幡神社　Schrei11　Hachiman

　　　　所在地　　愛甲郡清川村煤ケ谷

　海抜1，246mの大山の東側斜面が，南北に流路をとる相模川の沖積地と接するところに煤ケ谷は位

．置する。相．模川の支流小鮎川によりえぐられた地形をなす。八幡神社は煤ケ谷・金翅の集落の北部で
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海抜200mの小高い小台地．1二となっているところにある。

　八幡神社の森は小さな社殿を中心にあり，社殿の南東部は高木／潜の高さ15mにたつするスダジイ林，

南西部では尾根状地に沿ってモミ林を形成している。このスダジイーモミ林は，高木層に優占するモ

ミ，スダジイの他に，亜高木層，低木層および草本層に自然植生の構成種の生育を多くみることがで

きる。常緑植物（ヤブッバキクラスの種）のナンテン，クスノキ，アオキ，シロダモ，アラカシ，ヒ

サカキ，テイカカズラ，ヤブコウジ，ジャノヒゲと夏緑植物のガマズミ，ハナイカダ，ムラサキシキ

ブ，コマユ㍉ヤマモミジ，クロモジ，コバノガマズミが生育する。この夏緑植物の多くは，白然植

生の置きかえ群落として生育するコナラの二次林（クヌギーコナラ群集他）の構成種であり，より高

海抜地に生育するミズナラ林の構成種、で｛，ある　（コナラーミズナラオーダーの種痘）。

　八幡神社の森は，つい最近まで多くの集落周辺に比較的普通に見られた八幡様の神社林である。し

Fig．10　清川村　八幡郭｝1社〔1913の植生断薗模式

　　Schematische　Vegetationsprofil　des　Schreillwaldes　von　Hachiman－jinla，　Kiyokawa－son〔191〕
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かし，急速に減少をしている現在の時点ではとびぬけて高い自然林としての評価を与えるべき植生と

はいえないが，現時点において緑の自然環境の典型指標として評価され，今後相対的価値が高くなる

という点からAランクに所属させられよう。

　192．熊野神社　Schrein　Kumano
　　　　所在地　　愛甲郡清川村宮ケ1頼

　態野神社は宮ケ瀬の集落の北側で中津川に面した緩やかな山地の麓に位竃している。周辺は山地で，

川沿いに発達した農村地帯である。神社の前面には畑が広がっていて，背後は主として人工林となっ

ている。

　社殿の後側はぐるりとスギの植林でとりかこまれている。特別に大木があるわけではなく，樹高お

よそ20mほどのスギ林となっている（Tab．18）。この林は特に下草刈りや枝打ちが行われていない

ために亜高木層以下に，潜在自然植生を示す植物群がかなり多く出現する。また植物の種類も豊富で

ある。裏山のモミやカシの生育している地区については，植生調査ができるほどの面積を有する群落

はみられなかった。スギなどの針葉樹は混生するが，かなり密な樹林を形成している。

　県の天然記念物指定の希望がでているが現在のままでは特に指定するほどの価値は認められない。

今後，この騰林は自然のままに放1置して，自然植生がかなり翻復した時点で再び検討されるべきであ

ろう。

　193．正誤寺　Tempe1　Shoju－ji

　　　　所在地　　愛甲郡清川村煤ケ谷

　正住寺のある煤ケ谷・寺家は相模川の支流の小鮎川にそってケヤキ林が残存生育しており，一部に

フサザクラの大木がみられる。正油寺入口などにはケヤキの老木も多くシラカシ群集ケヤキ亜群集の

潜在自然植生域と判定される。しかし寺院の敷地内にはアカマツ，ツツジ類が多く植栽されている。

　正下寺の裏手は大部分がスギ植林で占められており，樹令20～50年のスギが2，200本生育している

（管理者談）。最近アカマツ，スギの大木が伐採され開放景観を呈するところもある。…部には植生の

高さ7～8rnのコナラ林（クヌギーコナラ群集）の生育も見られる。

　蕉住寺の森は，スギの人工林であり，ケヤキの老木が並木状に生育しているにとどまる。

　194．蓮久寺　Tempel　Renkyu－li
　　　　所在地　　愛甲郡2毒りil村煤ケ谷

　相模川の支流，小鮎川ぞいの西側斜面に煤ケ谷の蓮久寺の裏手の山林はウラジロガシとアカガシが

優占して生育する常緑広葉樹林が自然に比較的近いかたちでみられる。

　樹高15mにたつするウラジロガシとアカガシを中心に，一部にスダジイの生育もみられるこの林分

はカシ類とカヤ，イヌガヤ，シキミなどの生育することによって特徴づけられるモミーシキミ群集あ

るいはウラジロガシ群落とされる。事実，隣接域にはモミの生育がみられる。しかし残存林分が限ら

れており，二次的な種群の侵入も少なくない。

　195．普門寺　Tempe1　Fumon－ji
　　　　所在地　　津久井郡城山町i・【・・沢

　津久井湖の北岸で）1【岸から約300mへだたった山腹に位置する。南向きの緩傾斜面にある。周辺に

は畑が広がり静かな田園景観である。寺の境内にはスギの大木がある。本堂の裏側にはスギの植林が

ひろがりその中にスダジイの樹叢がみられる。

境内のスギは樹高25m，推定樹令は500年の大木である。そのほかにもスダジイの大木もある。本
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Fig・11蓮久寺〔194〕の植生断齎模式
　　　Schematisches　Vegetationsprofil　des　Renkyu－ji江194〕
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堂の西側のクヌギーコナラ林は1973年に伐採された。スギ植林には樹高15mから20mで生育良好なス

ギが生育する（Tab．19）。林冠は密閉してヤマザクラ，ホオノキを混生する。姫高木層にはモウソウ

チクが植被率40％で被い，ほかにはヤマザクラやアラカシが散生している。この植林地は林冠が密な

ために林床には日光がはいらず，林床植物は少ない。ベニシダ，オオバジャノヒゲ，キヅタ，ヤブコ

ウジ，ジャノヒゲ，マンリョウなどのヤブッバキクラスの植物が多い。参道の東側には下刈りをした

スギ，ヒノキ植林地がある（Tab．19）。ここにはやや若令のスギ，ヒノキが植栽されていて参道沿い

にスダジイ，コナラが生育している。亜高木層と低木層は貧弱だが草本層の種群は44種と多い。下刈

りは一年にエ～2園行われている。参道に沿って植栽されたとみられるスダジイを中心にして常緑樹
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叢は帯状に連なり上の神社まで連続している（Tab．6）。スダジイとウラジロガシが高木層を占め，

亜高木履にはヤブツバキ，スダジイ，アラカシなどの種群が生育している。低木履にはテイカカズラ

が多く，シャガ，ジャノヒゲ，ヤブツバキ，ヤマイタチシダ，ヤブコウジ，オオバジャノヒゲ，ウラ

ジロガシ，ヤツデなどのヤブッバキクラスの種が多くみられる。

　これらの常緑広葉樹林に生育している種群は，立地の潜在自然植生を考察するための重要な手がか

りとなっている。すなわち，スダジイは優占しているが本来この立地はヤブコウジースダジイ群集と

は判定されず，ウラジロガシ群落の植生域とされている。現在，ウラジロガシ群落の解析は十分され

ていないのでその意味からも普門寺の樹林は重要とされる。

　社寺の経済を維持するためにもスギやヒノキの植林は県内の各社寺林に広くみられる。その中でも

普門寺のスギ林は生育も良好で樹高も高く独得の寺林景観をつくっている。今後の保金としてはでき

る限り，皆伐を避けて階1伐がされることが望ましい。常緑広葉樹林の面積はせまいがスギ植林がみご

とであり，その意味でAランクに判定される。なお寺院の…ヒにある神社のスダジイ樹叢も含めた保護

が望まれる。

　196．諏訪神社　Schreill　SUwa

　　　　所在地　　津久井郡津久井町’鳥ノ塁

　津久井町の諏謝lll社は宮之前の小学校の北μし1側に位置している。前顧は串川に向か，，てゆるやかに

開け，橋本から伊勢原に通じる街道沿いに人家が集まって街道街の形態をとっている。

　紳社の境内は開｝すていて，そこには児竜会館が建てられ，遊具なども設置：されている。社殿のわき

にスギやケヤキの大木が含計4本生育している。スギのもっとも大木は胸高薗径1．5m，高さおよそ

28mとされる。いずれも生育はきわめて良好である。

　社殿に最も近い場所に生育するケヤキは胸高直径！．2mで，樹高およそ33　mとされる。幹は地上

7．8mのところで二つに枝分かれしていて，生育は良好である。このケヤキを含む社殿の後側の斜面

の植生調査はTab．19に示される。スギの人工林ではあるが，これらの大木を含む林分として自然植

生の構成種が多く生育している。とくにこのケヤキは県内でも有．数の大きさをほこるものであり，そ

の生育地が群落として保金が計られることが望ましい。面積はあまり広くないが立地は適湿な黒ボク

土壌であり，潜在自然植生はコクサギーケヤキ群集と推定される。

　197．根小屋諏訪神社　　Schrein　Negoya－Suwa－jinja

　　　　　所在地　津久井郡津久井1目∫根小屋

　根小1堅諏訪神社は勾戎山の西側にある。周辺はきわめて閑静な農村士麟｝；であり，根小屋から津久井湖

にぬける道路が通じている。この道路から社殿にいたる参道の両側にスギの大木が数10本列植されて

いる。

　その中で最も大きなスギは胸高直径が2．2mで樹高およそ40m，推定樹令は600年である。神社で

は御神木として保護されている。神社の境内とそれに続く斜面の植生調査結果はTab．19に示され

る。

　スギの生育地はローム屠もかなり厚くその上に高湿な黒ボクが被っている。スギはこのような克地

によく適して良好な生育を示している。とくに林床の植物の種類も多く，また生育も良好である。

　神木のスギは天然記念物の詣定を受けたい希望がでている。現在，スギの天然記念物は単木で県の

北部には2，3あるが，指定木が枯れてしまえば終わりである。根小屋諏訪社のスギはE｛向薬師の二

本杉につぐ大木であり，ただ一本だけなく，他のスギと共に生育地を含めて天然記念物とされること
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が望ましい。

　198．雨雲寺　Tempe1　Kotm－ji
　　　　所在地　津久井郡津久井六根・」・屋

　演説寺は根小屋のほぼ中央にあり，尻久保川に面した南側高台に位置している。周辺は古くからの

集落がかなり密にあり，畑がひろがって閑静な農村景観を示している。

　寺は爾に面した緩傾斜地にあり，境内にはクスノキの高木が生育している。寺院の後側の南向きの

斜面にはアカマツ，スギ，ヒノキなどが植えられて，よく手入れがされている。アカマツ林はTab，

21に示されるように高木層が高さ20mほどのアカマツで，その下にクリ，サクラ，コナラ，ヤマモミ

ジ，ヤマハンノキなどの落葉樹が植えられている。下刈りが行われているが，林床には53種もの植物

が生育している。自動車道をへだてた寺の前面にはスギ林があるが帯状で面積はせまい。

　寺の周辺部にはとくに注目すべき自然植生はみられなかった。

　199．高瀬神社　Schrein　Yose－linla

　　　　所在地　　津久井郡相模湖町二瀬宮開戸

　与瀬神社は相模湖の北側の山地で中央高速道の側に位遣している。標高320mの山の傾斜澗に約

93，000㎡の社有地がある。その起源は古くて，すでに昭和2年には記録があるという。隣接の慈眼寺

と境内を接し，ここの一角に神社と寺の森が発達している。高速道路の開通に当たって二瀬神社の幸

い門は現在の位観に移築された。

　参道から社殿にかけての両側や社殿の背後はすべてスギの人工林であり，自然林はほとんどみられ

なかった。社殿の前簡のスギはかなりの大木でその中の一本は相模湖町の天然記念物に指定されてい

る。胸高直径1．7m，樹高約30mで樹令は約600年とされている。このスギは1972年の調査時に樹高

50mと報告されたが，その後，枝先が著しく衰退して，全樹高の％に枯枝がめだっている。スギの衰

退と高速道路との関係が改めて問われなければならない。このスギの植林はAufn．199に示される。

かなりの急傾斜地にスギ，ヒノキ，ケヤキ，シロダモ，ヤブッバキ，イロハモミジなどの高木が生育

し，林床にはシャガ，ヤブツバキ，　イノコズチ，　ドクダミ，　ミズヒキ，　ヤブランなどが混生してい

る。社殿の背後にも種々の樹令のスギを主とする人工林がみられる。

4．社寺植生の評価
　　Abschatzしmg　der　Schrei11－und　Tempelw設lder　nach　Vegetationsku1ユdlichen　Gesichtpunkten

　調査された社寺林について，その自然度や両面，保全状況などを総合的に検討し，A，　B，　C，　D

の4ランクに区分された（Tab．25）。

　（1）Aランク
　その地域の潜在自然植生が点心化された自然度の高い森林植物群落がまとまった面積をもつ社寺林

を形成している。高木層から草本層にいたる各階層の発達が良好であり，林床が破壊されていない。

森林の面積は群落が持続するために十分の広さがあり，林内に裸地もなく，土壌擬乱が少ない。森

林全体の保護状態が良好であり“ふるさとの森”としての価値がきわめて高いと評価される社寺林で

ある。Aランクに評価された社寺林は以下に記す40であった。

　　宝生寺（横浜市）イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集

　　善行寺（横浜市）イノデータブ群集

　　稲荷社（横浜市）シラカシ群集
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浄性寺（横浜市）シラカシ群集

浅間神社（横浜市）ヤブコウジースダジイ群i集

八幡神社（横浜市）イノデータブ群集

富岡八幡（横浜市）ホソバカナワラビースダジイ群集

称名寺（横浜市）イノデータブ群集

態野神祉（横浜市）ヤブコウジースダジイ群集

目≡i力戎寺（横浜ll」）シラカシ三洋集

正法寺（横浜市）シラカシ群集

豊顕寺（横浜市）土塁．．ヒに発達したシラカシ群集

春日神社（川崎τi了）沖積低地のシラカシ群集

三島社（横須賀市）ホソバカナワラビースダジイ群集

ll．卜神　祉　（横須斐了市）　イノデータブ群集

諏訪大神社（横須賀T1のヤブコウジースダジイ群集

白．髪神社（横須賀Tl了）ヤブニッケイなどの密生低木林

火松寺（横須賀市）イノデータブ群集

瑞泉寺（鎌倉市）ヤブコウジースダジイ群集

江島神社（藤沢市）スダジイ林，トベラ・低本林

熊野乱塾（逗子T1了）ヤブコウジースタジイ群集

岩・殿寺（逗子市）ヤブコウジースダジイ群集

神武寺（逗子市）広い寺領の中の各立地に対応したヤブコウジースダジイ群集，ホソバカナ

　　　　　　　　　　ワうど一スダジイ群集，　イロハモミジーケヤキ群集

法性寺（逗子丁1了）ヤブコウジースダジイ群集

無量光寺（相模原〔市）コクサギーケヤキ群集

．ヒ諏訪神社（三浦市）イノデータブ群集

松石寺（厚木Tl了）ヤブコウジースダジイ：i洋鱗ミ

日1向薬師　（伊勢1京市）　イノデータブ群集

大山寺（伊勢原市）シキミーモミ群集

極楽寺（南足柄11丁）シラカシォ雲集

新善光寺（葉山ili∫）イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ：詳集

寒川神危ヒ（寒；川li汀）ヤブコウジースダジイオ洋集

鷹取神社（大磯lll∫）モクレイシータブノキ群落

三．零幸（大井町つシイータブ林

箱根神社（箱根1町）ヤマボウシーブナ群集

阿弥陀寺（箱根陶つやブコウジースダジイ群集

早雲寺（箱根町）タブノキ，ウラジロガシを伴うシイ林

貴船神社（真鶴Ili］’）立地に対応したトベラ林，シイ林，タブ林

八管神社（愛川町‘）スダジイ林

八幡神社（清川1寸）モミを混生するスダジイ林
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　Tab．25　神奈川県下の社寺林植生調査結査の概要

　　　　　　Obersichtstabelle　der　Vegetationsku鳳dlich　studierte且Shintoistischen　Schreinen　und

　　　　　　Buddistischen　Tempel　in　der　Pr議faktur　Kanagawa

麺」∴∴蕊1ぎ議∴議1晶∴嘉灘腰割顯盈：
Nr．

　1。

　2，

常罰点Tempel∫orin－ji

宝生寺Tempel鷺osho－li

3．　勝　園　寺　Tempel　Sh◎kokいli

4。　定　光　寺　Tenユpel　Joko－li

5．　若宮八幡宮　Shinto　S．　Nakamura－hachima11

6．　下神明社　Shinto　S．　Simo－shinmei

7．総持寺TempeユSojiji

8．

9．

10，

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17，

18．

19，

20．

21．

22．

23．

24、

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31，

正　行　寺

宝　蔵　寺

下神明社

八幡神社

Tempel　Shogyo－ji

Tempel　HOzo－li

ShiRto　S．　Shimo－shinmei

Shinto　S．　Hachiman

善　行　寺　Tempel　ZengyQ－ji

妙香　寺
無　鳳　寺

白山神社
中村’八幡宮

万

吉

西

普

貞

神

福　寺

祥　幽

光　寺

門　華

甲　院

明　社

春日神社

編　聚　院

東福脳
天　神　社

八幡神社

大野寺
正　福　院

樹　1：原　寺

遍　照　寺

Tempel　Myol（o－ji

Tempel　MuryO－ji

Shinto　S．　Hakusan

Shinto　S．聾akamura－hachiman

Tempel　Manpuku－ji

Tempel　Kichijo－ji

Tempel　Saiko－ji

Tempel　Fumon－in

Tempel　Josho－iH

Shinto　S．　Shinmei－sha

Shinto　S．　Kasuga

Tempel　Fukuju－in

Tempel　Tofuku－in

Shinto　S，　Tenjin

Shinto　S．　Hachimall

Tempel　Daisen－ji

Tempel　Seifuku－in

Tempel　Gyugen－li

Tempel　Hensho－li

B

A

B

C

B

B

B

B

C

B

C

A

C

B

C

C

D

C

C

D

C

C

B

C

B

C

B

C

C

B

C

薗積の狭いスダジイ林

立地に対応したヤブコゥジースダジィ群集○
およびイノデータブ群集○

低木層と草本層の貧弱なヤブコゥジースダジ
イ群集○

常緑広葉樹の混生するモウソウチク林
　　　　　　　　　　　　　　　ケンポナシ▽

低木履と草本願が荒廃したヤブゴウジースダ
ジイ群集○

急傾斜地のアカガシ林

面積の狭いヤブコウジースダジイ群集○で林
床が荒れている。

湿生立地のスダジイ芳

養穣の狭いスダジイ林　　　　五色ツバキ▽

人の立ち入りが頻繁なスダジイ林

オニシバリーコナラ群集中にクロマツが混生
する。　　　　　　　　　　クロマツ▽

墓地を囲む樹高20mのイノデータブ群集○イ
ヌビワーミズキ群落　　　　　　タブノキ▽

クスノキ，タブノキなどの林

常緑広葉樹を混生するイヌビワーミズキ群落

スダジイとシラカシの混交林

急傾斜地上の夏緑広葉樹林

ケヤキ，コナラなどの二次林

帯状のケヤキ林

常緑広葉樹を混じたクヌギーコナラ群集

墓地周辺のコナラ低木林

スギ植林　　　　　　　　　　タブノキ▽

アカガシ林

急傾斜面に生育するヤブコゥジースダジィ群
集で林床荒廃する

コナラ，ケヤキの二次林　　　　タブノキ▽

18mにもおよぶ常緑広葉．樹の配置された墓地

スギ植林

二次林から遷移の進行したシラカシ群集○

墓地に点在する常緑広葉樹　　　　ケヤキ▽

本堂褻手選地の疎林　　　　　　イチョウ▽

面積の狭いシラカシ群集

植栽樹を中心とした：樹林
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32．

33，

34．

35．

36．

37．

38．

39．

40。

41．

42．

43．

44．

45．

46．

47．

48．

49．

50．

51．

52．

53．

54．

55．

56．

57．

58。

59．

60．

61．

62，

63．

64。

65．

66．

67．

神　明　社

稲　荷　社

白根神社

長　源　寺

浄性　寺

清来寺
福泉　寺
妙　蓮　寺

熊野神社

浅間神社

八幡神祉
宝　勝　寺

熊野神社

富岡八幡

Shinto　S．　Shinmei－sha

Shinto　S．王nari－sha

Shinto　S．　Shirane

Tempel　Chogen－ji

Tempel　Josei－ji

Tempel　Seiraトli

Tempel　Fukusen－li

Tempel　Myoreレji

Shinto　S．　Kumano

Shinto　S。　Sengen

Shinto　S，　Hachiman

Tempel　Hosho－ji

Shinto　S。　Kumano

Shinto　S．　Tomioka－hachiman

金竜寺Tempel　Kinryu－ji
称　名　寺　Tempel　Shyomyo－li

耕勢1⊥【皇太神　Shinto　S．　Iseyama－1（Qtailin

東　福　寺　笑’empel　Tofuku－li

勧　行　寺　Tempel　Kangyo－ji

熊野神社：Shinto　S。　Kumano

杉山神社　Shinto　S．　Sugiyama

金　蔵　寺　Tempel　Kinz◎一ji

三会寺Tempel　Saneづi

泉谷寺Tempe1　Senkoku－ji

真　福　　寺　Tempel　Shinpuku－ji

西　方　寺　Tempel　Saihレji

鉄神社Shinto　S．　Kurogane

王子神社Shinto　S，　Ohji

旧城寺Tempe1　Kyulo－li

真　禰　寺　Tempel　Sllinpuku－ji

神明社Shinto　S．　ShiRmei－sha

白旗神社Shinto　S．　Shirahata

舞岡八幡宮　Shinto　S．　Maioka－hachiman

／kli1番ネ申社　　Shinto　S．　Hachirnan

御霊社Shinto　S．　Gorei

定　　泉　　寺　　Tempel　Josen－ji

C

A

B

C

A
B

C

C

B

A

A
B

B

A

13

A
B

B

B

A

C

C

C

C

C

B

C

B

A

C

C

B

C

B

C

C

イヌシデ群落で土壌が撹乱されている
　　　　　　　　　　　　　　ヤブツバキ▽

シラカシ群集○とヒノキ植林の利用区分がさ
れている。

イ鳥肉モミジを主とした夏緑広葉樹林
　　　　　　　　　　　　　　ヤマザクラ▽

モウソウチク林

シラカシ群集の典型璽群集とケヤキ璽群集○

シラカシ林とクヌギーコナラ群集　　カヤ▽

モウソウチク林　　　　　　　イチョウ▽

常緑広葉樹からなる狭い樹林　　イヌマキ▽

面積の狭いイノデータブ群集○

樹令の高いヤブコウジースダジイ群集○
　　　　　　　　　　　　　　　　クヌギ▽

植林巌錐地に発達したノイデータブ群集

面積の狭いヤブコゥジースダジイ群集○

海に面した斜面のイノデータブ群集○

テラス状斜面に発達したホソバカナワラど一
スダジイ群集○

常緑樹を混生するコナラ林

金沢文庫を囲む斜面のイノデータブ群集○

夏緑広葉樹を混生するスダジイ林

墓地をとり囲むイノデータブ群集○

面積の狭いタブノキ林

社殿の背後にひろがる発達したヤブコウジー
スダジイ群集○

台地上のコナラ林

台地斜面の常緑樹を伴うコナラ林

寺領のコナラ林

林

常緑広葉樹林の断片

面積の狭いシラカシ群集

スギ植林と常緑広葉樹林の断片

シラカシ群集モミ亜群集○

ケヤキ▽

常緑広葉樹の混生するスギ林，モウソウチク

クスノキ▽

アカガシ▽

旧榎下城跡をとりまくシラカシ群集○

クヌギーコナラ林　　　　　　　　カヤ▽

台地上のシラカシ群集○　　　　タブノキ▽

白旗山斜面のシラカシ群集○で面積がやや狭
い。

樹高の比較的高いスギ植林

ヤブコウジースダジイ群集の断片

土塁上のスダジイ林

クロマツ，サクラ類の混生する常緑広葉樹林



68．　正：　法　寺　Tempel　Seiho－li

69．

70．

71，

72．

73，

74．

75．

76．

77，

78．

79．

80．

81，

82．

83．

84．

85．

86．

87．

88．

89，

90．

91．

92．

93．

94，

95．

96．

97，

98，

99．

100．

101，

102．

103，

東口寺
盛徳　幽

妙秀　寺
本　興　寺

青　蓮　寺

最勝寺
薬王院
総称　寺
本　覚　寺

浄　滝　寺

長　導町

勢顕　寺

春日神祉
神　明　社

諏訪社
岡上神社
白　山　社

月読神社

白鳥神社

御子神社

汁守神社

十二　社

琴平神社

日枝神社

影　向　寺

泉　福　幽

妙楽　寺

法泉　寺

延命　寺
三E　禅　上

長念　寺

全竜　寺

了　源　寺

三浦神社
三　島　社

Ternpel　Tosen－ji

Tempel　Seito｝（レji

Tempel　Myoshu－li

Tempel　Honko－ji

Tempel　Seire鷺一ji

Tempel　Saisho－li

Tempei　Yakuo－in

Tempel　Sensho－ji

Ternpel　Ho11kaku－ji

Tempe1∫oryu－ji

Tempel　Chodo－li

Tempel　Bugen－ji

Shinto　S。　Kasuga

Shinto　S，　Shinmei－sha

Shinto　S．　Suwa

Shinto　S．　Okagami

Shil｝to　S．］ヨ［akusan

Shinto　S，　Tsukiyomi

Shinto　S，　Shiratori

Shinto　S，　Mitake

Shinto　S．　Shirumori

Shinto　S．　Junisha

Shinto　S。　KQtohira

Shinto　S．　Hieda

Tempel　Yogo領

Tempel　Sempuku－ji

Tempel　Myoraku－ji

Ter鷺pel　Hosen－ji

Tempel　EnmyO－li

Tempel　Ozen－ji

Tempel　Chonen－ji

TempeユZenryu－li

Tempel　Ryogen－li

Shinto　S．　Miura－sha

Shinto　S。　Mishima－sha

104．十二所神社　Shinto　S．∫unisho

105．　ll十　神　社　Shinto　S．　Kano

106．　諏訪神社　ShiRto　S．　Suwa

A

C

C

B

B

C

C

C

C

B

C

C

A

A
C

C

D

D
C

D

C

B

B

C

C

D

D

B

C

C

C

D

C

B

B

A

B

A
B

159

無佐の堂を囲むシラカシ群集で常緑広葉樹種
の芽生えが多い

クヌギーコナラ林

小面積のスダジイーカシ林

小面積のイノデータブ群集○

下刈りをされたシラカシ群集○

回復途上にあるシラカシ群集○

モウソウチク林

ケヤキの疎林

クロマツ林

幅18mのイノデータブ群集○

イチョウ▽

イチョウ▽

クスノキ・▽

タブノキ▽

墓地の間に帯状に配列されるヤブコウジース
ダジイ群集

常緑，夏緑広葉樹の混交林 イチョウ▽

土塁上に帯状に発達したシラヵシ群集○

沖積低地の旧自然堤防上のシラカシ群集○

丘陵斜礪のイヌシデ群落

参道両側の植栽樹

参道両側の樹林帯

祉殿前面の植栽木

小面積のヒノキ，サワラ植林

小面積のスギ植林

常緑広葉樹を含むコナラ林

シラカシ群集の断片とイヌシデ群落

小面積のシラカシ群集モミ亜群集

アカマツ，ヒノキ，ヤマザクラなどの混交林

ケヤキの額栽

モウソウチク林　　　　　　　イチョウ▽

　　　　　　　　　　　　　　　イチョウ▽

小購積の常緑広葉樹

』モウソウチク林とイロハモミジ林

ヤブッバキ，タブノキの小樹叢　モッコク〉

イロハモミジ，ケヤキ林　　　　カキノキ▽

　　　　　　　　　　　　　　　イチョウ▽

クスノキ，ヒノキなどの小樹叢

小面積のスダジイ林

植生高18mのスダジイ林で面積はせまい

種々のシダ植物の生育するホソバカナワラビ
ースダジイ群集○

タブノキ，カクレミノなどの低木密生林
　　　　　　　　　　　　　　サン：ゴジュ▽

まとまった面積を占めるイノデータブ群集○

小面積のヤブコゥジースダジイ群集○
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1G7．諏訪大神社　Shinto　S．　Suwadai

108。白髪神社Shinto　S．　Shiragami

109．　東　蔵　寺　Tempel　Tozo－ji

110。　東　漸　寺　Tempel　Tozen－ji

111．

112．

113．

114．

115．

116．

117．

118，

119，

120．

121．

122．

123．

ユ24．

125．

126．

127．

128．

129．

130．

131，

光心　寺

大松　寺

真福寺
東福　寺

八幡神社

法　園　寺

愛宕神社

荘厳　寺
南金目神社

円　覚　寺

瑞　泉　寺

長勝　寺
江ノ島神社

海蔵寺
真福寺
紹　太　八

白　峯　寺

三島神社

妙伝　寺
熊野神）陸

島　殿　寺

Ternpel　Koshin－ji

Tempel　Daisho－li

Tempel　Shinpukレji

Tempel　Tofuku－li

Shinto　S．　Hach｛man

Tempel　Myoen－ji

Shinto　S、　Atago

Tempel　Sogen－li

Shinto　S。　MiRami－K：aname

Tempel　Engaku－li

Tempel　Zuisen－li

τempel　Chosho－Ji

Shinto　S．　Enoshima

Tempel　I（aizo－ji

Tempel　ShinPuku－ji

Tempel　Shotaレji

Tempel　Shirami臓e－ji

Shil｝to　S．　Mishima

Tempel　Myode飼i

Shinto　S．　Kumano

Tempel　Iwadono

132．　神　武　寺　TemPel　Jinmu－ji

123．　法　性　寺　Tempel　Hosho－ji

134．

135．

136。

137．

138．

139．

140。

141．

小坪　寺

新田稲荷

無量光寺

若宮神社
上諏訪；神社

白髪神社
光　照　寺

福泉　寺

Tempel　Kotsubo－li

Shinto　S．　Nitta4Bari

Tempel　Muryoko－ji

Shinto　S．　Wakamiya

ShintQ　S．　Kami－suwa

Shi簸to　S，　Shiragami

τempel　Kosho－ji

Tempel　Fukusen－ji

玉42．西光寺Tempe1　Saiko－ji

A

A

C

B

B

A
B

B

B

B

C

C

B

B

A
C

A
C

C

B

C

C

B

A

A

A

A

B

C

A
B

A
B

C

B

B

ヵゴノキ，ホルトノキを伴うイノデータブ群
集○

ヤブニッケイ，ヤブッバキなどの密生低木林
　　　　　　　　　　　　　　　　イチョウ▽

常緑広葉樹の萌芽林　　　　　　イチョウ▽

クロガネモチの槙栽樹を中心とした小樹叢
　　　　　　　　　　　　　クロガネモチ▽

スダジイ，ヒサカキなどの低木林

イノデータブ群集○とマテバシイ林

タブノキを中心とした小樹林

ムクノキ，マテバシイなどの混生林
　　　　　　　　　　　　　　　　イチョウ▽

常緑広葉樹とヒノキ，アカマツなどの混生林

アカマツ林とコナラ林

クロマツを中心とした疎林

斜面に小面積の二次林

金目山沿いの斜面のイノデータブ群集○

スダジイ林とイロハモミジーケヤキ群集

ヤブコウジースダジイ群集○と境内の植栽

小雪積のスダジイ林

ヤブコウジースダジイ群集など

コナラ林　　　　　　　　　バクチノキ▽

タブノキ，ヤブニッケイなどの小樹叢

アラカシーウラジロガシ群集

クロマツ植林

タブノキ，ケヤキの高木を中心とする木立

小隣積のシラカシ群集○

乾挫立地のヤブコウジースダジイ群集○

尾根近くの産．一しのヤブコゥジースダジィ群
集○

ヤブコウジースダジイ群集○ホソバカナワラ
ビースダジイ群集，イロハモミジーケヤキ群
集

尾根部にひろがるヤブコウジースダジイ群
集○

マサキートベラ群集

サクラの植栽

コクサギーケヤキ群集とタブノキ・林

カクレミノ，タブノキなどの低木密生林

砂丘海岸に続く平坦地のイノデータブ群集○

低木のタブノキ林

林床の荒廃したスダジイ林　　　スダジイ▽

小面積のヤブコウジースダジイ群集○とイノ
データブ群集○

タブノキ林



143．　桂　林　寺　Tempel　Keirin－ji

144．

145，

146．

147．

148．

149．

150，

命徳寺
竜』蝋寺

松石寺
荻野神社

長谷寺
蓮生寺
浅閥神社

Tempel　Myotoku－ji

Tempel　Ryuho－ji

Tempel　Shoseki－ji

Shinto　S．　Ogino

Tempel　Hase－li

Tempel　Rensho－li

Shinto　S．　Sengen

151．　漁慧見手｛…社　　Shinto　S．　Fukami

152，

153．

154．

195．

156．

157，

158，

159．

160．

161．

162．

163．

164．

165。

166．

167．

168．

169．

170．

！71．

172．

173．

174，

175．

176．

177．

178，

179．

諏訪神祉

日向薬師

大山　毒

混榮寺
三ノ宮神社

豊受大神

神明社

南足柄神社

極楽寺
珠明　寺

天王院
禰田　寺

御三神社

新三光寺

Shinto　S．　Suwa

Tempel｝1［inata－yakushi

Ternpel　Oyama－ji

Tempel　NehaR－li

Shinto　S．　San－nomiya

Shinto　S，　Toyouke－taijill

Shi簸to　S．　Shinmei

ShiRto　S．　Minamレashigara

Tempel　Gokuraku－ji

Tempel　Shumei－li

Tempel　Tenno－in

Tempel　Fukuda－ji

Shinto　S．　Mitake

Tempel　Shin－zenkoji

寒川神社Shinto　S．　Samu1くawa

長　泉，　寺　Tempel　Chosen－ji

熊　野　社　Shinto　S．　Kumano

神明社Shi飢。　S．　ShinlneFsha

五社神社Shinto　S．　Gosha

白岩神社　Shinto　S．　Shiraiwa

鷹取神社Shinto　S．　Takatori

川匂神祉Shi飢。　S，　K：awawa

ノ、ll番宇申圭ヒ　Shinto　S．　Hachiman

三島社Shinto　S。　Mishima

町田神社Shi煎。　S．　Samuta

寄神社Shi飢。　S．　Yadorigi

室生神社Shinto　S．　Muro

白山神社Shinto　S．　Hakusan

B

C

C

A
C

B

B

C

C

B

A

A
C

C

C

C

B

A
C

C

C

B

A

A

C

C

C

C

B

A
B

C

A
C

C

C

C
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藤積の狭いヤブコウジースダジイ群集○
　　　　　　　　　　　　　　　スダジイ▽

ケヤキ，ムクノキの工次林，モウソウチク林

アラカシ，ミズキなどの混生するスギ林

ヤブコウジースダジイ群集○

ケヤキ，カヤなどの植栽木　　　イチョウ▽

スダジイ，アラカシなどの林

相模川河岸段丘上のイノデータブ群集○

タブノキ，アヵマッなどの疎生する高木林
　　　　　　　　　　　　　　　アキニレ▽

境内にタブノキ，ケヤキ，アキニレの高木が
散生する

スギ，ヒノキ植林

スダジイ林，イノデータブ群集など

シキミーモミ群集のまとまった林分○

イロハモミジの渓谷林

土塁上のスギ林

スギ植林

タブノキ，スギなどの植栽木を中心とする小
樹叢

面積の狭いシラカシ群集○

台地上のシラカシ群集○

線状に植栽されたシラカシ

ムクノキ，エノキの樹林　　　ケンポナシ▽

スギ，イチョウ，クスノキなどの樹木

スギの混生したヤブコゥジースダジィ群集○

ヤブコウジースダジイ群集○とイノデータブ
群集○

社殿の前面に復元されたヤブコゥジースダジ
イ群集○

ヤブコウジースダジイ群落○

スギ，サワラなどの植林

スギ，サワラなどの額林

スギ，ヒノキの植林

面積のせまいスダジイ林

モクレイシータブノキ群集○

アヵマッ，モミの回内に常緑広葉樹が生育す
る

クスノキ，モミなどの林　　　　スダジイ▽

社．殿裏のスダジイ林

カヤ，イチョウ，ケヤキなどの樹林

植栽木を中心とする樹林　イチョウ，スギ▽

ヵヤ，ケヤキ，スダジイなどの低木林

スダジイ，アカガシなどの疎生
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180．

181．

182．

183．

184．

ユ85．

186．

187．

188．

189，

190．

191．

192．

193．

194．

195．

196．

197。

198，

199．

諏訪神社

箱根神祉

阿弥陀寺

早雲寺

貴船神社

五所神社
産土八幡

勝論寺
八　幡　社

八菅神社

花蔵院
八幡神社
熊野神社

正住寺
蓮久寺
普門寺
諏訪神社
根小屋諏訪

功雲寺
與瀬神社

Shinto　S．　Suwa

Shinto　S．　HakOne

Tempel　Amida－li

Tempel　Soun－ji

Shinto　S．　Kifune

Shinto　S．　Gosho

Shinto　S．　Ubusuna－hachiman

Tempel　Shoraku－li

Shinto　S，　Hachiman

Shinto　S．　Hasuge

Tempel　Kazo践見

Shhlto　S．　Hachiman

Shinto　S．　Kumano

Tempel　Shoju－ji

Tempel　Renkyu－ji

Tempel　Fumo11－ji

Shinto　S．　Suwa

Shinto　S．聾egoya－suwa

Tempel　Koun－li

Shillto　S，　Yose

B

A

A

A

A

B
C

C

C

A
C

A
B

C

B

B

B

B

C
I3

　これら40の社寺林はヤブコウジースダジイ群集が最も多数を占め，次でシラカシ群集，

ブ群集の順である。神武寺〔132〕のように広い寺領の中の各立地に応じて数種の森林植物群落が包

含されている例もある。また宝生寺〔2〕のように寺林の面積自体は広くないが背後に続く自然林と

ともにすぐれた“ふるさとの森”の景観を示す例もある。

　Aにランクづけられた社寺林は櫨物社会学的調査の対象数199社寺の20％に相当する。さらに，県

下の総社回数の1．04％に相当し，広葉常緑樹で構成される郷土林は現在100の社寺に対して！つが残

存していると番える。

　（2）Bランク
　Aランクの林に次ぐ社寺林であり，以下の基準によって選定された。自然度はかなり高い森林だ

が，面積が狭いために群落の維持に問題がある。あるいは常緑広葉樹と他の植栽樹種または落葉広葉

樹種の混交林である。さらには二次林からの遷移の途上にある森林とみられるものなどが含まれる。

また，森林群藩の各階／蕾のうち，いずれかが未発達あるいは破壊されていて，森林の保金について問

題を残す森林がこのランクに含まれる。

　Bランクに含められるのは63社寺で，植物祉会学的調査の対象数の31％に相当する。Bランクの社

寺林も積極的な回復措置を講ずることによって天然記念物級の森林への厘1復の期待がもたれる。

　（3）Cランク
　ニ次植生で代償植生から構成される社寺林はCランクと評価された。クヌギーコナラ群集，スギ・

ヒノキ槙林，イヌシデ群落などであり，林業の施業の対象として，管理されている森林が多い。

ブナ，ミズナラ，ヤマモミジなどの夏緑広葉
樹林

ヒメシャラの優占するヤマポウシーブナ群
集○

塔ノ沢の谷部に発達したヤブコウジースダジ
イ群集○

タブノキ，ウラジロガシを混生するスダジイ
林

境内の立地に対応したトベラ低木林，タブ
林，スダジイ林

クスノキ，ムクノキなどの高木の散生

アカマツ，ケヤキなどが単木的に生育する

マツ類，イチョウなどの散生

ケヤキ，ムクロジ，スギなどの散生
　　　　　　　　　　　　　　タブノキ▽

広い面積を占めるスダジイ林

ケヤキ，カヤの疎林とモウソウチク林

スダジイ林とモミノキ林

スギ櫃林に常緑広樹種が混生する

スギ植林

ウラジロガシ，アカガシ林

ヤブコウジースダジイ群集○　　　　スギ▽

スギ，ケヤキ

スギの大木を中心とした樹林

アカマツ植林

スギ植林

　　　　　　　　　　　　　イノデータ
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　　（4）　Dランク

　　社寺林は金くないが，単木についての天然記念物指定希望が出されていた社寺はDランクに区分さ

れた。

　Tab．26了に町村別のランク別社寺林数
　　　　　　　　　S・h・ein一・・d　T・鯉w員lder璽R・・g　i・」・den　G・meinde　in　de「P「afektu「Kanagawa．

　　市　　町　　村
St譲dten　und　Gemeinder

調　査　数i
　Zahl　der　l…

Aufnahmen　i

ラ ン ク

A B

R・・gs㌍f金

C D

横

川

横

滋

藤

茅

逗

葉

寒

相

当

海

面

血

豆

出

立｝

大

南

中

大

松

山

開

小

箱

真

湯

厚

愛

清

城

憎

相

藤

含

　浜

　崎

須　賀

　倉

　沢

ケ　崎

　子

　浦

　　山

　川

模　原

　和

老　名

　間

　瀬

　塚

　野

勢　原

　磯

　宮

足　柄

　井

　井

　北

　成

田　原

　根

　鶴

河　原

　木

　ノii

　川

　　山

久　井

模　湖

　野

市

市

市

市

市

市

市

市

町

町

市

市

市

市

市

市

市

市

町

町

市

町

町

田∫

町

町

市

町

田∫

町

市

町
奉寸

町

町

町

町

計

Yokohama

Kawasaki曇
ヤリコ　ロ ﾅ　　ド　ヒと　　づサ
　　　　　　ず　　　　　　りYokosuka

K：amakura

Fujisawa

Chigasaki

Zushi

Miura

Hayama
Samukawa
Sagamihara

Yamato
Ebina

Zama
Ayase

Hiratsuka

Hadano
Isehara

Ohiso

Ninomiya

Minami－ashigara

Nakai

Ohwi
Matsuda

Yamakita

Kaisei

Odawara

Hakone

Manazuru

Yugawara

Atsugi

Aikawa

Kiyokawa

Shiroyarna

Tsukui

Sagamiko

Fulino

Gesamtbetrag

80

21

13

　3

　1

　3

　5

　5

　1

　1

　2

　2

　2

　4

　5

　3

　4

　2

　1

　6

　1

　1

　2

　1

　3

　5

　1

　2

　6

　3

　5

　1

　3

　1

199

12

　1

　5

　1

　1

　4

　1

　1

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　3

　1

　1

　1

　1

40

79

　4

　7

　1

　1

　1

　3

　1

　3

　3

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　2

　2

　1

　2

　1

63

37

10

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　2

　4

　2

　2

　3

　1

　2

　1

　2

　1

　1

　3

　2

　2

　1

88

2

6

8


